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 切目川ダムの運用 
 切目川ダムの運用 

切目川ダムの日降雨量、貯水位、流入量および放流量を図 1.1-1に示す。 

また、洪水調節実績を表 1.1-1に示す。 

放流量を見ると、令和元年の台風10号、平成27年の台風11号、平成29年の台風21号が1～3位となる。 

また、平成30年末から令和元年5月にかけて大きな渇水があった。平成27年及び平成28年にも、秋に

大きな水位の低下が見られた。 

 

 

注）事務所提供資料より作成 

図 1.1-1 日降雨量および切目川ダム諸量（貯水位・流入量・放流量） 
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表 1.1-1 洪水調節実績（切目川ダム供用後） 

 
注 1）切目川ダムにおける洪水とは流入量が 30 m3/s 以上を示す。 

注 2）事務所提供資料より作成 

 

番号 年度 月日
流域平均雨量

（mm）

①最大流入量

（m3/s）

②最大放流量

（m3/s）

低減
（①－②）

備　　　考 歴代最大放流量

(1) 4月　4日 102.1 39.52 18.61 20.91 前線の通過
(2) 4月20日 111.8 61.45 40.84 20.61 前線の通過
(3) 7月　3日 86.0 31.68 18.33 13.35 梅雨前線の通過
(4) 7月17日 409.0 144.10 123.61 20.49 台風11号 2
(5) 7月22日 178.4 86.92 52.85 34.07 集中豪雨
(6) 9月　6日 128.4 77.92 42.32 35.60 集中豪雨
(7) 2月14日 102.2 36.70 27.04 9.66 集中豪雨
(8) 6月21日 99.7 64.96 18.62 46.34 梅雨前線の通過
(9) 7月 8日 143.4 49.15 39.75 9.40 前線の通過
(10) 9月18日 158.2 90.01 46.64 43.37 前線の通過
(11) 9月20日 135.8 43.97 35.06 8.91 台風16号
(12) 12月22日 105.4 80.59 36.45 44.14 前線の通過
(13) 4月18日 60.0 36.3 31.37 4.97 集中豪雨
(14) 7月1日 87.7 47.90 32.18 15.72 集中豪雨
(15) 7月4日 68.4 38.41 19.20 19.21 台風3号
(16) 8月7日 237.3 111.25 76.05 35.20 台風5号
(17) 10月22日 329.0 96.40 84.77 11.63 台風21号 3
(18) 4月25日 101.7 47.37 28.16 19.21 前線の通過
(19) 5月3日 89.3 32.94 20.35 12.59 前線の通過
(20) 6月21日 198.8 56.87 48.90 7.97 前線の通過
(21) 7月6日 100.5 49.31 41.25 8.06 前線の通過
(22) 8月24日 188.4 142.36 81.60 60.76 台風20号
(23) 9月5日 157.5 74.90 53.61 21.29 台風21号
(24) 9月10日 258.6 90.59 63.88 26.71 集中豪雨
(25) 10月1日 100.7 46.27 33.47 12.80 台風24号
(26) 5月21日 143.5 45.73 4.31 41.42 集中豪雨
(27) 6月7日 100.9 37.56 22.25 15.31 集中豪雨

8月15日
8月16日

(29) 10月19日 148.1 41.88 12.72 29.16 台風19号

(28)
令和元年度

平成29年度

平成27年度

平成28年度

平成30年度

1台風10号330.8 171.80 131.95 39.85
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 環境モニタリング調査 
  流量 

 調査結果 

切目川の古井における流量の経年変化を図 2.1-1に示す。 

供用後は、ダムにより最低流量が維持されているため、渇水流量が供用前より増加している。 

 

 

平成 19 年～平成 30 年のデータを使用 

注）事務所提供資料より作成（「切目川河川総合開発流量観測業務」） 

図 2.1-1 切目川の流量経年変化（古井） 
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 ダム運用開始後の流入量、放流量の例 

運用開始後の令和元年度の出水時における切目川ダムの流入量・放流量の例を図 2.1-2に示す。 

 

 
図 2.1-2 出水時の切目川ダム流入量・放流量の例(令和元年度） 
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 水質 

 調査目的 

切目川において、河川やダム貯水湖の水質の現状を把握することを目的とし、河川水やダム貯

水湖内で異臭や濁り等の異常現象が発生した場合の原因究明及び対策のための基礎資料とする。 

 

 調査地点及び検体数 

低水時調査は、羽六・古井・田ノ垣内・高串(貯水湖)・柿原・川又の 6地点で、可能な限り雨

による影響の少ない低水時（古井局水位 0.8m 以下）に、毎月 1回の調査を実施した。 

なお、高串地点（ダム貯水湖）については、水面 0.5m、1/2 水深、底上 1.0m の 3 層を採取し

た。 

高水時調査は、平成 30 年 4 月から平成 31 年 3 月の期間において羽六・古井・田ノ垣内・高串

(貯水湖)・柿原・川又の 6地点で降雨により河川水が著しく濁った日を選び、年 3回の調査を実

施した。調査日の選定に当たっては、古井水位観測所における水位が 1.4m 以上であることや気

象状況等を確認し、監督員と協議の上決定した。 

表 2.2-1 に調査地点及び検体数を、図 2.2-1 に調査地点図を示す。 

 

表 2.2-1 調査地点及び検体数 

調査地点 
水質調査※ 

低水時 高水時 

他 

羽 六 羽六橋下 12 3 

古 井 古井水位観測所前 12 3 

放
水
口 

田ノ垣内 下田ノ垣内橋付近 12 3 

ダ
ム 

貯
水
湖 

高串（表層） 水面から 0.5m 12 3 

高串（中層） 1/2 水深 12 3 

高串（底層） 底上 1.0m 12 3 

流
入

河
川

柿原 下上洞橋下 12 3 

他 川 又 

川又橋の直上流 

(12 月調査時は工事の影響で河川が著

しく濁っていた為、上流の日浦橋で採

取) 

12 3 

総検体数 96 24 

※水質調査項目は、pH・DO・BOD・COD・SS・T-P・T-N・電気伝導度・NH4-N・NO2-N・ 

NO3-N・PO4-P・濁度(低水時の高串を除く)・クロロフィル aの 14 項目である。 
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図 2.2-1(1) 調査地点図 
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図 2.2-1(2) 調査地点図 [羽六] 
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図 2.2-1 (3) 調査地点図 [古井] 
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図 2.2-1(4) 調査地点図 [田ノ垣内・高串・柿原] 
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図 2.2-1(5) 調査地点図 [川又] 
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 調査項目 

 低水時調査 

生活環境項目は毎月 1回、健康項目は 7月・1月に年 2回、その他の項目は 5月・7月・11 月・

1月に年 4回実施した。 

調査項目の詳細を表 2.2-2 に示す。 

 

表 2.2-2(1) 調査項目（生活環境項目） 

調査項目 

調査地点 

放水口 ダム貯水湖 流入河川 その他河川

生
活
環
境
項
目 

水素イオン濃度（pH） 〇 〇 〇 〇 

溶存酸素量（DO） 〇 〇 〇 〇 

生物化学的酸素要求量（BOD） 〇 〇 〇 〇 

化学的酸素要求量（COD） 〇 〇 〇 〇 

浮遊物質量（SS） 〇 〇 〇 〇 

全リン（T-P） 〇 〇 〇 〇 

全窒素（T-N） 〇 〇 〇 〇 

電気伝導度 〇 〇 〇 〇 

アンモニア性窒素（NH4-N） 〇 〇 〇 〇 

亜硝酸性窒素（NO2-N） 〇 〇 〇 〇 

硝酸性窒素（NO3-N） 〇 〇 〇 〇 

オルトリン酸態リン（PO4-P) 〇 〇 〇 〇 

濁度 〇  〇 〇 

クロロフィル a（葉緑素） 〇 〇 〇 〇 

※調査実施項目を〇印で表示している。 
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 高水時調査 

5 月・6月・10 月に年 3回実施した。 

調査項目の詳細を表 2.2-3 に示す。 

 

表 2.2-3 調査項目（生活環境項目） 

調査項目 
調査地点 

放水口 ダム貯水湖 流入河川 その他河川

生
活
環
境
項
目 

水素イオン濃度（pH） 〇 〇 〇 〇 

溶存酸素量（DO） 〇 〇 〇 〇 

生物化学的酸素要求量（BOD） 〇 〇 〇 〇 

化学的酸素要求量（COD） 〇 〇 〇 〇 

粒度組成 〇 〇 〇 〇 

全リン（T-P） 〇 〇 〇 〇 

全窒素（T-N） 〇 〇 〇 〇 

電気伝導度 〇 〇 〇 〇 

アンモニア性窒素（NH4-N） 〇 〇 〇 〇 

亜硝酸性窒素（NO2-N） 〇 〇 〇 〇 

硝酸性窒素（NO3-N） 〇 〇 〇 〇 

オルトリン酸態リン（PO4-P) 〇 〇 〇 〇 

濁度 〇 〇 〇 〇 

クロロフィル a 〇 〇 〇 〇 

※調査実施項目を〇印で表示している。 
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 調査方法 

 試料採取 

柿原では、橋上からバケツを垂らし、水面上の夾雑物を避けて採取した。 

羽六では、水量が多い時は、橋上からバケツを用いて採取した。水量が少ない時は、『「建設省

砂防技術基準（案）同解説 調査編」の第 16 章 2.4.1 河川における採水深度』に従い、徒歩で

流心部まで行き、表面から 2割の水深で試料容器に直接採取した。但し、水量が少なく、2割水

深で採水すると表面水が入ってしまう場合は、5割水深で採取した。 

古井・川又では、徒歩で流心部まで行き、羽六と同様に試料容器に直接採取した。田ノ垣内で

は、水量が多い時は、左岸からバケツを用いて水面上の夾雑物を避けて採取した。水量が少ない

時は、徒歩で流心部まで行き、羽六等と同様に試料容器に直接採取した。高串（ダム貯水湖）で

は、表層（水面から 0.5m）については試料容器に直接採取し、中層（1/2 水深）及び底層（底上

1.0m）についてはバンドーン採水器を用いて採取した。 

図 2.2-2 にバンドーン採水器を示す。 

 

 

図 2.2-2 バンドーン採水器 
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 室内分析 

低水時調査及び高水時調査は、JIS K0102、昭和 46 年環境庁告示第 59 号、K 0101、河川水質

試験方法及び平成 15 年厚生労働省告示第 261 号に準拠して行った。 

表 2.2-4 に調査項目及び分析方法を示す。 

 

表 2.2-4(1) 調査項目及び分析方法（生活環境項目） 

調査項目 分析方法 

生
活
環
境
項
目 

水素イオン濃度（pH） JIS K0102-12.1 

溶存酸素量（DO） JIS K0102-32.1 

生物化学的酸素要求量（BOD） JIS K0102-21 及び 32.1 

化学的酸素要求量（COD） JIS K0102-17 

浮遊物質量（SS） 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 9 

粒度組成※1 
篩い分け及びろ過・乾燥重量測定により粘土・ 

シルト・細砂・粗砂・礫に区分する。 

全リン（T-P） JIS K0102-46.3.4 

全窒素（T-N） JIS K0102-45.6 

電気伝導度 JIS K0102-13 

アンモニア性窒素（NH4-N） JIS K0102-42.6 

亜硝酸性窒素（NO2-N） JIS K0102-43.1.3 

硝酸性窒素（NO3-N） JIS K0102-43.2.6 

オルトリン酸態リン（PO4-P) JIS K0102-46.1.4 

濁度 JIS K0101-9.2（3.1） 

クロロフィル a（葉緑素） 
河川水質試験方法（案）［2008］Ⅱ-58.2.3 

（試験法 2） 

大腸菌群数 最確数による定量法 

全亜鉛 JIS K 0102-53.4 

ノニルフェノール 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 11 

フェノール類 JIS K0102-28.1.1 及び 28.1.2 

備考 ・JIS K0102 とは｢工場排水試験方法｣（2016 年） 

・JIS K0101 とは｢工業用水試験方法｣（2017 年） 

・昭和 46 年環境庁告示第 59 号とは「水質汚濁に係る環境基準について」      

最終改正：平成 28 年 3 月環告第 37 号 
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※粒度組成の分析方法 

 

(1)  容量約 5.5L のポリ容器に、検水をろ過せず満水状態で採取する。 

(2)  採取した検水の全量を 2mm 目の篩で濾し、径約 10mm 以上の草木片等の残渣をピンセッ      

ト等で除去した後、篩上の残渣を洗浄瓶の水で寄せ集め、乾燥秤量済みの小型容器に移し入れ

る。これを 105℃の乾燥器内で 2 時間乾燥させ、デシケーター中で放冷後、0.1mg の桁まで秤

量し、容器の重量を差し引いた重さと検水量から、粒径 2mm 以上の残渣による濃度（mg/L）を

求める。 

(3)  2mm 目篩を通過した検水の全量を 425μm の篩で濾し、425μm 篩上の残渣を洗浄瓶の水で寄せ

集めて乾燥秤量済みの小型容器に移し入れ、100℃のホットプレート上で容器内の水分を概ね

揮散させる。更にこの容器を 105℃の乾燥器内で 2時間乾燥させ、以下、(2)と同様に操作して

425μm～2mm の粗砂分に相当する土粒子（粗砂）の濃度を求める。 

(4)  425μm の篩を通過した検水の全量を更に 75μm の篩で濾し、75μm 篩上の残渣を洗浄瓶の水で

寄せ集めて、(3)と同様に操作して 75～425μm の土粒子（細砂）の濃度を求める。 

(5)  75μm の篩で濾した水の全量を更に 44μm の篩で濾し、44μm 篩上の残渣を洗浄瓶の水で寄せ

集めて、以下(3)と同様に操作して 44～75μm の土粒子（シルト）の濃度を求める。 

(6)  44μm の篩で濾した水の一部をよく攪拌しながらメスシリンダーに分取して、液量を量ってか

らガラス繊維ろ紙（保留粒子径 1μm、乾燥・秤量済み）で吸引ろ過し、105℃で 2時間乾燥後、

デシケーター中で放冷し、秤量して、ろ紙の重量差から粒径 1μm～44μm の土粒子の濃度を求

める。 

(7)  別に 44μm の篩で濾した水の一部をよく攪拌しながらメスシリンダーに分取して、液量を量っ

てから保留粒子径 5μmのろ紙で濾し、そのろ液について乾燥・秤量済みのガラス繊維ろ紙（保

留粒子径 1μm）で濾して、上記と同様にして粒径 1μm～5μm の土粒子（粘土）の濃度を求め

る。 

(8)  上記(7)のガラス繊維ろ紙で濾したろ液については、更に保留粒子径 0.45μm のメンブランフ

ィルター（乾燥・秤量済みのもの）で吸引ろ過し、90℃で 3時間乾燥後、秤量して、液量とフ

ィルターの重量差から粒径 0.45～1μmのコロイド状粘土粒子の濃度を求める。 

(9)  (6)で求めた濃度から(7)で求めた濃度を差し引いて、粒径 5～44μm のシルト分に相当する土

粒子の濃度を求める。 

(10)  礫、粗砂、細砂、シルト、粘土の各土粒子濃度の合計値で、それぞれの土粒子濃度を除して各

土粒子の粒度組成を計算し、更に(3)、(4)、(5)、(6)で求めた土粒子の濃度を合計して、その

値を浮遊物質量（SS）とする。 

 

  



2.2-12 

 調査結果のとりまとめ 

 pH（水素イオン濃度） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のpHを図2.2-3に、流程変化を図2.2-4に示す。 

ｐHは変動が大きく、特に高串表層では基準の上限である8.5を上回ることもあるが、75％値は基

準を満足する。 

流程による変化は、見られない。 

 

図 2.2-3 貯水池およびダム上下流の pH（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-4 pH の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 

  

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

pH

高串（表層） 高串（底層） 高串（中層）

H27H26 H28

試験湛水 供用後（4/1～）

年度H29 H30 H31

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

pH

柿原 高串（表層） 田ノ垣内

H26 H27 H28

試験湛水 供用後（4/1～）

年度H29 H31H30

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

羽六 古井 田ノ垣内 高串（表層） 柿原 川又

pH

H27年度平均 H28年度平均 H29年度平均

H30年度平均 H31年度平均

（参考）環境基準

河川 A類型 

6.5～8.5 



2.2-13 

 DO（溶存酸素濃度） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のDOを図2.2-5に、流程変化を図2.2-6に示す。 

環境基準は全ての地点で満足している。 

高串の水深別では、低層は春から夏にかけて低濃度になるが、これは水温層の形成により低層水

は長期間滞留し、その間に湖底に堆積した有機物の分解に溶存酸素が消費されるためと考えられ

る。水温層が解消される冬季には、低層の溶存酸素も回復する。 

流程別では、高串がやや低いものの大きな変化は見られない。 

 

 
 

図 2.2-5 貯水池およびダム上下流の DO（毎月の低水時の採水調査結果） 

 
図 2.2-6 DO の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-14 

 BOD（生物化学的酸素要求量） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のBODを図2.2-7に、流程変化を図2.2-8に示す。 

環境基準は全ての地点で満足している。 

高串の水深別では、表層がやや高く低層がやや低い傾向が見られる。 

流程別では、高串がやや高いものの大きな変化は見られない。 

 

 

図 2.2-7 貯水池およびダム上下流の BOD（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

図 2.2-8 BOD の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-15 

 COD（化学的酸素要求量） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のCODを図2.2-9に、流程変化を図2.2-10に示す。 

 

図 2.2-9 貯水池およびダム上下流の COD（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

図 2.2-10 COD の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-16 

 SS（浮遊物質量） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のSSを図2.2-11に、流程変化を図2.2-12に示す。 

 

図 2.2-11 貯水池およびダム上下流の SS（毎月の低水時の採水調査結果） 

 
図 2.2-12 SS の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-17 

 T-P（全リン） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のT-Pを図2.2-13に、流程変化を図2.2-14に示す。 

 

図 2.2-13 貯水池およびダム上下流の T-P（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-14 T-P の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-18 

 T-N（全窒素） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のT-Nを図2.2-15に、流程変化を図2.2-16に示す。  

 

図 2.2-15 貯水池およびダム上下流の T-N（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-16 T-N の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-19 

 電気伝導度 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）の電気伝導度を図2.2-17に、流程変化を図2.2-18に示す。 

 

 

図 2.2-17 貯水池およびダム上下流の電気伝導度（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-18 電気伝導度の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-20 

 水温 

貯水池内の水温の鉛直分布を図2.2-19に、表層・中層・底層の水温の月変化を図2.2-20に示す。 

 

 

図 2.2-19 （1）貯水池の水温鉛直分布（6時の自動観測結果） 

 

図 2.2-19 （2）貯水池の水温鉛直分布（6時の自動観測結果） 

 

図 2.2-20 貯水池の水温（毎月の低水時の採水調査結果） 
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2.2-21 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）の水温を図2.2-21に、流程変化を図2.2-22に示す。 

 

 

図 2.2-21 貯水池およびダム上下流の水温（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-22 水温の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-22 

 無機態窒素（NH4-N＋NO2-N＋NO3-N） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）の無機態窒素を図2.2-23に、流程変化を図2.2-24に示す。 

 

図 2.2-23 貯水池およびダム上下流の無機態窒素（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-24 無機態窒素の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-23 

無機態窒素のうち、ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およ

びダム下流（田ノ垣内）のアンモニウム態窒素NH4-Nを図2.2-25に、流程変化を図2.2-26に示す。 

 

図 2.2-25 貯水池およびダム上下流の NH4-N（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-26  NH4-N の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-24 

無機態窒素のうち、ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およ

びダム下流（田ノ垣内）の亜硝酸態窒素NO2-Nを図2.2-27に、流程変化を図2.2-28に示す。 

 

 

図 2.2-27 貯水池およびダム上下流の NO2-N（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-28  NO2-N の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-25 

無機態窒素のうち、ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およ

びダム下流（田ノ垣内）の硝酸態窒素NO3-Nを図2.2-29に、流程変化を図2.2-30に示す。 

 

図 2.2-29 貯水池およびダム上下流の NO3-N（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-30 NO3-N の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-26 

 無機態リン（PO4-P） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）の無機態リンを図2.2-31に、流程変化を図2.2-32に示す。 

 

 
図 2.2-31 貯水池およびダム上下流の無機態リン（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

図 2.2-32 無機態リンの流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-27 

 有機態リン（全リン－無機態リン） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）の有機態リンを図2.2-33に、流程変化を図2.2-34に示す。 

 

図 2.2-33 貯水池およびダム上下流の有機態リン（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-34 有機態リンの流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-28 

 有機態窒素（全窒素－無機態窒素） 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）の有機態窒素を図2.2-35に、流程変化を図2.2-36に示す。 

 

図 2.2-35 貯水池およびダム上下流の有機態窒素（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-36 有機態窒素の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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2.2-29 

 濁度 

貯水池の濁度鉛直分布を図 2.2-37に、経年変化を図2.2-38に示す。 

 

図 2.2-37（1）貯水池の濁度鉛直分布（6時の自動観測結果） 

 
図 2.2-37（2）H29～H30 の貯水池の濁度鉛直分布（6時の自動観測結果） 

 

 
図 2.2-38 貯水池の濁度（毎月の低水時の採水調査結果） 
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ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）の濁度を図2.2-39に、流程変化を図2.2-40に示す。 

 

 

図 2.2-39 貯水池およびダム上下流の濁度（毎月の低水時の採水調査結果） 

 

 

図 2.2-40 濁度の流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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 クロロフィル a 

ダム湖内の影響を把握するために、貯水池（高串）、ダム上流（柿原）およびダム下流（田ノ垣

内）のクロロフィルaを図2.2-41に、流程変化を図2.2-42に示す。 

 

 

図 2.2-41 貯水池およびダム上下流のクロロフィル a（毎月の低水時の採水調査結果） 

 
図 2.2-42 クロロフィル aの流程変化（毎月の低水時の採水調査年度平均値） 
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 粒度組成（高水時） 

高水時に採水された試料中の土粒子の粒度組成を図2.2-43に示す。 

 

 

流量：事務所提供資料より作成 

図 2.2-43(1) 高水時の粒度組成 
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図 2.2-43 (2) 高水時の粒度組成（表層は再掲） 
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図 2.2-43 (3) 高水時の粒度組成 
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 水質の経年変化 

各測点におけるダム運用開始前と開始後の水質の平均値を比較した結果を図2-45に示す。なお、

各測点の経年変化は図2.2-45に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2-44(1) ダム運用開始後の水質の変化（運用前との比較） 

（参考）環境基準 

河川 A 類型 

25mg/L 以下 

（参考）環境基準 

河川 A 類型 

6.5～8.5 

25 



2.2-36 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

羽六 古井 田ノ垣内 高串 柿原 川又

B
O

D
（
m

g/
L）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-44 （2）ダム運用開始後の水質の変化（運用前との比較） 
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図 2.2-44 （3） ダム運用開始後の水質の変化（運用前との比較） 
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図2.2-44 （4）ダム運用開始後の水質の変化（運用前との比較） 
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図 2.2-45 (1) 水質の経年変化 
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図2.2-45 （2） 水質の経年変化 
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図2.2-45 (3) 水質の経年変化  
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図2.2-45 (4) 水質の経年変化 
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図2.2-45 (5) 水質の経年変化 
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図2.2-45 (6) 水質の経年変化 
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図2.2-45 (7) 水質の経年変化 
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図 2.2-45 (8) 水質の経年変化 
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図 2.2-45 (9) 水質の経年変化 
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 底質調査 

2.3.1. 調査概要 

切目川ダム建設事業において、切目川ダムの底質の現状を把握する事を目的とした。 

調査項目を表 2.3-1 に示す。 

 

表 2.3-1 水質調査項目リスト 

項  目 調査頻度 

底
質
調
査 

粒度組成 

1 年/回 

強熱減量 

化学的酸素要求量 

総窒素 

総燐 

硫化物 

鉄 

ﾏﾝｶﾞﾝ 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ 

鉛 

6 価ｸﾛﾑ 

砒素 

総水銀 

ｱﾙｷﾙ水銀 

PCB 

ﾁﾗｳﾑ 

ｼﾏｼﾞﾝ 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 

ｾﾚﾝ 

 

2.3.2. 調査方法 

採取地点において、エクマンバージ型採泥器によって、底層表面から約 10cm の底質を 3回以上採取

し、それらを混合して試料とした。 

また、底質の状態は現地にて直ちに観測測定し記録した。 

採取試料は、清浄なバット（測定対象物質の吸着、溶出等がない材質（ポリエチレン製、ガラス製等）

のもの）に移し、小石、貝殻、動植物片などの異物を除いた後、均等に混合し、その 500～1000g を清

浄なびん、袋等（測定対象物質の吸着、溶出等がない材質（ポリエチレン製、ガラス製等）のもの）

に入れて 4℃以下に保冷し、実験室に持ち帰り分析した。 

 

2.3.3. 調査時期 

調査は、秋季に 1回行った。 
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2.3.4. 調査範囲 

調査は、高串地点（ダム貯水湖）において行った。調査地点を図 2.3-1 に示す。 

 

 

図 2.3-1 調査地点位置 

 

  

底質調査地点 



2.3-3 
 

2.3.5. 調査結果 

平成 27 年度～平成 31 年度の底質調査結果を表 2.3-2 に示す。また、平成 27 年度～令和元年度の粒

度試験の結果を表 2.3-3 及び図 2.3-2、図 2.3-3 に示す。 

 

 

表 2.3-2 平成 27年度～令和元年度の底質調査結果 

 

 

  

N33°52'59.89" E135°19'09.05"

（前日）

（当日）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

℃ 10.9 31.1 26.5 19.9 27.7

℃ - 29.7 24.0 19.5 22.5

m 23.6 17.2 18.6 20.7 23

- 泥状 シルト 泥状  　シルト 泥状  　シルト 泥状  　シルト

黒褐色 オリーブ黒色 オリーブ黒色 オリーブ黒色　　 黒褐

2.5Y 3/2 7.5Y 3/2 5Y 3/2 7.5Y 3/1 2.5Y 3/2

- - 微泥臭 微泥臭 微泥臭 微泥臭

mV - -207 -217 -192 -181

% 5.9 6.7 4.8 3.2 4.6

mg/g 13 28 16 18 12

mg/g 1.4 1.7 1.1 1.3 1.4

mg/g 0.37 0.51 0.43 0.39 0.42

mg/g 0.01 0.01 0.02 <0.01 0.07

mg/Kg 33000 35000 36000 31000 28000

mg/Kg 740 1100 820 870 590

mg/Kg <0.05 0.18 0.16 <0.05 <0.05

mg/Kg 9.3 24 32 12 9.5

mg/Kg <0.8 <0.5 <0.8 <0.8 <0.8

mg/Kg 6.7 14 10 5.2 7.3

mg/Kg 0.21 0.2 0.23 0.32 0.21

mg/Kg <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/Kg <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/Kg <0.004 <0.01 <0.004 <0.004 <0.004

mg/Kg <0.004 <0.005 <0.004 <0.004 <0.004

mg/Kg <0.004 <0.01 <0.004 <0.004 <0.004

mg/Kg 0.8 3.1 1.4 1.0 0.98

採泥位置

11：00～12：00

調査地点

採取年月日

採取時刻

令和元年9月30日

高串

貯水湖

マンセル表示

天候

調査項目 単位

晴

晴

調査結果

臭気

ORP

現地気温

湖面水温

採取水深

性状

色相

注1) 平成27年度は冬季（平成28年2月18日）に調査を実施

総水銀

アルキル水銀

砒素

硫化物

鉄

マンガン

カドミウム

鉛

六価クロム

注2) 平成27年度は水温、臭気、ORPの調査項目はなし

強熱減量

CODsed

総窒素

総リン

PCB

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

セレン
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表 2.3-3 平成 27年度～令和元年度の粒度試験結果 

 

 

 

図 2.3-2 平成 27年度～令和元年度の粒径加積曲線の比較 

 

図 2.3-3 平成 27年度～令和元年度の粒度組成の比較 

 

単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

粗礫分 （19～75mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

中礫分 （4.75～19mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

細礫分 （2.00～4.75mm） 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0

粗砂分 （0.850～2.00mm） 0.0 0.6 0.0 0.2 0.0

中砂分 （0.250～0.850mm） 0.6 1.5 0.1 0.2 0.4

細砂分 （0.075～0.250mm） 2.0 5.5 1.9 1.4 0.8

シルト分 （0.005～0.075mm） 58.9 56.0 57.9 48.7 41.3

粘土分 （0.005mm以下） 38.5 36.0 40.1 49.5 57.5

項目

粒
　
度
　
組
　
成

％
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 植物プランクトン 

2.4.1. 調査地点及び検体数 

植物プランクトン調査は、高串地点（ダム貯水湖）で毎月 1回の調査を実施し、羽六・古井・田ノ垣

内・柿原・川又の 5地点では年 6回の調査を実施した。 

表 2.4-1 に調査地点及び検体数を示す。 

 

表 2.4-1 調査地点及び検体数 

調査地点 
植物プランクトン 

調査 

他 
羽 六 羽六橋下 6 

古 井 古井水位観測所前 6 

放水口 田ノ垣内 下田ノ垣内橋付近 6 

ダム 

貯水湖 

高串 

（表層） 
水面から 0.5m 12 

流入 

河川 
柿原 下上洞橋下 6 

他 川 又 

川又橋の直上流 

(12 月調査時は工事の影響で河川が著し

く濁っていた為、上流の日浦橋で採取) 

6 

総検体数 42 

※水質調査項目は、pH・DO・BOD・COD・SS・T-P・T-N・電気伝導度・NH4-N・NO2-N・NO3-

N・PO4-P・濁度(低水時の高串を除く)・クロロフィル aの 14 項目である。 
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2.4.2. 調査方法 

植物プランクトンの調査方法を以下に示す。 

 

 試料水を5Lの広口ポリ容器に満水状態で採取（5.5～5.6L）し、保冷コンテナで遮光氷冷して

搬送後、5℃の冷蔵庫内で1夜静置する。 

 孔径0.8μmのメンブランフィルターを用いて上澄み液を数回に分けて緩やかに吸引ろ過する。

この際、フィルター上に検水が絶えず5mL以上残るように留意して操作する。なお、ある程度

フィルター上に残留物が溜まったら、残留物を500mL容器に少量の検液で洗い移し、フィルタ

ーに付着した残留物も、柔らかい刷毛で擦り落として洗い移す。 

5L ポリ容器内の残液が少なくなったら、容器底部の付着物も回収する為に、軽く攪拌しながら

500mL 容器に移し入れ、更に容器底部も柔らかい刷毛で擦り、少量のろ液を用いて数回 5L ポ

リ容器内の洗浄を行い、この洗浄液も 500mL 容器に合わせ入れる。 

 500mL容器に中性ホルマリン溶液25mLを添加し、ろ液を加えてほぼ満水状態にして2日間冷蔵庫

内で静置する。 

 サイホンで、注意しながら上澄み水を吸い取って捨て、液量50mL程にする。 

 サンプルを沈殿管に移し替え、さらに24時間静置し、上澄み水を吸い取り、10mLまで濃縮し、

沈殿量を計測する。 

 0.1～0.3mLを取り、0.5mm間隔の線が引いてある計数板に置き、24×32mmのカバーグラスをか

ける。（分割率：100分の1。実際の採取量の100分の1を分析することとなる） 

 位相差顕微鏡を用いて種の同定・計数を実施する。また、場合によっては微分干渉型顕微鏡を

用いて細部を観察し、種名の確認を実施する。（倍率は出現種や出現状況に応じて、100～400

倍で顕鏡する） 

備考 1) ユレモやイカダモ等の群体性藻類の計数は、個体数を計測する。 

備考 2）殻だけの珪藻は計測しない。 

 

 

【調査結果の表記方法】 

調査結果の表記は、検水 1L 当たりの個体数として示す。 

尚、Homoethrix jamthina、Oscillatoria 等の糸状性藍藻類は糸状体を 1単位（1個の細胞数） 

とし、Merismopedia などの群体性藍藻類や Scenedesmus 等の群体性緑藻類についても群体 

を 1単位として計数する。 

  また、沈殿量は採取した検水の全量における沈殿量を記載する。 

  



2.4-3 
 

2.4.3. 種別細胞数 

令和元年度に出現した種別細胞数を表 2.4-2 に、植物プランクトン確認種一覧を表 2.4-3 示す。 

 

表 2.4-2(1) 植物プランクトン調査結果（令和元年 5月 28 日） 

 

注 1）単位：細胞・群体／L 

注 2）種名の欄に※印を付記した種は細胞数では無く、群体数で表記。 

 

 

 

 

  

測　点　

　　　　種　　　　　名

1 藍藻類 Merismopedia punctata ※ 150 150

2 クリプト藻類 Cryptomonas sp. 610 150 7,400 620

3 渦鞭毛藻類 Peridinium sp. 300 130,000

4 黄金色藻類 Dinobryon cylindricum 48,000 510,000

5 Dinobryon divergens 16,000 2,900

6 Mallomonas akrokomos 1,400

7 Mallomonas sp. 740

8 珪藻類 Cyclotella spp. 5,900

9 Discostella stelligera 300 2,400 8,900

10 Stephanodiscus spp. 620 610

11 Thalassiosiraceae 3,000 1,200 83,000 620

12 Melosira varians 610 300 460

13 Fragilaria sp. 2,200

14 Fragilaria sp.（単細胞性） 2,400 19,000 1,800 3,600

15 Ulnaria acus 1,200 600 4,400

16 Ulnaria inaequalis 300

17 Ulnaria ulna 3,000 150

18 Amphora sp. 1,200 1,400

19 Cymbella turgidula var.nipponica 610 2,400

20 Encyonema minutum 4,200 4,800 1,800 1,800

21 Encyonema silesiacum 610 2,400 610

22 Gomphonema sp. 1,200 610 150

23 Navicula gregaria 610 610 150 610

24 Navicula spp. 3,000 5,500 3,100 4,200

25 Reimeria sinuata 610

26 Achnanthidium minutissimum 610 1,200

27 Achnanthidium sp. 1,200 1,800 2,400 1,800

28 Planothidium lanceolatum 610 1,200 620 1,800

29 Cocconeis placentula 4,800 4,200 3,700 1,200

30 Nitzschia acicularis 300 1,400

31 Nitzschia linearis 150

32 Nitzschia palea 300 1,200 310

33 Nitzschia spp. 4,200 1,200 4,400 620 1,800

34 ミドリムシ藻類 Trachelomonas sp. 450 150

35 緑藻類 Chlamydomonas spp. 1,200 3,600 11,000 1,800 610

36 Eudorina elegans 11,000

37 Pandorina morum 19,000

38 Coccomonas sp. 740

39 Sphaerocystis schroeteri 5,900

40 Coelastrum reticulatum 2,400 3,600

41 Scenedesmus spp. ※ 610 4,800 1,400

42 Cosmarium sp. 450 600

43 Staurastrum sp. 150

25,700 42,610 99,200 810,880 20,120 21,140

18 25 12 19 17 14

5,890 5,890 1,500 2,420 5,780 5,900

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

川又羽六 古井 

沈 澱 量（mL／全量）

細　胞　数　合　計

種　類　数　合　計

検  水　量 （mL）

高串 柿原田ノ垣内 No.
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表 2.4-2（2）植物プランクトン調査結果（令和元年 7月 31 日） 

 
注 1）単位：細胞・群体／L 

注 2）種名の欄に※印を付記した種は細胞数では無く、群体数で表記。 

  

測　点　

　　　　種　　　　　名

1 藍藻類 Merismopedia punctata ※ 370

2 藍藻類 Homoeothrix janthina ※ 6,100

3 クリプト藻類 Cryptomonas sp. 4,400 610

4 黄金色藻類 Dinobryon bavaricum 1,200

5 珪藻類 Discostella stelligera 620 370

6 珪藻類 Thalassiosiraceae 3,000 77,000 63,000

7 珪藻類 Melosira varians 300 1,200 300

8 珪藻類 Acanthoceras zachariasii 2,400 13,000

9 珪藻類 Fragilaria sp.（単細胞性） 1,800 5,600 4,800

10 珪藻類 Ulnaria acus 150

11 珪藻類 Ulnaria inaequalis 150 1,200

12 珪藻類 Ulnaria ulna 1,200 150 460 610

13 珪藻類 Amphora sp. 610 1,200 150

14 珪藻類 Cymbella tumida 1,800

15 珪藻類 Cymbella turgidula var.nipponica 150 150 1,800 1,200

16 珪藻類 Cymbella sp. 450

17 珪藻類 Encyonema minutum 620 610

18 珪藻類 Encyonema silesiacum 610

19 珪藻類 Gomphonema sp. 1,800 3,000 1,200 310 2,400

20 珪藻類 Navicula gregaria 610

21 珪藻類 Navicula spp. 7,300 3,600 1,200 2,400 5,400

22 珪藻類 Rhoicosphenia abbreviata 150 150 620 610

23 珪藻類 Achnanthes crenulata 150 1,200 610

24 珪藻類 Achnanthidium minutissimum 620

25 珪藻類 Achnanthidium sp. 1,800 4,200 1,800 2,400 1,200

26 珪藻類 Planothidium lanceolatum 3,600 1,800 620 1,800 3,000

27 珪藻類 Cocconeis placentula 8,500 9,700 1,200 4,300 4,200

28 珪藻類 Nitzschia dissipata 610

29 珪藻類 Nitzschia palea 1,800 3,000 13,000

30 珪藻類 Nitzschia spp. 1,200 1,200 620 1,800 3,600

31 珪藻類 Surirella sp. 620 610

32 緑藻類 Chlamydomonas spp. 150 1,400

33 緑藻類 Sphaerocystis schroeteri ※ 1,400

34 緑藻類 Scenedesmus acutus ※ 2,400 150

35 緑藻類 Scenedesmus spp. ※ 610 1,800 370

35,580 35,060 94,370 84,310 37,640 32,170

14 17 18 8 14 19

5,890 5,890 5,770 2,420 5,780 5,900

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

川又高串 柿原田ノ垣内 

細　胞　数　合　計

羽六

種　類　数　合　計

検  水　量 （mL）

沈 澱 量（mL／全量）

No. 古井 
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表 2.4-2（3）植物プランクトン調査結果（令和元年 9月 27 日） 

 

注 1）単位：細胞・群体／L 

注 2）種名の欄に※印を付記した種は細胞数では無く、群体数で表記。 

 

  

測　点　

　　　　種　　　　　名

1 藍藻類 Homoeothrix janthina ※ 1,200 2,400 8,000

2 藍藻類 Anabaena sp. 610 620

3 クリプト藻類 Cryptomonas sp. 610 610 1,400

4 黄金色藻類 Mallomonas sp. 7,400

5 珪藻類 Discostella stelligera 4,800 270,000 870,000

6 珪藻類 Stephanodiscus spp. 310

7 珪藻類 Thalassiosiraceae 6,200 14,000

8 珪藻類 Melosira varians 610 1,200 4,300 9,900 610

9 珪藻類 Urosolenia longiseta 740

10 珪藻類 Fragilaria sp.（単細胞性） 1,200 620 310 300

11 珪藻類 Ulnaria ulna 1,200 300 620 740 300

12 珪藻類 Amphora sp. 610 620

13 珪藻類 Cymbella tumida 300 310 300

14 珪藻類 Cymbella turgidula var.nipponica 2,400 7,900 2,400 6,200 2,400

15 珪藻類 Cymbella sp. 1,200

16 珪藻類 Encyonema leei 5,600

17 珪藻類 Gomphonema sp. 300 2,400 4,900 3,100 3,000

18 珪藻類 Navicula gregaria 300 610 610

19 珪藻類 Navicula yuraensis 610 1,200

20 珪藻類 Navicula spp. 4,800 7,300 5,600 740 2,400 3,600

21 珪藻類 Rhoicosphenia abbreviata 5,500 4,800 620 2,400 3,600

22 珪藻類 Achnanthes crenulata 1,200 620 1,800 1,200

23 珪藻類 Achnanthidium minutissimum 610

24 珪藻類 Achnanthidium sp. 1,800 2,400 610

25 珪藻類 Planothidium lanceolatum 14,000 14,000 620 6,100

26 珪藻類 Cocconeis placentula 9,700 17,000 3,700 300

27 珪藻類 Epithemia sp. 1,800

28 珪藻類 Nitzschia dissipata 300

29 珪藻類 Nitzschia linearis 300

30 珪藻類 Nitzschia palea 610 1,200 620 610

31 珪藻類 Nitzschia spp. 14,000 5,500 1,800 1,800

32 珪藻類 Surirella sp. 610 620

33 ミドリムシ藻類 Euglenophyceae 4,400

34 緑藻類 Chlamydomonas spp. 1,400

35 緑藻類 Sphaerocystis schroeteri 1,400

36 緑藻類 Oocystis sp. ※ 1,200 310 2,900

37 緑藻類 Coelastrum reticulatum 4,800 9,700

38 緑藻類 Scenedesmus acutus ※ 610 610

39 緑藻類 Scenedesmus ecornis ※ 1,800 2,400 740

40 緑藻類 Scenedesmus spp. ※ 1,200 1,800 1,800 1,400

41 緑藻類 Westella botryoides ※ 1,200 1,400

42 緑藻類 Elakatothrix gelatinosa 1,200 5,900

43 緑藻類 Closterium sp. 300

44 緑藻類 Cosmarium sp. 1,200

45 緑藻類 Staurastrum sp. 2,900 620

67,270 90,550 315,980 917,460 40,560 26,540

23 25 24 16 13 16

5,890 5,890 5,770 2,420 5,780 5,900

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

田ノ垣内 高串 柿原 川又羽六 古井 No.

検  水　量 （mL）

沈 澱 量（mL／全量）

細　胞　数　合　計

種　類　数　合　計



2.4-6 
 

表 2.4-2（4）植物プランクトン調査結果（令和元年 11月 21 日） 

 

注 1）単位：細胞・群体／L 

注 2）種名の欄に※印を付記した種は細胞数では無く、群体数で表記。 

  

測　点　

　　　　種　　　　　名

1 藍藻類 Homoeothrix janthina ※ 210 2,000

2 クリプト藻類 Cryptomonas sp. 250

3 黄金色藻類 Dinobryon bavaricum 17,000 30,000

4 Dinobryon divergens 380,000 710,000

5 Synura sp. 110,000 190,000

6 珪藻類 Cyclotella spp. 3,300

7 Thalassiosiraceae 210

8 Melosira varians 4,200 1,300 1,700 1,700 840

9 Asterionella formosa 6,700 16,000

10 Fragilaria sp.（単細胞性） 820 990

11 Ulnaria acus 110 250

12 Ulnaria ulna 100 200 80

13 Cymbella tumida 420 420 100

14 Cymbella turgidula var.nipponica 210 8,600 420 100

15 Cymbella sp. 100 100

16 Encyonema silesiacum 620

17 Gomphonema sp. 620 7,700 830 830 1,300

18 Navicula spp. 9,100 17,000 420 500 4,200 6,700

19 Rhoicosphenia abbreviata 1,500 2,900 210 420

20 Achnanthes crenulata 100

21 Achnanthidium sp. 1,700 1,200 5,400 840

22 Planothidium lanceolatum 1,200 5,000

23 Cocconeis placentula 100 210 100 50

24 Nitzschia linearis 100 420

25 Nitzschia spp. 37,000 21,000 1,200 420 3,800

26 Surirella sp. 50

27 緑藻類 Chlamydomonas  spp. 210 420 990 210

28 Closterium sp. 50

29 Cosmarium sp. 100 50

30 Staurastrum sp. 730 610 60

56,460 63,630 522,280 948,980 16,040 19,210

16 15 15 9 13 11

5,780 5,890 5,770 2,420 5,780 5,720

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

川又

細　胞　数　合　計

田ノ垣内 羽六 高串 古井 柿原

種　類　数　合　計

No.

検  水　量 （mL）

沈 澱 量（mL／全量）
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表 2.4-2（5）植物プランクトン調査結果（高串調査時） 

 

注 1）単位：細胞・群体／L 

注 2）種名の欄に※印を付記した種は細胞数では無く、群体数で表記。 

  

測　点　 高串 高串 高串 高串

　　　　種　　　　　名 （4/24） （6/24） （8/26） （10/28）

1 クリプト藻類 Cryptomonas  sp. 19,000 50,000 700,000

2 渦鞭毛藻類 Peridinium  sp. 28,000 4,400 13,000 1,100

3 黄金色藻類 Dinobryon bavaricum 740 1,400

4 Dinobryon divergens 7,400 2,900

5 Mallomonas akrokomos 1,400

6 Mallomonas  sp. 2,900 70,000

7 珪藻類 Discostella stelligera 10,000 41,000

8 Stephanodiscus  spp. 7,400 5,900

9 珪藻類 Thalassiosiraceae 1,400 400,000

10 珪藻類 Melosira varians 2,900 740

11 Urosolenia longiseta 4,400

12 Acanthoceras zachariasii 16,000 1,400

13 Fragilaria  sp.（単細胞性） 1,400

14 Ulnaria acus 740 370 360

15 Ulnaria ulna 740

16 Asterionella formosa 1,100

17 Encyonema silesiacum 1,400

18 Gomphonema sp. 370 1,400

19 Navicula  spp. 4,400 8,900

20 Eunotia  sp. 370

21 Achnanthidium minutissimum 1,400

22 Nitzschia palea 360 740

23 Nitzschia  spp. 1,400 730

24 ミドリムシ藻類 Euglena sp. 1,400 2,900

25 ミドリムシ藻類 Trachelomonas  sp. 740

26 緑藻類 Chlamydomonas  spp. 7,400 110,000 4,400

27 Eudorina elegans ※ 360

28 Monoraphidium sp. 1,400 370

29 Sphaerocystis schroeteri 20,000

30 Scenedesmus ecornis ※ 1,400

31 Scenedesmus  spp. ※ 1,400 4,400 1,400

32 Westella botryoides ※ 1,400

33 Staurastrum  sp. 1,400 360

86,580 39,320 738,070 716,320

13 16 19 11

2,430 2,420 2,440 2,430
0.1 0.1 0.1 0.1沈 澱 量（ml／全量）

細　胞　数　合　計（cells／L）

種　類　数　合　計

検  水　量 （ml）

No.
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表 2.4-3（1）植物プランクトン確認種一覧 

 
  

No. 門 綱 目 科 種名 生活型

1 Chroococcus  sp. 浮遊性・付着性
2 Merismopedia glauca 付着性
3 Merismopedia punctata 付着性
4 Merismopedia tenuissima 付着性
5 Merismopedia  sp. 付着性
6 ヒゲモ科 Homoeothrix janthina 付着性
7 ネンジュモ科 Anabaena  sp. 浮遊性・付着性
8 Lyngbya  sp. 浮遊性・付着性
9 Oscillatoria  sp. 浮遊性・付着性

10 Phormidium  sp. 浮遊性・付着性
11 Oscillatoriaceae 浮遊性・付着性
12 クリプト植物門 クリプト藻綱 クリプトモナス目 クリプトモナス科 Cryptomonas  sp. 浮遊性
13 Gymnodinium  sp. 浮遊性
14 Gymnodiniales 浮遊性
15 Gymnodiniaceae 浮遊性
16 Ceratium hirundinella 浮遊性
17 Ceratium  sp. 浮遊性
18 ペリディニウム科 Peridinium  sp. 浮遊性
19 不明 不明 Dinophyceae 浮遊性
20 ハプト植物門 ハプト藻綱 不明 不明 Haptophyceae 浮遊性
21 不等毛植物門 Dinobryon bavaricum 浮遊性
22 Dinobryon divergens 浮遊性
23 Synura sp. 浮遊性
24 Mallomonas  sp. 浮遊性
25 Dictyocha fibula 浮遊性
26 Distephanus speculum 浮遊性
27 珪藻綱 Cyclotella meneghiniana 浮遊性
28 Cyclotella  sp. 浮遊性
29 Cyclotella spp. 浮遊性
30 Detonula pumila 浮遊性
31 Stephanodiscus  sp. 浮遊性
32 Stephanodiscus spp. 浮遊性
33 Thalassiosira  sp. 浮遊性
34 Thalassiosira  sp. 浮遊性
35 Thalassiosiraceae 浮遊性
36 Aulacoseira granulata 浮遊性
37 Aulacoseira granulata f. granulata 浮遊性
38 Aulacoseira pusilla complex 浮遊性
39 Aulacoseira  sp. 浮遊性
40 Melosira moniliformis 付着性
41 Melosira nummuloides 付着性
42 Melosira varians 付着性
43 Melosira  sp. 付着性
44 ステファノフィキシス科 Stephanopyxis palmeriana 浮遊性
45 Coscinodiscus  sp. 浮遊性・付着性
46 Coscinodiscaceae 浮遊性・付着性
47 Rhizosolenia alata 浮遊性
48 Rhizosolenia setigera 浮遊性
49 アナウルス科 Hydrosera triquetra 付着性
50 Bacteriastrum  sp. 浮遊性
51 Chaetoceros  sp. 浮遊性
52 リトデスミウム科 Ditylum brightwellii 浮遊性
53 ウロコケイソウ科 Urosolenia longiseta 浮遊性
54 ツノケイソウ目 ジャバラケイソウ科 Acanthoceras zachariasii 浮遊性
55 羽状目 Asterionella formosa 浮遊性
56 Diatoma mesodon 付着性
57 Diatoma tenuis 浮遊性
58 Diatoma vulgaris 付着性
59 Fragilaria crotonensis 浮遊性
60 Fragilaria rumpens 浮遊性
61 Fragilaria  sp. 浮遊性・付着性
62 Fragilaria sp. 単細胞性
63 Staurosira construens 付着性
64 Synedra  sp. 浮遊性・付着性
65 Thalassionema nitzschioides 浮遊性
66 Ulnaria acus 浮遊性
67 Ulnaria inaequalis 付着性
68 Ulnaria ulna 付着性
69 ユーノチア科 Eunotia  sp. 付着性

ディノブリオン科

シヌラ科

ディクチオカ科

タラシオシラ科

メロシラ科

コスキノディスクス科

リゾソレニア科

キートケロス科

ディアトマ科

渦鞭毛植物門 渦鞭毛藻綱 ペリディニウム目 ギムノディニウム科

ケラティウム科

黄金色藻綱 オクロモナス目

ディクチオカ目

中心目

藍色植物門 藍藻綱 クロオコックス目 クロオコックス科

ネンジュモ目

ユレモ科



2.4-9 
 

表 2.4-3（2）植物プランクトン確認種一覧 

 

No. 門 綱 目 科 種名 生活型

70 不等毛植物門 珪藻綱 羽状目 Amphora pediculus 付着性
71 Amphora  sp. 付着性
72 Caloneis  sp. 付着性
73 Cymbella affinis 付着性
74 Cymbellaceae 付着性
75 Cymbella tumida 付着性
76 Cymbella turgidula 付着性
77 Cymbella turgidula var. nipponica 付着性
78 Cymbella  sp. 付着性
79 Diploneis elliptica 付着性
80 Diploneis splendica 付着性
81 Diploneis  sp. 付着性
82 Encyonema minutum 付着性
83 Entomoneis alata 付着性
84 Entomoneis  sp. 付着性
85 Frustulia rhomboides 付着性
86 Frustulia rhomboides var. saxonica 付着性
87 Frustulia  sp. 付着性
88 Gomphoneis okunoi 付着性
89 Gomphonema parvulum 付着性
90 Gomphonema truncatum 付着性
91 Gomphonema  sp. 付着性
92 Gomphonema spp. 付着性
93 Gyrosigma  sp. 付着性
94 Navicula gregaria 付着性
95 Navicula yuraensis 付着性
96 Navicula  sp. 付着性
97 Navicula spp. 付着性
98 Neidium  sp. 付着性
99 Pinnularia  sp. 付着性

100 Pinnularia spp. 付着性
101 Plagiotropis  sp. 付着性
102 Pleurosigma  sp. 付着性
103 Reimeria sinuata 付着性
104 Rhoicosphenia abbreviata 付着性
105 Sellaphora pupula 付着性
106 Stauroneis  sp. 付着性
107 Achnanthes brevipes 付着性
108 Achnanthes crenulata 付着性
109 Achnanthes  sp. 付着性
110 Achnanthidium clevei 付着性
111 Achnanthidium minutissimum 付着性
112 Achnanthidium  sp. 付着性
113 Cocconeis placentula 付着性
114 Cocconeis  sp. 付着性
115 Planothidium lanceolatum 付着性
116 Achnanthes lanceolata 付着性
117 エピテミア科 Epithemia  sp. 付着性
118 Bacillaria paxillifer 付着性
119 Cylindrotheca closterium 浮遊性
120 Nitzschia acicularis 浮遊性
121 Nitzschia dissipata 付着性
122 Nitzschia linearis 付着性
123 Nitzschia longissima 浮遊性
124 Nitzschia palea 付着性
125 Nitzschia  sp. 浮遊性・付着性
126 Nitzschia spp. 浮遊性・付着性
127 Pseudo-nitzschia pungens 浮遊性
128 Cymatopleura  sp. 付着性
129 Surirella  sp. 付着性
130 Encyonema silesiacum 付着性
131 Encyonema sp. 付着性
132 ニセコアミケイソウ目 トゲカサケイソウ科 Discostella sｔelligera 付着性
133 Euglena  sp. 浮遊性
134 Lepocinclis  sp. 浮遊性
135 Phacus  sp. 浮遊性
136 Trachelomonas  sp. 浮遊性
137 不明 不明 Euglenophyceae 浮遊性

ナビクラ科

アクナンテス科

ニッチア科

スリレラ科

クチビルケイソウ科

ミドリムシ科ミドリムシ目ミドリムシ植物門 ミドリムシ藻綱
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表 2.4-3（3）植物プランクトン確認種一覧 

 

  

No. 門 綱 目 科 種名 生活型

138 Chlamydomonas  sp. 浮遊性
139 Chlamydomonas spp. 浮遊性
140 ファコトス科 Coccomonas  sp. 浮遊性
141 Eudorina elegans 浮遊性
142 Gonium  sp. 浮遊性
143 Pandorina morum 浮遊性
144 Tetrabaena socialis 浮遊性
145 Yamagishiella unicocca 浮遊性
146 不明 Volvocales 浮遊性
147 Characium  sp. 浮遊性
148 Planktosphaeria gelatinosa 浮遊性
149 Tetraedron minimum 浮遊性
150 Sphaerocystis schroeteri 浮遊性
151 Sphaerocystis sp. 浮遊性
152 Kirchneriella contorta 浮遊性
153 Monoraphidium  sp. 浮遊性
154 Oocystis  sp. 浮遊性
155 ディクティオスファエリウム科 Dictyosphaerium pulchellum 浮遊性
156 Actinastrum hantzschii 浮遊性
157 Actinastrum  sp. 浮遊性
158 Coelastrum reticulatum 浮遊性
159 Coelastrum  sp. 浮遊性
160 Crucigenia  sp. 浮遊性
161 Scenedesmus acuminatus 浮遊性
162 Scenedesmus acutus 浮遊性
163 Scenedesmus denticulatus var. linearis 浮遊性
164 Scenedesmus ecornis 浮遊性
165 Scenedesmus quadricauda 浮遊性
166 Scenedesmus spinosus 浮遊性
167 Scenedesmus  sp. 浮遊性
168 Scenedesmus  spp. 浮遊性
169 Pediastrum duplex 浮遊性
170 Pediastrum  sp. 浮遊性
171 コッコミクサ科 Elakatothrix gelatinosa 浮遊性
172 Klebsormidium  sp. 付着性
173 Ulothrix zonata 付着性
174 Ulothrix  sp. 付着性
175 Ulotrichaceae 付着性
176 ヨコワミドロ目 シュロエデリア科 Schroederia setigera 浮遊性
177 Stigeoclonium lubricum 付着性
178 Stigeoclonium  sp. 付着性
179 サヤミドロ目 サヤミドロ科 Oedogonium  sp. 付着性
180 ミドリゲ目 シオグサ科 Cladophora  sp. 付着性
181 Spirogyra  sp. 付着性
182 Zygnemataceae 付着性
183 Closterium  sp. 浮遊性・付着性
184 Cosmarium  sp. 浮遊性・付着性
185 Staurastrum dilatatum var. dilatatum 付着性
186 Staurastrum  sp. 浮遊性・付着性

アミミドロ科

ヒビミドロ科

カエトフォラ科

ホシミドロ科

ツヅミモ科

クラミドモナス科

オオヒゲマワリ科

クロロコックム科

パルメラ科

オオキスティス科

セネデスムス科

ホシミドロ目

オオヒゲマワリ目

クロロコックム目

ヒビミドロ目

カエトフォラ目

緑色植物門

緑色植物門

緑藻綱
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2.4.4. 生活型別細胞数 

採水サンプルから得られた植物プランクトンについて、本来浮遊性の生活型をもつものと付着性の

生活型をもつものとに分類して集計した結果を図2.4-1に、生活型と分類群別に集計した結果を図

2.4-2に示す。 

上流の川又、柿原は付着性が多い。ダム湖内の高串、直下の田ノ垣内では浮遊性が多い。 

 

 

図 2.4-1 植物プランクトンの細胞数（生活型別） 
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図 2.4-2 植物プランクトンの細胞数（分類群別・生活型別） 
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その他浮遊性種 Scenedesmus sp. Scenedesmus acutus
Monoraphidium sp. Sphaerocystis schroeteri Chlamydomonas sp.
Euglena sp. Ulnaria acus Asterionella formosa
Thalassiosiraceae Cyclotella sp. Mallomonas sp.
Dinobryon divergens Dinobryon bavaricum Cryptomonas sp.

2.4.5. 浮遊性の主な出現種 

浮遊性の主な出現種を集計した結果を図2.4-3に示す。ダム湖内の高串で植物プランクトンが大量に

発生すると、下流の羽六まで影響が確認されている。 

 

 

   

  

 

図 2.4-3 浮遊性の主な出現種  
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2.4.6. 植物プランクトンの経年変化 

植物プランクトンの経年変化を図 2.4-4～図2.4-6に示す。 

供用後、高串の植物プランクトンが大きく増加している。また、田ノ垣内は高串の影響で増加してい

る。さらに下流の古井や羽六でも、高串で急増した場合は僅かながら増加する場合がある。 

発生した植物プランクトンの多くは、珪藻類である。 
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図 2.4-4（1） 植物プランクトンの種類数・細胞数 
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図 2.4-4（2） 植物プランクトンの種類数・細胞数 
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図 2.4-5(1) 植物プランクトンの綱別細胞数 
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図 2.4-5 (2) 植物プランクトンの綱別細胞数 

 

  

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2007/4/1 2008/4/1 2009/4/1 2010/4/1 2011/4/1 2012/4/1 2013/4/1 2014/4/1 2015/4/1 2016/4/1 2017/4/1 2018/4/1 2019/4/1

細
胞

数
/
Ｌ

田ノ垣内緑藻綱 ミドリムシ藻綱
珪藻綱 黄金色藻綱
ハプト藻綱 渦鞭毛藻綱
クリプト藻綱 藍藻綱

0

100,000

200,000

300,000

2007/4/1 2008/4/1 2009/4/1 2010/4/1 2011/4/1 2012/4/1 2013/4/1 2014/4/1 2015/4/1 2016/4/1 2017/4/1 2018/4/1 2019/4/1

細
胞

数
/
Ｌ

羽六

0

100,000

200,000

300,000

2007/4/1 2008/4/1 2009/4/1 2010/4/1 2011/4/1 2012/4/1 2013/4/1 2014/4/1 2015/4/1 2016/4/1 2017/4/1 2018/4/1 2019/4/1

細
胞

数
/
Ｌ

古井

試験湛水 供用後（4/1～）

試験湛水 供用後（4/1～）

試験湛水 供用後（4/1～）



2.4-19 
 

 

 

図 2.4-6(1) 植物プランクトンの細胞数（分類群別・生活型別） 
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図 2.4-6(2) 植物プランクトンの細胞数（参考；250,000 細胞/L までを拡大） 
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試験湛水以降、貯水池で新たに確認されるようになった種（注目種）を表2.4-4に、注目種の経年変

化を図2.4-7に示す。 

 

表 2.4-4 貯水池で新たに確認されるようになった種（注目種） 

 

渦鞭毛藻綱 Gymnodinium sp.
Peridinium  sp.

黄金色藻綱 Dinobryon bavaricum
Dinobryon divergens
Dinobryon cylindricum
Mallomonas akrokomos
Mallomonas  sp.

珪藻綱 Thalassiosiraceae
Aulacoseira granulata
Discostella stelligera
Cyclotella spp.
Discostella sｔ elligera
Stephanodiscus spp.
Urosolenia longiseta
Acanthoceras zachariasii
Fragilaria sp.
Encyonema silesiacum
Encyonema leei
Gomphonema spp.
Navicula spp.
Pinnularia spp.
Nitzschia spp.
Encyonema silesiacum
Encyonema sp.

緑藻綱 Coccomonas  sp.
Eudorina elegans
Gonium  sp.
Pandorina morum
Tetrabaena socialis
Yamagishiella unicocca
Volvocales
Sphaerocystis schroeteri
Kirchneriella contorta
Oocystis  sp.
Scenedesmus acutus
Elakatothrix gelatinosa
Chlamydomonas  spp.
Sphaerocystis sp.
Scenedesmus  spp.
Westella botryoides
Ulotrichaceae
Schroederia setigera
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図 2.4-7(1) 植物プランクトンの細胞数・群体数（注目種；渦鞭毛藻綱・黄金色藻綱・珪藻綱） 
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図 2.4-7 (2) 植物プランクトンの細胞数・群体数（注目種；緑藻綱） 
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ダム上下流の水温関係を図 2.4-8 に、富栄養度の目安を表 2.4-5 に示す。 

 

注）湛水前：平成23年4月～平成26年9月 

湛水後：平成26年10月～令和元年10月 

図 2.4-8 ダム上下流の水温の関係 

 

表 2.4-5 富栄養度の目安（参考） 

富栄養度による区分（OECD,1982） 

  
年平均全リン 

(mg/L) 

年平均クロロフィル
a 

(μg/L) 

年最大クロロフィル a 
(μg/L) 

極貧栄養 0.004   以下 1   以下 2.5   以下 

貧栄養 0.010   以下 2.5   以下 8   以下 

中栄養 0.010 ～ 0.035 2.5 ～ 8 8 ～ 25 

富栄養 0.035 ～ 0.100 8 ～ 25 25 ～ 75 

過栄養 0.100   以上 25   以上 75   以上 

切目川ダム表層 

（H27～R1 年度） 
0.013 ～ 0.019 0.5 ～ 0.9 1.2 ～ 3 

注）H27～31 年度：令和元年 10月までの平均 

  
6～8月平均 

全リン 
(mg/L) 

6～8月平均 
全窒素 
(μg/L) 

6～8月平均 
クロロフィル a 

(μg/L) 

中栄養限界値 0.01 ～ 0.02 0.1 ～ 0.7 3 ～ 7 

富栄養限界値 0.02  以上 0.5 ～ 1.3 7 ～ 40 

切目川ダム表層 

（H27～R1 年度） 
0.011 ～ 0.014 0.17 ～ 0.25 0.5 ～ 1.4 
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 付着藻類 

2.5.1. 調査概要 

切目川の川底の石礫に付着している藻類についてその状況を把握した。 

調査項目を表 2.5-1 に示す。 

 

表 2.5-1 調査項目 

調査項目 調査方法 調査地点 調査時期 

付着藻類の種別

細胞数 
定量採取・分析 3 地点 

夏季と秋季に各 1 回 

計 2 回 

 

 

2.5.2. 調査方法 

各調査地点の瀬で、藻類が繁殖している径約 15～30 cm の石礫 5 個以上を河底から取り出し、個々

の礫の平面的な部分に 5 cm×5 cm の方形枠をあて、赤鉛筆等を用いて 5 cm×5 cm 枠の印を入れた。 

枠外の部分をナイロンブラシやカネブラシで擦ってから蒸留水もしくは水道水を入れた洗ビンを用

いて表面の付着物をきれいに取り除いた後、礫をステンレスバットの中に入れて、ブラシで 5 cm×5 

cm 枠内の付着物をバットに剥ぎ落とし、さらに洗ビンを用いて少量の水で、枠内の付着物をきれいに

洗い流した。この操作を採取した石礫全てについて行った。 

バット内に集めた付着物を 250 mL の広口ポリビンに移し入れ、試料の約 5%濃度になるように中性ホ

ルマリン液を添加して固定後、クーラーボックスに入れて実験室に搬送し、顕微鏡下で種ごとに細胞

数を計数した。 

 

2.5.3. 調査時期 

調査は、夏季と秋季に 1回ずつ行った。 
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2.5.4. 調査範囲 

調査は、高串地点（ダム貯水湖）において行った。各調査地点の概況を表 2.5-2 に示す。 

 

表 2.5-2 調査地点概況 

調査 

地点 
夏季（令和元年 7 月 31 日） 秋季（令和元年 9月 27 日） 

No.1 

（川又） 

ダム上流 

  

No.2 

（田ノ垣内） 

ダム直下 

  

No.3 

（羽六） 

ダム下流 
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2.5.5. 付着藻類の分析結果 

令和元年度の付着藻類調査結果を表 2.5-3 に、経年変化を表 2.5-4 に示す。 

表 2.5-3(1)  付着藻類分析結果（試料採取日：令和元年 7月 31 日） 

単位：細胞数（群体数）/c ㎡ 

 

注) 群体藻のうち細胞数の計数が困難な※印の種については群体数/cm2とした。  

測　点　 羽六 田ノ垣内 川又

No. 　　　　種　　　　　名

1 藍藻類 Homoeothrix janthina ※ 219,600 40,000 1,663,200

2 Lyngbya sp. ※ 1,800 1,800 32,400

3 Phormidium sp. ※ 600 1,800

4 珪藻類 Discostella stelligera 400

5 Melosira varians 8,400 1,200

6 Fragilaria capitellata 4,200 400 15,000

7 Fragilaria vaucheriae 4,600

8 Synedra rumpens var.familiaris 7,000

9 Ulnaria pseudogaillonii 400

10 Ulnaria ulna 3,600

11 Ulnaria ulna var.oxyrhynchus 1,800

12 Amphora pediculus 3,400 600

13 Cymbella tumida 200 200

14 Cymbella turgidula 3,800

15 Cymbella turgidula var.nipponica 5,800

16 Encyonema leei 200

17 Encyonema minutum 3,000 200 7,800

18 Encyonema silesiacum 600 11,600

19 Gomphonema clevei 1,600 1,200

20 Gomphonema parvulum 9,200

21 Gomphonema pumilum var.rigidum 6,200

22 Navicula cryptotenella 3,400 15,400

23 Navicula decussis 1,800

24 Navicula gregaria 1,600

25 Navicula minima 4,600

26 Navicula nipponica 5,000 200

27 Navicula subrostellata 5,000

28 Navicula yuraensis 3,400 12,400

29 Reimeria sinuata 400 1,200

30 Rhoicosphenia abbreviata 600 600 600

31 Achnanthes crenulata 2,400

32 Achnanthidium clevei 200

33 Achnanthidium japonicum 31,600 1,800 39,800

34 Achnanthidium lapidosum 200

35 Achnanthidium minutissimum 2,800

36 Achnanthidium subhudsonis 200 4,800

37 Cocconeis pediculus 600 600

38 Cocconeis placentula 13,200 1,600 10,000

39 Planothidium lanceolatum 600 10,000

40 Epithemia sp. 600 1,800

41 Nitzschia fonticola 2,400

42 Nitzschia inconspicua 1,800 1,600

43 Nitzschia palea 9,600

44 緑藻類 Cladophora sp. 25,800 22,800

出　現　種　数 28 15 31

総細胞数（cells/c㎡） 353,000 52,600 1,901,200

沈殿量（ml/150c㎡） 1.7 1.6 6.4
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表 2.5-3(2) 付着藻類分析結果（試料採取日：令和元年 9月 27 日） 

単位：細胞数（群体数）/c ㎡     

 
注) 群体藻のうち細胞数の計数が困難な※印の種については群体数/cm2とした。 

測　点　 羽六 田ノ垣内 川又

No. 　　　　種　　　　　名

1 藍藻類 Homoeothrix janthina ※ 636,800 707,200 72,600

2 Lyngbya  sp. ※ 1,600

3 珪藻類 Cyclotella meneghiniana 400

4 Discostella stelligera 3,800 2,400

5 Melosira varians 4,200

6 Fragilaria capitellata 15,200

7 Ulnaria ulna 400 200

8 Amphora pediculus 200 600 1,200

9 Cymbella tumida 400 2,600

10 Cymbella turgidula var.nipponica 4,800 10,000

11 Encyonema leei 600 1,000

12 Encyonema minutum 400 400

13 Gomphonema biceps 54,200

14 Gomphonema clevei 200 11,400

15 Gomphonema parvulum 800

16 Gomphonema pumilum var.rigidum 1,400 7,200

17 Navicula atomus 400

18 Navicula cryptocephala 1,000 1,800

19 Navicula cryptotenella 400 1,000 10,000

20 Navicula decussis 200 2,800 600

21 Navicula gregaria 200 5,800

22 Navicula minima 400 400

23 Navicula nipponica 2,000 600

24 Navicula pseudacceptata 600

25 Navicula rostellata 200

26 Navicula yuraensis 18,200

27 Reimeria sinuata 400

28 Rhoicosphenia abbreviata 1,200 600

29 Achnanthes crenulata 200

30 Achnanthidium japonicum 6,400 25,600 20,000

31 Achnanthidium minutissimum 200 600 800

32 Achnanthidium subhudsonis 400 6,200

33 Cocconeis placentula 200 800

34 Planothidium lanceolatum 1,400 400 5,000

35 Nitzschia fonticola 2,200

36 Nitzschia inconspicua 4,200 3,800 23,800

37 Nitzschia palea 200 1,000

38 緑藻類 Scenedesmus  sp. 800

39 Cladophora  sp. 1,600

40 Spirogyra  sp. 200

出　現　種　数 18 27 27

総細胞数（cells/c㎡） 653,400 828,800 214,800

沈殿量（ml/150c㎡） 6.0 5.8 19.0
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表 2.5-4 (1) 付着藻類の経年変化 

 

注）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 

 

 

 

 

 

測　点　

No. 　　　　種　　　　　名 5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 9月28日 7月31日 9月27日 5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 9月28日 7月31日 9月27日 5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 9月28日 7月31日 9月27日

1 藍藻類 アイノゴノメ その他付着性藍藻 Merismopedia glauca ※ 173 800 400 400 14,400 1,200 4,000

2 エントフィサリス その他付着性藍藻 Entophysalis sp. ※ 16,200 28,000 2,800 5,000 5,400 6,200

3 ヒエラ その他付着性藍藻 Hyellaceae 6,600

4 ヒゲモ その他付着性藍藻 Homoeothrix janthina ※ 266,112 129,600 825,600 96,000 2,256,000 736,000 166,400 2,800 278,400 19,600 1,663,200 72,600 37,440 1,087,200 362,400 234,800 182,400 290,400 17,200 14,400 166,400 68,800 40,000 707,200 2,488,320 806,400 350,400 51,400 15,600 940,800 473,600 17,200 1,158,400 369,600 219,600 636,800

5 アナベナ 浮遊・付着性 Anabaena sp. ※ 2,400

6 その他付着性藍藻 Lyngbya sp. ※ 14,170 4,800 5,200 43,200 24,000 400 4,800 26,400 800 32,400 144 4,200 5,600 400 3,200 1,200 800 400 1,800 1,600 346 400 400 33,600 1,600 2,400 1,800

7 その他付着性藍藻 Oscillatoria sp. ※ 28,685 28,800 9,600 800 400 8,400 800 691 150 4,000 400

8 その他付着性藍藻 Phormidium sp. ※ 422,400 720 800 1,800 600

9 カマエシフォン その他付着性藍藻 Chamaesiphon minutus 2,000

10 珪藻類 浮遊性 Cyclotella meneghiniana 400

11 浮遊性 Cyclotella sp. 4,800 400

12 トゲカサケイソウ 浮遊性 Discostella stelligera 2,400 3,600 21,600 800 400 3,800

13 タルケイソウ 付着性珪藻（弱い） Melosira varians 29,030 52,800 800 31,200 9,200 3,600 800 8,800 1,200 4,200 1,584 4,800 800 13,600 4,800 1,200 400 1,200 400 8,400

14 付着性珪藻（弱い） Diatoma mesodon 6,048 800 800 288

15 付着性珪藻（弱い） Synedra rumpens var.familiaris 400 7,000 2,400

16 付着性珪藻（弱い） Fragilaria capitellata 11,923 37,200 1,200 1,200 9,600 12,800 35,200 70,400 600 15,000 15,200 4,176 2,000 18,400 4,800 1,200 1,200 400 1,200 3,200 4,200

17 付着性珪藻（弱い） Fragilaria vaucheriae 8,986 39,200 4,000 200 4,600 2,304 800 6,000 6,400 200 2,074 400

18 付着性珪藻（弱い） Fragilaria capucina 200 800

19 付着性珪藻（弱い） Ulnaria pseudogaillonii 800 2,400 400

20 付着性珪藻（弱い） Ulnaria acus 58,400 400 800 1,600 400

21 付着性珪藻（弱い） Ulnaria ulna 8,986 38,400 400 800 400 4,400 2,800 400 3,600 200 216 1,200 6,800 400 2,400 800 400 300 400 400 400

22 付着性珪藻（弱い） Ulnaria ulna var.oxyrhynchus 400 200 1,800

23 付着性珪藻（強い） Amphora pediculus 2,938 22,800 400 400 8,400 5,600 400 600 1,200 800 2,400 400 2,400 600 800 4,400 400 3,400 200

24 付着性珪藻（強い） Cymbella aspera 400 400

25 付着性珪藻（強い） Cymbella tumida 17,971 25,200 400 67,200 400 1,600 400 11,600 200 2,600 400 1,600 400 400 200 400

26 付着性珪藻（強い） Cymbella turgidula 3,800 1,600

27 付着性珪藻（強い） Cymbella turgidula var.nipponica 137,203 60,000 800 192,000 122,000 16,400 1,600 35,600 5,200 5,800 10,000 32,544 6,600 400 3,200 19,200 3,200 1,200 62,800 400 4,800 400 400 800 1,600

28 付着性珪藻（強い） Cymbella sp. 6,000

29 付着性珪藻（弱い） Diploneis boldtiana 2,938 72 400

30 付着性珪藻（強い） Encyonema leei 4,000 10,800 1,600 9,600 400 400 200 1,000 400 600

31 付着性珪藻（強い） Encyonema minutum 6,048 15,600 800 1,200 800 200 7,800 1,584 15,000 800 1,600 1,200 200 400 150 400 3,000 400

32 付着性珪藻（強い） Encyonema silesiacum 23,846 163,200 36,800 1,200 800 11,600 13,248 43,200 11,600 5,600 2,074 6,800 1,200 17,600 600

33 付着性珪藻（強い） Gomphoneis okunoi 14,400 12,800 31,600 294,400 800

34 付着性珪藻（強い） Gomphonema biceps 7,200 400 2,400 185,200 1,200 400 23,400 2,400 54,200 400

35 付着性珪藻（強い） Gomphonema clevei 56,678 147,200 156,000 19,600 2,400 11,200 1,440 27,200 800 15,600 38,400 800 5,000 1,200 11,400 1,200 400 400 2,800 2,000 1,600 400 1,600 200

36 付着性珪藻（強い） Gomphonema gracile 4,400 800 800 800 2,800 5,600 400 800

37 付着性珪藻（強い） Gomphonema lagenula 21,200 8,800 2,400 1,600 3,600 5,600 6,400

38 付着性珪藻（強い） Gomphonema parvulum 8,986 14,400 400 400 73,600 29,600 14,400 28,000 1,800 2,400 1,600 4,000 22,400 3,600 1,600 22,800 400 800 691 200 400 1,200 2,400 9,200

39 付着性珪藻（強い） Gomphonema pumilum var.rigidum 3,110 1,600 7,200 3,024 800 800 7,200 800 1,000 1,400 7,776 6,400 400 6,200

40 付着性珪藻（弱い） Navicula atomus 5,600 1,600 400

41 付着性珪藻（弱い） Navicula cryptocephala 8,986 15,600 2,800 2,000 400 1,800 4,464 45,200 400 17,200 1,000 17,600 1,200

42 付着性珪藻（弱い） Navicula cryptotenella 2,400 3,200 13,200 10,000 16,800 800 15,400 10,000 400 1,600 18,000 1,600 8,000 1,600 400 200 1,000 400 14,400 1,200 3,600 1,200 400 3,400 400

43 付着性珪藻（弱い） Navicula pseudacceptata 5,600 2,400

44 付着性珪藻（弱い） Navicula tripunctata 5,600 800

45 付着性珪藻（弱い） Navicula decussis 400 6,400 11,200 1,600 800 600 1,368 800 2,800 400 200 2,800 3,200 400 8,800 1,800 200

46 付着性珪藻（弱い） Navicula minima 400 16,800 2,400 4,600 400 2,800 200 400 5,600 600 400

47 付着性珪藻（弱い） Navicula nipponica 3,200 2,800 600 400 4,800 400 200 2,000 5,000

48 付着性珪藻（弱い） Navicula subrostellata 400 5,000

49 付着性珪藻（弱い） Navicula gregaria 2,938 22,800 6,400 18,400 2,000 44,800 2,800 48,800 1,600 5,800 4,800 1,600 5,600 3,200 800 200

50 付着性珪藻（弱い） Navicula pseudacceptata 3,000 600 1,200

51 付着性珪藻（弱い） Navicula subminuscula 400

52 付着性珪藻（弱い） Navicula yuraensis 6,048 234,000 800 10,400 2,000 61,600 37,200 252,800 12,400 18,200 72 6,600 691 600 200 400 6,400 3,400

53 付着性珪藻（弱い） Navicula rostellata 200

54 付着性珪藻（弱い） Navicula  sp. 7,000

55 付着性珪藻（弱い） Sellaphora japonica 5,600 1,800 800

R元年度 H26年度 H27年度 H28年度

川又 田ノ垣内 羽六

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度R元年度 H26年度 R元年度

ユレモ

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度H29年度 H30年度

タイコケイソウ

イタケイソウ

オビケイソウ

ハリケイソウ

クチビルケイソウ

クサビケイソウ

フネケイソウ
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表 2.5-4 (2) 付着藻類の経年変化 

 
注）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

測　点　

No. 　　　　種　　　　　名 5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 9月28日 7月31日 9月27日 5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 9月28日 7月31日 9月27日 5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 9月28日 7月31日 9月27日

56 クチビルケイソウ 付着性珪藻（強い） Reimeria sinuata 17,971 400 23,600 5,200 11,200 1,600 1,200 16,000 400 400 691 400 800 48,400 1,200 1,600 400

57 ロイコスフェニア 付着性珪藻（強い） Rhoicosphenia abbreviata 2,938 400 1,600 2,400 8,000 400 1,600 4,400 2,400 600 600 1,600 400 800 400 800 1,200 400 600 1,200 400 1,200 600

58 付着性珪藻（強い） Achnanthes crenulata 400 1,200 800 800 2,400 200 400 200

59 付着性珪藻（強い） Achnanthidium atomus 600

60 付着性珪藻（強い） Achnanthidium delicatulum 7,200 400 1,000 400

61 付着性珪藻（強い） Achnanthidium clevei 4,000 2,800 800 400 200

62 付着性珪藻（強い） Achnanthidium japonicum 191,290 393,600 143,200 10,800 242,800 372,800 229,600 3,600 30,000 7,800 39,800 20,000 67,104 136,800 294,000 212,400 268,000 11,600 149,200 13,600 1,200 1,200 1,900 25,600 477,446 24,000 171,200 5,800 10,400 32,000 120,000 6,400 8,400 1,200 31,600 6,400

63 付着性珪藻（強い） Achnanthidium lapidosum 2,938 200

64 付着性珪藻（強い） Achnanthidium minutissimum 17,971 8,000 15,600 1,200 2,000 2,800 800 1,440 6,600 18,000 2,400 9,600 32,800 400 600 1,382 1,200 400 800 8,000 3,200 400 200

65 付着性珪藻（強い） Achnanthidium subhudsonis 6,048 60,000 3,200 8,800 31,600 207,200 4,800 4,800 6,200 14,832 2,400 1,200 1,600 6,000 400 400 400 2,074 750 4,800 200 400 800 5,600 200

66 付着性珪藻（強い） Cocconeis placentula 2,938 7,200 1,200 400 4,800 4,000 800 1,200 9,600 10,000 400 9,600 2,800 200 1,600 800 1,382 1,200 400 4,400 1,200 2,000 400 400 13,200 200

67 付着性珪藻（強い） Cocconeis pediculus 600 600

68 アクナンテス 付着性珪藻（強い） Planothidium lanceolatum 23,846 52,800 1,200 7,200 55,200 10,400 6,000 14,400 9,600 4,000 10,000 5,000 9,576 13,200 400 3,200 800 1,200 2,000 200 400 2,074 150 400 600 4,000 800 2,400 800 400 600 600 1,400

69 エピテミア 付着性珪藻（弱い） Epithemia sp. 400 3,200 15,200 1,800 600

70 付着性珪藻（弱い） Nitzschia amphibia 1,600

71 付着性珪藻（弱い） Nitzschia fonticola 38,400 30,400 2,800 2,400 2,400 2,200 16,000 20,400 11,600

72 付着性珪藻（弱い） Nitzschia dissipata 200 1,600 4,800 400 400 16,000 1,200 4,400 691 200 4,400 1,200 1,200 1,200

73 付着性珪藻（弱い） Nitzschia frustulum 2,938 72 2,400 16,800

74 付着性珪藻（弱い） Nitzschia inconspicua 20,909 219,600 800 33,600 2,400 42,400 1,800 1,600 23,800 2,880 97,200 200 2,400 3,800 24,019 12,150 400 800 6,800 2,000 510,800 6,800 85,200 1,800 4,200

75 付着性珪藻（弱い） Nitzschia palea 400 66,000 1,600 13,600 1,200 164,800 9,600 1,000 16,000 8,800 800 16,400 400 14,400 6,600 200

76 付着性珪藻（弱い） Nitzschia linearis 72 400

77 付着性珪藻（弱い） Surirella minuta 72

78 付着性珪藻（弱い） Surirella angusta 400 200 400 800 1,200

79 緑藻類 付着性緑藻 Chlamydomonas sp. 400 1,600 1,200

80 付着性緑藻 Stigeoclonium sp. 24,000 10,400 3,600

81 浮遊性 Scenedesmus acutus 8,000 9,600 28,800 6,400 19,200

82 浮遊性 Scenedesmus sp. 16,800 1,600 1,600 2,000 2,000 800

83 付着性緑藻 Ulothrix sp. 2,400 7,200

84 付着性緑藻 Gloeotilopsis sp. 11,200 11,200

85 付着性緑藻 Chaetophora sp. 8,000 25,600 8,400 1,600 50,400 400 4,800

86 付着性緑藻 Oedogonium sp. 1,600 400 800 7,200 4,000 400 400

87 付着性緑藻 Cladophora sp. 800 400 22,800 1,600 7,600 25,800

88 付着性緑藻 Spirogyra sp. 1,200 1,600 400 200 2,400 3,200

89 浮遊・付着性 Cosmarium sp. 19,200 72 2,400 200 400 2,400 400

出　現　種　数 31 26 18 26 32 32 29 36 35 28 31 27 26 19 21 25 34 25 33 31 17 17 15 27 16 10 17 10 30 16 23 33 13 14 28 18

総細胞数（cells/c㎡） 941,590 1,556,800 1,016,000 146,400 3,524,800 2,064,400 990,800 320,800 631,600 582,800 1,901,200 214,800 200,808 1,427,400 760,800 542,000 773,200 377,600 347,600 534,400 180,000 87,000 52,600 828,800 3,012,422 845,850 550,200 59,800 154,000 1,027,600 638,000 684,400 1,185,400 492,000 353,000 653,400

採取面積（c㎡） 125 300 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 300 300 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 125 300 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150

沈殿量（ml/全量） 4 26 5 3 14 8 5 7 11 6 6 19 6 21 5 4 8 4 3 11 2 2 2 6 7 6 6 2 5 4 2 3 5 2 2 6

コメツブケイソウ

ササノハケイソウ

H30年度 R元年度

アクナンテス

H26年度 H27年度

スリレラ

川又 田ノ垣内 羽六

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度H28年度 H29年度 H30年度 R元年度
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2.5.6. 付着藻類の経年変化 

付着藻類の経年変化を図 2.5-1 に、優占種の変化を図 2.5-2、図 2.5-3 に示す。 

第一優占種は、糸状藍藻のホモエオスリックス ヤンティナ（Homoeothrix janthina）が最も多かっ

た。本種は日本の清浄な河川の代表的な付着藻類で、比較的流速のある場所に生育する。 

 

 

図 2.5-1 付着藻類の優占種の変化 
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注）各調査地点の上位 3種を示す。 

図 2.5-2 付着藻類の優占種の変化 

  

5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 7月31日 9月27日

第1優占種 川又 ① ③ ① ① ① ① ⑫ ⑩ ① ① ①

田ノ垣内 ③ ① ① ① ③ ① ③ ⑪ ① ① ①

羽六 ① ① ① ① ⑫ ① ① ⑦ ① ① ①

5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 7月31日 9月27日

第2優占種 川又 ③ ⑩ ③ ③ ③ ③ ③ ⑫ ⑫ ③ ⑦

田ノ垣内 ① ③ ③ ③ ① ⑥ ⑥ ④ ⑫ ③ ⑫

羽六 ③ ③ ③ ③ ⑫ ② ③ ⑫ ③ ③ ③

5月30日 9月11日 7月14日 9月15日 6月3日 10月14日 6月14日 10月27日 7月25日 7月31日 9月27日

第3優占種 川又 ④ ⑦ ⑫ ⑤ ④ ⑤ ① ⑪ ⑦ ⑫ ③

田ノ垣内 ④ ⑦ ⑫ ⑥ ⑧ ③ ⑫ ⑨ ⑫ ② ③

羽六 ⑦ ⑦ ⑫ ⑫ ⑧ ③ ⑨ ⑫ ⑦ ⑫ ⑦

9月28日

⑦

平成27年 平成30年

⑫

①

平成30年

⑥

⑩

⑫

⑫

⑫

9月28日

平成26年 平成27年 平成28年

平成26年

平成26年

平成28年

9月28日

平成27年 平成28年

令和元年

令和元年

令和元年

平成29年

平成29年

平成29年

①

平成30年

①Homoeothrix janthina

③Achnanthidium japonicum

⑤Achnanthidium subhudsonis

②Lyngbya sp.

⑧Navicula cryptocephala

⑥Gomphonema clevei

⑦Nitzschia inconspicua

④Cymbella turgidula var. nipponica

⑩Navicula yuraensis

⑫その他

⑪Gomphoneis okunoi

⑨Achnanthidium minutissimum
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注）いずれかの調査地点で上位 2種となった種の細胞数を示す。 

 

図 2.5-3 付着藻類の優占種の変化 

 

① Homoeothrix janthina 

② Lyngbya sp. 

③ Achnanthidium japonicum 

④ Cymbella turgidiula var. nipponica 

⑤ Achnanthidium subhudsonis 

⑥ Gomphonema clevei 

⑦ Nitzschia inconspicua 

⑧ Navicula cryptocephala 

⑨ Achnanthidium minutissimum 

⑩ Navicula yuraensis 

⑪ Gomphoneis okunoi 

① Homoeothrix janthina 

② Lyngbya sp. 

③ Achnanthidium japonicum 

④ Cymbella turgidiula var. nipponica 

⑤ Achnanthidium subhudsonis 

⑥ Gomphonema clevei 

⑦ Nitzschia inconspicua 

⑧ Navicula cryptocephala 

⑨ Achnanthidium minutissimum 

⑩ Navicula yuraensis 

⑪ Gomphoneis okunoi 
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2.6  河床変動調査 

2.6.1. 調査概要 

河床変動調査は、切目川ダム建設に伴う湛水や水況の変化などによる河床材料への影響を把握

するために、ダムの下流側において河床変動のモニタリング調査を実施した。 

 

2.6.2. 調査方法 

調査は、横断測量、河床材料調査、定点写真撮影により行った。 

以下に項目毎に調査方法を示す。 

 

 横断測量 

河道部内の形状を横断測量により記録した。 

 河床材料調査 

表層の河床材料をサンプリングし粒度分析を実施した。サンプルの採取は、横断測量を行う断面

に沿って澪筋の陸側で実施した。 

 定点写真撮影 

各調査地点について、定点写真撮影により河川状況を記録した。 

 微粒子分析 

地点 NO1 において、川底の礫の表面から付着物を採取して微粒子の分析を行った。 

 

2.6.3. 調査時期 

調査は、冬季に 1 回実施した。 
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2.6.4. 調査範囲 

調査範囲は切目川ダムから河口までの範囲とし、ダムの影響を受けやすいダム直下の区間（ダ

ム～西神ノ川合流点）に 1箇所、西神ノ川合流地点下流側 1箇所、ダムから河口までの区間の中

間点（中流域の代表）1箇所、河口部干潟 1箇所の計 4箇所に調査地点を設置した。 

調査地点を表 2.6-1、調査地点の概要を表 2.6-2 に、調査位置の航空写真を図 2.6-1 に示す。 

 

表 2.6-1 調査地点 

 調査地点 地点 ダムからの距離 備考 

1 ダム直下 22K600付近 約1.8km ダム直下で影響を受けやすい地点として設定 

魚類、底生動物調査地点NO.2と同じ地点（実

施時期は異なる） 

2 西神ノ川合流点

下流側 

20K800付近 約3.6km ダム下流で最初の合流河川である西神ノ川の

合流点直下として設定 

魚類調査地点NO.6と同じ地点（実施時期は異

なる） 

3 中間点（砂州） 11K700付近 約12.7km ダムから河口までの中間点として、また広い

砂州が発達した中流域の代表地点として設定 

4 下流部 5K900

付近 

約18.5km 下流側の変化を把握するため設定 

注）切目川ダム：24K400  
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図 2.6-1（1） 航空写真

切目川ダム：24K400 

20K800 河床変動調査 

22K600 河床変動調査 

西神ノ川：20K820 

21K000 
22K000 

23K000 

24K000 
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図 2.6-1（2） 航空写真 

13K000 

12K000 

11K700 河床変動調査 

室川：9K920 

11K000 

10K000 
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図 2.6-1（3） 航空写真 

6K000 

5K000 

7K000 

5K900 河床変動調査 
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表 2.6-2（1） 調査地点の概観（河床変動調査） 

  

地点 調査地点概況 

No.1 

ダムサイト下流域 

 

（令和元年 1 月 27 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

  

No.2 

西神ノ川合流地点下流部 

 

（令和元年 1 月 27 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

  

No.3 

中間点 

 

（令和元年 1 月 27 日撮影） 
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表 2.6-2（2） 調査地点の概観（河床変動調査） 

地点 調査地点概況 

No.4 

下流側 

 

（令和元年 1 月 27 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

2.6.5. 調査結果 

 横断測量 

各地点の横断図を図 2.6-2 に示す。 
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図 2.6-2(1) 横断図（No.1L,1R） 

  

 

 

 

⑤ 
④ ③ ② ① 
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図 2.6-2(2) 横断図（No.2L,2R） 

④ ③ ② ① 
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 図 2.6-2 (3) 横断図（No.3L,3R） 

  

  

④ ③ 
② ① 
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図 2.6-2(4) 横断図（No.4L,4R） 

 

① ② ③ 
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 河床材料調査 

面格子法及び粒度試験試料を採取した箇所を表 2.6-3 に示す。 

 

表 2.6-3 令和元年度の試料採取箇所 

地点名 箇所名 左岸からの距離[m] 備考 

No.1 

No.1-1 3.5 水中部 

No.1-2 7.0 水中部 

No.1-3 10.5 水中部 

No.1-4 14.0  

No.1-5 17.5  

No.2 

No.2-1 4.9 水中部 

No.2-2 9.8  

No.2-3 14.7 水中部 

No.2-4 19.6 水中部 

No.3 

No.3-1 6.2  

No.3-2 12.4  

No.3-3 18.6 水中部 

No.3-4 24.8 水中部 

No.4 

No.4-1 16.5  

No.4-2 33.0 水中部 

No.4-3 49.5  

注）No.1-5, No.4-1 については、試料の粒径が小さいため、粒度試験のみ実施することとした。 
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 面格子法 

 令和元年度の面格子法調査結果を図2.6-3に、各地点の経年変化を図2.6-4に示す。また、粒

径区分は表2.6-4に示す粒径区分と粒径（JIS（日本工業規格））に従った。令和元年度の各地点

で採取した試料の平均粒径をに表2.6-5示す。 

 

 
注）粒径が小さかった No.1-5 および No.4-1 は、「砂分以下 100％」として作図した。 

 

図 2.6-3 令和元年度の面格子調査結果（粒度組成） 
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図 2.6-4(1)  令和元年度の面格子調査結果 
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図 2.6-4 (2)  令和元年度の面格子調査結果 

 

表 2.6-4 粒径区分と粒径（JIS（日本工業規格）） 

 

 

 

粒径区分 粒径

巨石分 300mm以上

粗石分 300 ～ 75mm

粗礫分 75 ～ 19mm

中礫分 19 ～ 4.75mm

細礫分 4.75 ～ 2mm

粗砂分 2 ～ 0.850mm

中砂分 0.850 ～ 0.250mm

細砂分 0.250 ～ 0.075mm

シルト分 0.075 ～ 0.005mm

粘土分 0.005mm以下
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表 2.6-5 令和元年度の各箇所の平均粒径[mm]（昇順） 

 

No. No.1-1 No.1-2 No.1-3 No.1-4 No.1-5 No.2-1 No.2-2 No.2-3 No.2-4 No.3-1 No.3-2 No.3-3 No.3-4 No.4-1 No.4-2 No.4-3

1 50 0 0 0 0 12 0 8 17 22 28 11 12 0 16 11

2 62 0 0 0 0 12 0 9 17 25 30 12 13 0 22 12

3 62 0 0 0 0 19 0 9 19 26 36 17 13 0 22 12

4 63 0 0 0 0 20 0 10 24 27 40 21 13 0 25 15

5 63 0 0 17 0 21 0 11 26 29 42 23 13 0 25 15

6 64 14 6 18 0 21 0 14 27 30 43 24 14 0 26 16

7 66 18 9 19 0 22 0 15 27 31 43 31 14 0 27 18

8 67 19 10 19 0 23 0 15 27 31 45 32 15 0 27 18

9 68 24 10 20 0 23 0 16 29 32 45 34 15 0 27 18

10 70 25 11 24 0 23 0 16 31 33 46 36 15 0 28 19

11 72 27 12 24 0 24 0 16 32 34 47 37 15 0 29 19

12 75 28 12 26 0 24 0 16 33 36 47 37 15 0 30 20

13 94 28 13 26 0 24 0 17 35 37 48 39 16 0 31 20

14 124 29 13 27 0 25 0 17 35 39 51 40 17 0 32 21

15 182 30 14 27 0 26 0 18 36 45 55 41 17 0 32 21

16 300 31 14 30 0 29 0 18 36 48 57 42 18 0 33 23

17 300 34 15 30 0 30 0 18 37 49 57 47 18 0 34 25

18 300 35 16 31 0 31 0 18 38 50 62 48 20 0 38 27

19 300 35 16 33 0 31 0 19 40 50 62 49 21 0 41 28

20 300 35 17 33 0 32 0 20 42 51 62 49 22 0 42 30

21 300 35 17 33 0 33 0 20 45 51 67 52 22 0 43 30

22 300 35 17 34 0 33 6 21 46 53 69 52 23 0 43 31

23 300 36 18 38 0 35 7 21 49 58 72 53 23 0 46 31

24 300 36 18 40 0 35 11 22 50 60 72 56 23 0 47 35

25 300 36 18 41 0 35 11 22 54 67 74 59 23 0 53 35

26 300 38 19 41 0 37 11 22 57 67 77 61 26 0 54 35

27 300 39 21 43 0 39 12 23 69 68 80 62 26 0 55 48

28 300 40 22 43 0 39 14 24 71 71 81 66 26 0 56 54

29 300 42 23 43 0 39 15 27 72 71 82 68 27 0 57 57

30 300 44 24 44 0 39 16 28 79 79 84 70 28 0 59 61

31 300 44 24 44 0 40 16 29 80 88 84 73 29 0 59 65

32 300 47 27 61 0 41 16 29 98 89 86 75 30 0 61 68

33 300 50 29 63 0 41 17 31 104 93 88 83 36 0 69 69

34 300 51 30 69 0 42 18 32 117 101 88 85 39 0 72 79

35 300 54 31 73 0 44 18 33 120 113 117 87 40 0 78 85

36 300 67 81 74 0 85 33 44 126 121 133 125 88 0 99 88
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 粒度試験 

各地点における粒度試験の結果を表 2.6-6 に示す。 

 

表 2.6-6（1） 粒度試験結果（No.1L,1R） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1
25.60 21.60 32.08 76.46 100.00 93.12
38.70 30.10 46.08 22.65 0.00 5.00
12.90 18.00 17.07 0.80 0.00 0.10
22.80 30.30 4.77 0.09 0.00 1.78

H26 H27 H28 H29 H30 R1
25.60 21.60 45.52 5.62 23.63 9.91
38.70 30.10 45.33 43.43 56.79 44.03
12.90 18.00 6.82 26.25 11.33 13.63
22.80 30.30 2.33 24.70 8.25 32.43

H26 H27 H28 H29 H30 R1
25.60 21.60 6.40 0.00 37.02 0.00
38.70 30.10 24.40 19.05 28.81 8.70
12.90 18.00 19.90 15.32 12.07 15.37
22.80 30.30 49.30 65.63 22.10 75.93

H26 H27 H28 H29 H30 R1
25.60 21.60 11.40 2.19 6.72 23.81
38.70 30.10 26.00 1.16 8.23 30.40
12.90 18.00 8.00 2.32 4.03 9.49
22.80 30.30 54.60 94.33 81.02 36.30

H26 H27 H28 H29 H30 R1
25.60 21.60 0.00 0.00 2.90 0.00
38.70 30.10 2.50 4.98 5.09 0.56
12.90 18.00 5.70 4.46 8.45 0.77
22.80 30.30 91.80 90.56 83.56 98.67

No.1-3

No.1-5

No.1-4

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粗粒分：75㎜～19㎜

No.1-1
粒径

No.1-2

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径
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表 2.6-6（2） 粒度試験結果（No.2L,2R） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1
40.20 24.50 71.58 57.33 17.46 29.49
57.60 49.60 23.02 32.22 38.72 34.11
2.10 15.90 3.03 9.04 22.43 8.05
0.10 10.00 2.37 1.41 21.39 28.35

H26 H27 H28 H29 H30 R1
40.20 24.50 61.17 74.17 27.95 0.00
57.60 49.60 23.30 23.64 53.38 15.69
2.10 15.90 9.78 2.07 10.27 15.85
0.10 10.00 5.75 0.12 8.40 68.46

H26 H27 H28 H29 H30 R1
40.20 24.50 55.91 58.15 27.98 5.52
57.60 49.60 21.20 33.24 66.67 46.11
2.10 15.90 9.67 5.92 4.52 16.49
0.10 10.00 13.22 2.69 0.83 31.88

H26 H27 H28 H29 H30 R1
40.20 24.50 21.90 22.16 18.69 69.24
57.60 49.60 38.80 48.74 35.48 30.69
2.10 15.90 18.40 15.26 15.68 0.05
0.10 10.00 20.90 13.84 30.15 0.02

No.2-3

No.2-4

No.2-1

No.2-2

砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜

中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
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表 2.6-6（3） 粒度試験結果（No.3L,3R） 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30 R1
44.20 55.30 17.10 28.51 20.85 21.30
32.50 26.50 50.30 57.19 36.07 39.93
7.80 5.40 14.00 12.22 9.42 13.42

15.50 12.80 18.60 2.08 33.66 25.35

H26 H27 H28 H29 H30 R1
44.20 55.30 24.77 52.59 23.77 10.97
32.50 26.50 40.13 24.04 43.87 36.65
7.80 5.40 9.68 5.39 10.92 13.61

15.50 12.80 25.43 17.98 21.44 38.77

H26 H27 H28 H29 H30 R1
44.20 55.30 29.61 63.46 9.10 16.96
32.50 26.50 39.59 16.00 53.54 36.01
7.80 5.40 15.11 4.41 12.39 8.62

15.50 12.80 15.69 16.13 24.97 38.41

H26 H27 H28 H29 H30 R1
44.20 55.30 44.26 44.97 29.79 15.35
32.50 26.50 37.63 37.52 42.65 50.31
7.80 5.40 13.14 10.12 17.71 11.29

15.50 12.80 4.98 7.39 9.85 23.05

No.3-3

No.3-4

No.3-1

No.3-2

中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜

細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満
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表 2.6-6（4） 粒度試験結果（No.4L,4R） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1
45.40 30.80 0.00 0.00 0.00 0.00
25.20 33.90 0.00 0.20 0.20 0.00
9.40 7.30 1.50 0.48 0.16 0.20

20.00 28.00 98.50 99.32 99.64 99.80

H26 H27 H28 H29 H30 R1
45.40 30.80 22.34 57.43 13.18 12.71
25.20 33.90 60.17 28.94 59.57 67.82
9.40 7.30 13.14 7.50 18.44 10.20

20.00 28.00 4.35 6.13 8.81 9.27

H26 H27 H28 H29 H30 R1
45.40 30.80 34.90 58.33 22.37 12.70
25.20 33.90 6.00 38.77 41.10 79.59
9.40 7.30 3.70 2.22 19.20 3.57

20.00 28.00 55.40 0.68 17.33 4.14

No.4-3

No.4-1

No.4-2

砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
砂分以下：2㎜未満

粒径

粗粒分：75㎜～19㎜
中粒分：19㎜～4.75㎜
細粒分：4.75㎜～2㎜
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 定点写真撮影 

定点写真撮影の結果を表 2.6-7に示す。 
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表 2.6-7（1） 定点写真 

 No.1 No.2 No.3 No.4 

H26 年度 

10 月 

(供用前) 

    

H27 年度 

2 月 

(1 年目) 

    

H28 年度 

1 月 

(2 年目) 
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表 2.6-7（2） 定点写真 

 No.1 No.2 No.3 No.4 

H29 年度 

1 月 

(3 年目) 

    

H30 年度 

1 月 

(4 年目) 

    

R 元年度 

1 月 

(5 年目) 
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 微粒子分析 

過年度と比較した微粒子分析結果の結果を図2.6-5に示す。 

 

 

図 2.6-5 微粒子分析結果（過年度との比較） 
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2.7  サシバ（猛禽類）調査 

 調査概要 

猛禽類調査は、工事前の平成 10 年から平成 16 年にかけて事前調査が実施された後、付帯道

路工事中の平成 22年から平成 26 年まで工事中モニタリング調査が毎年実施されてきた。平成

27 年度にはダムが供用されたことから、平成 27 年から平成 29 年にかけて、供用後モニタリン

グ調査を行った。 

本調査の目的は、ダム周辺で営巣が確認されているサシバを主な対象として、繁殖期にあた

る時期（巣内育雛期～巣外育雛期：図 2.7-1 参照）に調査を行い、工事の実施がサシバの繁殖

に与える影響を把握し、必要に応じて保全対策を講ずることである。 

なお、過去にオオタカやハチクマの繁殖も確認されていることから、これらにも留意して調

査を実施することとし、記録は猛禽類全般（「トビ」を除く。）について行った。 

 

 

 

 

 

（出典：「サシバの保護の進め方」（環境省．平成 25 年）） 

図 2.7-1 サシバのライフサイクル 

 

 調査方法 

調査方法は定点観察と移動観察で実施した。項目別の調査方法を表 2.7-1 に示す。 

 

表 2.7-1 項目別の調査方法 

項 目 調査方法 

定点観察 過年度調査で判明しているサシバの営巣場所のうち、ダム湛水区域周辺を見渡すこと

が可能な眺望点 2 箇所で猛禽類の定点調査を実施した。調査は、8～10 倍程度の双眼

鏡及び 20 倍程度の望遠鏡（フィールドスコープ）を用いて行った。サシバ及びその他

の猛禽類を確認した場合は、飛行を追跡し、飛行軌跡やその時の行動、出現・消失時

刻などを縮尺 2 万 5 千分の１の地形図に記録した。特に、ハンティング（狩り）が見

られた場合には、その環境や餌動物の種類を記録した。調査にあたっては無線機等を

使用し、調査定点間の連携を図り、調査精度を高めた。なお、調査定点は、猛禽類の

出現状況にあわせて適宜変更した。 

移動観察 各定点からの不可視範囲を補足するために、猛禽類の出現状況に合わせて、移動しな

がら観察・記録を行い、猛禽類の状況や営巣の有無、営巣地の位置等の確認に努めた。

また、営巣地を特定した場合は、繁殖に支障のないよう、営巣地調査を実施し、営巣

環境や巣内の状況を把握した。 

 

 調査範囲 

定点調査の位置については、『参考資料1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果（参考図）』

に示す。  
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 猛禽類の経年的な確認状況 

切目川ダム整備を対象とした猛禽類調査は、工事前の事前調査が平成10年から平成16年にか

けて実施された後、サシバを中心として、工事中モニタリング調査が平成22年から平成26年ま

で継続され、そして、平成27年からは供用後モニタリングが開始されている。 

サシバを含む猛禽類の経年的な確認状況を表2.7-2に、猛禽類の確認種の貴重性を表2.7-3に

示す。 

供用後の平成27年度は高串、上洞、平成28年度は高串、平成29年度は上洞で継続的にサシバ

を確認した。 

 

表 2.7-2 猛禽類の経年的な確認状況 

 
注 1）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 2）表中の記号は右のとおり。●：営巣活動の確認あり、○：営巣活動の確認なし。 

  

調査区分

種名　＼調査年度 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

1 ミサゴ ○ ○ ○

2 ハチクマ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ツミ ○ ○ ○ ○ ○

4 ハイタカ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 オオタカ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○

6 サシバ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

7 ノスリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 イヌワシ ○

9 クマタカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 チョウゲンボウ ○

11 ハヤブサ ○ ○ ○ ○ ○ ○

No.
事前調査 工事中モニタリング調査

供用後
モニタリング調査
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表 2.7-3 猛禽類の確認種の貴重性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注 1）種の配列及び学名は「日本鳥類目録 改訂第 7版」（日本鳥学会、2012）に従った。 

注 2）重要種の選定基準は、以下のとおりである。 

 

 

重要種の選定基準 
①天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号, 昭和 25 年 5 月 30 日） 

②種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号, 平成 4 年 6 月 5 日） 

③環境省 RL：環境省レッドリスト 2019 の公表について（環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室，2019 年 1 月） 

EN…絶滅危惧ⅠB 類：絶滅の危機に瀕している種。 

VU…絶滅危惧Ⅱ類：絶滅の危険が増大している種 

NT…準絶滅危惧：現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性の

ある種 

④和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然―和歌山県レッドデータブック―【2012 改訂版】（和歌山県, 平成 24 年） 

EN…絶滅危惧ⅠB 類 

VU…絶滅危惧Ⅱ類 

NT…準絶滅危惧 

⑤近畿 RDB：近畿地区・鳥類レッドデータブック－絶滅危惧種判定システムの開発（山岸 哲監修、江崎保男・和田岳編，平成 14 年） 

R1：ランク 1、危機的絶滅危惧種…絶滅する可能性がきわめて大きい 

R2：ランク 2、絶滅危惧種…………絶滅する可能性が大きい 

R3：ランク 3、準絶滅危惧種………絶滅する可能性がある 

要注目…ランク 4（絶滅の危険なし）と判定された種のうち、何らかの攪乱によって一気に絶滅する可能性がある、ある

いは全国・世界レベルで絶滅の危険性があるとみなされているもの。 

※括弧内は指定対象個体群を表す。 

*1 重要種の選定基準*2

No. ① ② ③ ④ ⑤

1 ミサゴ Pandion haliaetus NT NT R2（繁殖）

2 ハチクマ Pernis ptilorhynchus NT NT R2（繁殖）

3 ツミ Accipiter gularis NT R3（繁殖）

4 ハイタカ Accipiter nisus NT NT 要注目（繁殖）

5 オオタカ Accipiter gentilis Ⅰ NT VU R3（繁殖）

6 サシバ Butastur indicus VU NT R2（繁殖）

7 ノスリ Buteo buteo R3（越冬）

8 イヌワシ Aquila chrysaetos 国 Ⅰ EN R1（繁殖）

9 クマタカ Nisaetus nipalensis Ⅰ EN EN R2（繁殖）

10 チョウゲンボウ Falco tinnunculus R3（越冬）

11 ハヤブサ Falco peregrinus Ⅰ VU VU R3（繁殖）

種名 学名
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2.8  水辺の鳥調査 

 調査概要 

水辺の鳥調査は、堤体工事が始まった平成24年度より毎年実施されており、ダム周辺に生息する

ヤマセミなど水辺の鳥類を主対象とした調査が行われてきた。 

本調査の目的は、水辺の鳥の経年変化（平成24～令和元年度）の比較により、工事や湛水などに

よる影響を把握し、必要に応じて保全対策を講ずることである。 

なお、記録は鳥類全般について行い、水辺の鳥以外の重要種の把握を併せて行った。 

 

 調査方法 

あらかじめ設定された区間を踏査し、8～10倍程度の双眼鏡および20倍程度の望遠鏡（フィール

ドスコープ）を用いて、出現した種を全て記録した。 

水辺の鳥及び重要種が確認された場合は、種名、確認位置、個体数、生息環境を記録し、生息環

境写真を撮影するとともに、可能な範囲で個体写真の撮影に努めた。 

また、あらかじめ設定した調査区間毎に代表的な環境を抽出し、風景写真を撮影した。 

 

 調査時期 

調査は、冬季に1回実施した。 

 

 調査範囲 

調査は、ダムを含む上下流約10kmの範囲で行った。 

調査区間は、ダムの工事や湛水などによる影響を把握できるよう、ダムの湛水域、上下流、支流

などにおいて、Ａ～Ｇの7区間を設定した。 

調査範囲及び調査区間位置図については、『参考資料1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果

（参考図）』に示す。  
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 水辺の鳥の確認状況 

令和元年度調査において、水辺の鳥については、7目9科14種が確認された。 

確認状況を表 2.8-1に示す。水辺の鳥類14種のうち5種が重要種である。カモ類はオシドリ、マガ

モ、コガモ、キンクロハジロの4種が確認された。これらは全てダム湖で確認された。一方、平成26年

度から平成29年度まで確認されたカイツブリは今年度確認されなかった。また、平成24年度に確認さ

れたヤマセミは今回も確認されなかった。なお、今年度に新たに確認されたのは、コガモ、キンクロ

ハジロ、イカルチドリ、ミサゴの4種であった。 

水辺の鳥の経年的な確認状況を表2.8-2に、重要種の選定基準を表2.8-3に示す。 

 

表 2.8-1  令和元年度調査の水辺の鳥の確認状況 

 
 

  

下津川 西神ノ川 支川1 支川2
区間A 区間B 区間C 区間D 区間E 区間F 区間G

1 ｵｼﾄﾞﾘ 19 3 22 ◎
2 ﾏｶﾞﾓ 18 18
3 ｺｶﾞﾓ 2 2
4 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 4 4
5 ｶﾂｵﾄﾞﾘ目 ｳ科 ｶﾜｳ 1 1
6 ｱｵｻｷﾞ 1 2 3
7 ﾀﾞｲｻｷﾞ 1 1
8 ﾁﾄﾞﾘ目 ﾁﾄﾞﾘ科 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 2 2 ◎
9 ﾀｶ目 ﾐｻｺﾞ科 ﾐｻｺﾞ 1 1 ◎

10 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ目 ｶﾜｾﾐ科 ｶﾜｾﾐ 2 1 3 ◎
11 ｶﾜｶﾞﾗｽ科 ｶﾜｶﾞﾗｽ 6 4 1 11 ◎
12 ﾋﾀｷ科 ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ 1 2 2 1 6
13 ｷｾｷﾚｲ 4 3 1 1 2 1 12
14 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ 5 2 7

5種 5種 9種 4種 1種 2種 2種 14種 5種

切目川
合計

重要
種

ｶﾓ目 ｶﾓ科

№ 目 科

種数合計

種

ﾍﾟﾘｶﾝ目 ｻｷﾞ科

ｽｽﾞﾒ目
ｾｷﾚｲ科
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表 2.8-2 水辺の鳥の確認状況（平成 24～令和元年度） 

 
 

 
注 1）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 2）種の配列は『日本鳥類目録 改訂第 7版』（日本鳥学会、2012）に従った。 

注 3）重要種の選定基準は、表 2.8-3 に示すとおりである。なお、平成 27 年度報告書で重要種と

されていた以下の種は、重要種からは除外した：マガモ（近畿地区でみると繁殖個体群のみ

が重要種に該当する）、カワセミ（近畿地区全域でみると重要種に該当するが、和歌山県につ

いてみると重要種には該当しない）。 

 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 R1
1 オシドリ 70 45 337 22 ◎
2 マガモ 12 53 21 18
3 コガモ 2
4 キンクロハジロ 4
5 カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ 1 8 2 1
6 カツオドリ目 ウ科 カワウ 1 1
7 チドリ科 イカルチドリ 2 ◎
8 シギ科 クサシギ 1 ◎
9 アオサギ 2 2 3 2 3

10 ダイサギ 6 1
11 コサギ 1
12 ツル目 クイナ科 オオバン 2
13 タカ目 ミサゴ科 ミサゴ 1 ◎
14 カワセミ 1 1 3 4 1 1 3 ◎
15 ヤマセミ 1 ◎
16 カワガラス科 カワガラス 1 3 3 4 6 11 11 ◎
17 ヒタキ科 イソヒヨドリ 1 8 5 6 7 6
18 キセキレイ 2 15 14 15 6 7 12
19 ハクセキレイ 2 1 3 2
20 セグロセキレイ 1 9 11 8 5 1 7

5種 7種 10種 14種 7種 10種 14種 7種

重要種

スズメ目
セキレイ科

種数合計

調査年度

カモ目 カモ科

ペリカン目 サギ科

ブッポウソウ目 カワセミ科

No. 目 科 種

チドリ目

H24 H25 H26 H27 H28 H29 R1
1 オシドリ ○ ○ ○ ○ ◎
2 マガモ ○ ○ ○ ○
3 コガモ ○
4 キンクロハジロ ○
5 カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ ○ ○ ○ ○
6 カツオドリ目 ウ科 カワウ ○ ○
7 チドリ目 チドリ科 イカルチドリ ○ ◎
8 チドリ目 シギ科 クサシギ ○ ◎
9 アオサギ ○ ○ ○ ○ ○

10 ダイサギ ○ ○
11 コサギ ○
12 ツル目 クイナ科 オオバン ○
13 タカ目 ミサゴ科 ミサゴ ○ ◎
14 カワセミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
15 ヤマセミ ○ ◎
16 カワガラス科 カワガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
17 ヒタキ科 イソヒヨドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 キセキレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ハクセキレイ ○ ○ ○ ○
20 セグロセキレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5種 7種 10種 14種 7種 10種 14種 7種

スズメ目
セキレイ科

種数合計

重要種

カモ目 カモ科

ペリカン目 サギ科

ブッポウソウ目 カワセミ科

No. 目 科 種
調査年度
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表 2.8-3 重要種の選定基準（鳥類） 

 

 

① 『文化財保護法』（1950 年法律第 214 号）、『和歌山県文化財保護条例』（1956 年条例第 40 号） 
国特：国指定特別天然記念物  国天：国指定天然記念物  県天：県指定天然記念物 

② 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律』（1992 年 法律第 75 号） 
国内：国内希少野生動植物種  国際：国際希少野生動植物種 

③ 

『環境省レッドリスト 2019』（2019 年 1 月環境省） 
CR：絶滅危惧ⅠA 類… 絶滅の危機に瀕している種。ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い種。 
EN：絶滅危惧ⅠB 類… 絶滅の危機に瀕している種。ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い種。 
VU：絶滅危惧Ⅱ類… 絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅

危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考えられる種。 
NT：準絶滅危惧… 存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上位

ランクに移行する要素を有する種。 
DD：情報不足… 評価するだけの情報が不足している種。 
LP：絶滅のおそれのある地域個体群… 地域的に独立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの。 

④ 

『保全上重要なわかやまの自然－和歌山県レッドデータブック－【2012 改訂版】』（2012 年 3 月 
和歌山県） 

CR：絶滅危惧ⅠA 類… 絶滅の危機に瀕している種。ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い種。 
EN：絶滅危惧ⅠB 類… 絶滅の危機に瀕している種。ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い種。 
VU：絶滅危惧Ⅱ類… 絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅

危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考えられる種。 
NT：準絶滅危惧… 存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上位

ランクに移行する要素を有する種。 
DD：情報不足… 評価するだけの情報が不足している種。 
SI：学術的重要… 分布又は生態等の特性において学術的に価値を有する種。 

⑤ 

『近畿地区・鳥類レッドデータブック 絶滅危惧種判定システムの開発』（2002 年 山岸哲監修,江
崎保男・和田 岳編） 

R1：ランク 1 危機的絶滅危惧、R2：ランク 2 絶滅危惧、R3：ランク 3 準絶滅危惧 要注目：要注目種 
括弧内は対象とする個体群を表す。 
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2.9  カジカガエル調査 

 調査概要 

本調査の目的は、カジカガエルの経年変化（平成25～令和元年度）の比較により、工事や湛水な

どによる影響を把握し、必要に応じて保全対策を講ずることである。 

 

 調査方法 

調査範囲を任意に車両や徒歩で移動しながら、カジカガエルの姿・鳴き声の確認を行い、個体数、

確認位置、生息環境などを記録した。 

また、調査中に確認したその他の両生類・爬虫類の記録も行った。 

 

 調査時期 

カジカガエルの繁殖期にあたる初夏季に1回実施した。 

 

 調査範囲 

カジカガエルが生息すると考えられる清流的な河川の範囲（ダムを含む上下流約10km）におい

て調査を実施した。 

調査範囲及び調査区間位置図については、『参考資料1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果

（参考図）』に示す。 
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 カジカガエルの確認状況 

令和元年度に確認したカジカガエルの数を表2.9-1に示す。 

ダム上流、ダム湖内、ダム下流の本川およびダム下流に合流する支川（西神ノ川）のすべての区

間でカジカガエルが確認された。なお、ダム湖内での確認はバックウォータより上流側の流水部で

の確認であった。 

昼間および夜間の確認例数の合計は、ダム上流(区間1)で324例、ダム湖内(区間2)で193例、ダム

下流の本川(区間3,4)で485例、ダム下流の支流(区間5)で284例であった。 

 

表 2.9-1 カジカガエルの確認状況 

 

注1）表中の数字は目視・捕獲及び鳴き声の聞き取りによる確認個体数を示す。 

注2）調査範囲の上流端及び下流端の範囲外を除く。 

 

 重要種の確認状況 

カジカガエル調査で確認した両生類･爬虫類の重要種の一覧を表2.9-2に示す。重要種は、アカハ

ライモリ、トノサマガエル、ツチガエルの3種が該当した。 

 

表 2.9-2 重要種一覧 

 

注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）重要種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（重要種の選定基準） 

天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号，昭和 25 年 5 月 30 日）    

種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号，平成 4 年 6 月 5 日） 

環境省 RL：レッドリスト 2019 (http://www.env.go.jp/press/101457.html、環境省，平成 29 年) 

NT･･･準絶滅危惧 

和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然 和歌山県レッドデータブック【2012 年改訂版】（和歌山県、平成 24 年） 

NT･･･準絶滅危惧 
 

支流
区間4 区間3 区間5 区間2 区間1

成体(目撃) 14 6 26 7 16
成体(鳴き声) 5 2 1 3 10
幼体 0 0 0 0 0
幼生 334 68 242 169 226
成体(目撃) 0 0 0 0 0
成体(鳴き声) 43 13 15 14 72
幼体 0 0 0 0 0
幼生 0 0 0 0 0
昼間 353 76 269 179 252
夜間 43 13 15 14 72
合計 396 89 284 193 324

確認内容

令和元年度
ダム下流

ダム湖 ダム上流
本川

確
認
個
体
数

昼間

夜間

合計

天然
記念物

種の
保存法

環境省
RL

和歌山県
RDB

1 有尾目 イモリ科 アカハライモリ Cynops pyrrhogaster NT NT

2 トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus NT NT

3 ツチガエル Glandirana rugosa NT

4 アオガエル科 カジカガエル Buergeria buergeri NT

合計 2目 3科 4種 0 0 2 4

No. 目名 科名 種名
選定基準

学名

アカガエル科無尾目
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 カジカガエルの経年的な確認状況 

ダム事業に係るカジカガエル調査は、平成25年から実施されてきた。カジカガエルの経年的な確

認個体数を表2.9-3及び図 2.9-1に示す。 

カジカガエルの確認数は調査時期や天候等の影響により調査年度によって変動はあるものの、ダ

ムの湛水区間以外ではダム供用による影響は無いと判断される。H27にダム湖内の確認数が0となっ

たが、これはダム完成後の試験湛水による一時的な影響と考えられた。 

 

表 2.9-3 カジカガエル確認個体数の経年変化 

 
注 1）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 2）表中の数字は目視・捕獲及び鳴き声の聞き取りによる確認個体数を示す。 

 

 

H25 H26 H27 H28 H29 R1 H25 H26 H27 H28 H29 R1 H25 H26 H27 H28 H29 R1 H25 H26 H27 H28 H29 R1 H25 H26 H27 H28 H29 R1

0 36 19 4 34 26 0 1 0 2 16 14 0 1 7 0 5 6 3 1 0 0 3 7 2 0 0 3 39 16

6 7 5 6 20 1 24 3 3 3 22 5 11 4 2 8 1 2 12 5 0 7 8 3 27 8 9 29 23 10

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0

0 0 10 114 75 242 0 1 7 86 146 334 0 0 0 57 0 68 0 210 0 130 104 169 0 110 0 47 97 226

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

11 19 4 14 61 19 51 32 40 56 47 43 11 20 24 33 26 9 14 38 0 27 24 14 47 88 78 60 105 72

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0

成体 6 43 24 10 54 27 24 4 3 5 38 19 11 5 9 8 6 8 15 6 0 7 11 10 29 8 9 32 62 26

幼体 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0

幼生 0 0 10 114 75 242 0 1 7 86 146 334 0 0 0 57 0 68 0 210 0 130 104 169 0 110 0 47 97 226

小計 6 43 34 124 129 269 25 5 10 91 184 353 11 5 9 65 6 76 16 216 0 137 115 179 30 127 9 79 159 252

11 19 4 14 61 19 51 32 40 57 47 43 11 22 24 33 26 9 14 38 0 27 24 14 47 91 79 60 105 72

成体 17 62 28 24 115 46 75 36 43 62 85 62 22 27 33 41 32 17 29 44 0 34 35 24 76 96 88 92 167 98

幼体･幼生 17 62 38 138 75 288 76 37 50 148 146 396 22 27 33 98 0 85 30 254 0 164 104 193 77 218 88 139 97 324

確認内容

供用前供用後

区間3区間4

ダム上流部

区間1

供用後

ダム下流部

支流 本川

供用前供用前供用前

ダム湖

区間2

昼間

成体(目撃)

成体(鳴き声)

幼体

幼生

確認

例数

昼間

夜間

合計

夜間

成体(目撃)

成体(鳴き声)

幼生

供用後供用後 供用後供用前

区間6
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図 2.9-1 カジカガエル確認数の経年変化（成体のみ） 
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 生息密度 

ダム上流部、ダム湖、ダム下流部の本川及び支流における、カジカガエル成体の1 kmあたりの生

息密度を表2.9-4、図2.9-2に示す。生育密度は全変動があるものの、概ね例年通りであり、ダム供

用による影響は無いと判断される。 

 

表 2.9-4 カジカガエル成体の生息密度 

 

注）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 

 

図 2.9-2 カジカガエル成体の生息密度 

 

調査範囲
距離

H25 H26 H27 H28 H29 R1 H25 H26 H27 H28 H29 R1 H25 H26 H27 H28 H29 R1 H25 H26 H27 H28 H29 R1
成体確認数 98 63 76 103 117 79 17 62 28 24 115 46 30 44 0 34 35 24 77 105 88 92 167 98
生息密度（匹/km） 9.66 6.21 7.49 10.15 11.53 7.78 5.78 21.08 9.52 8.16 39.10 15.64 6.40 9.38 0.00 7.25 7.46 5.12 10.81 14.74 12.35 12.91 23.44 13.76

ダム上流部
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2.10  魚介類調査 

 調査概要 

魚介類調査は、堤体工事中の平成25年度より実施されており、切目川の河口付近からダム上流に

至る広い範囲に生息する魚介類を対象とした調査が行われてきた。 

本調査の目的は、魚介類の経年変化の比較により、工事や湛水などによる影響を把握し、必要に

応じて保全対策を講ずることである。 

また、ダムから河口までの中間点付近（11.0k）～ダム上流において、ヨシノボリ類の生息状況を

把握するため、目視調査を実施した。 

 

 調査方法 

ダム下流5地点、ダム上流1地点の計6地点を対象に、調査範囲内の瀬・淵など様々な環境で、投

網、タモ網による捕獲調査、及び夜間潜水による目視観察を実施した。 

また、確認地点の環境区分・河床材料を「平成18年度版河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル

〔河川版〕魚類調査編」に基づいて記録した。 

環境区分を表 2.10-1、河床材料の区分を表 2.10-2に示す。 

 

表 2.10-1 環境区分 

環境区分名 調査地区の設定場所 

早瀬 
目視観察において水深が浅く、水面が乱れ白波が立つ等の特徴をもっている場所を

「早瀬」と判断した。 

淵 

水の色が濃い等、周囲より相対的に水深が深くなっていると思われる場所を「淵」と

判断した。低水路幅全体で水深が深い場所が連続する部分(通常“とろ”と呼ばれる)

は「その他」に含めた。 

ワンド・たまり 

平常時も本川と連続している止水域や高水敷にみられる閉鎖的水域等、河川区域内に

みられる河川の通常の流れと分離された水域を「ワンド・たまり」と判断した。基本

的に、河川の通常の流れと分離された水域と認識される場所を表現するものとし、本

川に連続する細流や水路等に形成されている止水域についても含めた。 

湛水域 
河川横断工作物等により通常の流れがせき止められ、湛水している区間を「湛水域」

と判断した。流入部における湛水域の境界域は、水面勾配の変化点までとした。 

湧水 
目視観察で水底の砂礫の舞い上がっている場所や、水温や水の色が本川と異なる等の

特徴をもつ場所等を「湧水」と判断した。 

その他 平瀬、とろ等上記以外については「その他」に区分した。 

 

表 2.10-2 河床材料の区分 

河床材料 粒径等 

岩盤 岩盤またはコンクリ－ト 

泥 0.074mm 以下 

砂 0.074～2mm 

細礫 2～20mm 

中礫 20～50mm 

租礫 50～100mm 

小石 100～200mm 

中石 200～500mm 

大石 500mm 以上 

不明 － 
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 調査時期 

多くの魚介類の種類が確認できる夏季と秋季に2回実施した。 

 

 調査範囲 

調査範囲については、『参考資料1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果（参考図）』に示す。 

 

 

 

 魚介類の確認状況 

 

令和元年度調査で確認した魚介類の確認状況を表2.10-3～表2.10-5に示す。 

魚類は6目10科23種、魚類以外は3目7科13種を確認した。 

地点ごとの魚類確認種数は、St.4で12種、St.5で13種、St.1で12種、St.6で10種、St.2で13種、St.3

で8種であった。 

 

 

表 2.10-3 令和元年度の魚介類の確認状況 

調査時期 調査時期 魚類 その他の生物 

令和元年度 初夏季（8月） 5 目 10 科 21 種 3 目 7科 12 種 

秋季  （9、10 月） 6 目 10 科 21 種 3 目 7科 13 種 

合計 6 目 10 科 23 種 3 目 7科 13 種 
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表 2.10-4（1） 令和元年度の確認種一覧（魚類）

 
注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）重要種及び外来種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（重要種の選定基準） 

天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号，昭和 25 年 5月 30 日） 

種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号，平成 4年 6月 5日） 

環境省 RL：レッドリスト 2019 (http://www.env.go.jp/press/101457.html、環境省，平成 31 年) 

EN・・・絶滅危惧ⅠB類、VU・・・絶滅危惧Ⅱ類、NT・・・準絶滅危惧 

和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然 和歌山県レッドデータブック【2012 年改訂版】（和歌山県、平成 24 年） 

CR+EN・・・絶滅危惧Ⅰ類、NT・・・準絶滅危惧、SI・・・学術的重要 

（外来種の選定基準） 

特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（環境省、2019 年 4 月１日版）【外来生物法】 

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）（環境省、2015 年 3 月）【生態系防止】 

和歌山県の外来種リスト （和歌山県、2019 年 3 月） 

調査期日：令和元年8月1-3日

令和元年9月30日-10月2日

初夏 秋 初夏 秋 初夏 秋 初夏 秋 初夏 秋 初夏 秋

1 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ Anguilla japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● EN

2 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ Cyprinus carpio ○ ○ ● ●

3 ｵｲｶﾜ Opsariichthys platypus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 〇

4 ｶﾜﾑﾂ Candidia temminckii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

5 ﾀｶﾊﾔ Phoxinus oxycephalus jouyi ○ ●

6 ｳｸﾞｲ Tribolodon hakonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

7 ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲ Hemibarbus longirostris ○ ● SI 〇

8 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ種群 Cobitis biwae complex ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

9 ﾌｸﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ Lefua torrentis ○ ○ ● ● EN CR+EN
10 ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ Silurus asotus ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

11 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ Plecoglossus altivelis altivelis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 〇

12 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ Oryzias latipes ○ ● VU VU

13 ｽｽﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ｵｵｸﾁﾊﾞｽ Micropterus salmoides ○ ○ ○ ● ● ○ 〇 〇

14 ｱｼﾞ科 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ Caranx sexfasciatus ○ ○ ● ●

15 ｶｼﾞｶ科 ｶﾏｷﾘ Cottus kazika ○ ● VU CR+EN

16 ﾊｾﾞ科 ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ Luciogobius guttatus ○ ○ ○ ○ ● ●

17 ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ Sicyopterus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

18 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ Tridentiger brevispinis ○ ○ ○ ○ ● ●

19 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ Rhinogobius flumineus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 〇

20 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ Rhinogobius nagoyae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

21 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ Rhinogobius mizunoi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● NT

22 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ Rhinogobius fluviatilis ○ ○ ○ ○ ● ● NT

23 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ Rhinogobius similis ○ ○ ○ ○ ● ● 〇

12種 10種 11種 10種 9種 9種 8種 8種 12種 11種 8種 6種 21種 21種
0種 4種 6種

重要種選定基準
及びカテゴリー

小原堰堤 下田ノ垣内橋 だいにち橋

種

の

保

存

法

環

境

省

R

D

B

和

歌

山

県

R

D

B

天

然

記

念

物

10種 13種 8種 23種
0種

調査地点

初夏 秋下流域

西神ノ川

合流地点～

中間点

ダム直下～

西神ノ川

合流地点

ダム上流域

区間3 区間1

St.3St.6 St.2

区間4

地点別種類数（合計）
12種 13種 12種

St.4 St.5 St.1

No. 目名 科名

汐止堰 乙井2号堰 羽六井堰

区間5

和名 学名

1種 6種

外来種

外

来

生

物

法

生

態

系

被

害

防

止

外

来

種

リ

ス

ト

和

歌

山

県

の

外

来

種

リ

ス

t

1種
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表 2.10-4（2）令和元年度の確認種一覧（その他の生物） 

 

注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）重要種及び外来種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（重要種の選定基準） 

天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号，昭和 25 年 5月 30 日） 

種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号，平成 4年 6月 5日） 

環境省 RL：レッドリスト 2019 (http://www.env.go.jp/press/101457.html、環境省，平成 31 年) 

EN・・・絶滅危惧ⅠB類、VU・・・絶滅危惧Ⅱ類、NT・・・準絶滅危惧 

和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然 和歌山県レッドデータブック【2012 年改訂版】（和歌山県、平成 24 年） 

CR+EN・・・絶滅危惧Ⅰ類、NT・・・準絶滅危惧、SI・・・学術的重要 

（外来種の選定基準） 

特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（環境省、2019 年 4 月１日版）【外来生物法】 

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（生態系被害防止外来種リスト）（環境省、2015 年 3 月）【生態系防止】 

和歌山県の外来種リスト （和歌山県、2019 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和元年8月1-3日

令和元年9月30日-10月2日

夏季 秋季 夏季 秋季 夏季 秋季 夏季 秋季 夏季 秋季 夏季 秋季

1 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ目 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科 ｲｼﾏｷｶﾞｲ Clithon retropictum ○ ○ ○ ○ ● ●

2 新生腹足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

3 ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ Caridina multidentata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

4 ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ Caridina leucosticta ○ ○ ○ ○ ● ●

5 ﾋﾒﾇﾏｴﾋﾞ Caridina serratirostris ○ ○ ● ●

6 ﾄｹﾞﾅｼﾇﾏｴﾋﾞ Caridina typus ○ ○ ● ●

7 ﾇﾏｴﾋﾞ Paratya compressa ○ ○ ○ ● ●

8 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium formosense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

9 ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

10 ｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens ○ ○ ●

11 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani ○ ○ ○ ○ ● ●

12 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ科 ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Chiromantes dehaani ○ ○ ● ●

13 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

5種 6種 7種 8種 5種 5種 5種 8種 4種 6種 3種 3種 12種 13種

下流域
西神ノ川合流地点～

中間点
ダム直下～西神ノ川

合流地点

乙井2号堰 小原堰堤

区間1 天
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物
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地点別種類数（合計）

No. 科名 和名 学名 ダム上流域
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St.4 St.5 St.1

区間5 区間4 区間3

St.6 St.2

0種 0種 0種
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0種 0種
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表 2.10-5（1）令和元年度の確認種一覧（漁法別 8月） 

 

注）表中の数字は確認個体数 +：1～10 個体、++：11～30 個体、+++：31～100 個体、++++：100 個体以上 

 

  

調査期日：令和元年8月1-3日

タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水

1 魚類 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ 1 + + + + +

2 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ +
3 ｵｲｶﾜ 25 ++ 42 +++ 21 ++++ 2 31 ++++
4 ｶﾜﾑﾂ 1 + 5 12 ++++ 7 26 ++++ 7 4 ++++ 5 10 +++
5 ﾀｶﾊﾔ 2
6 ｳｸﾞｲ 1 + + 4 +

7 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ種群 1 1 1 +

8 ﾌｸﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ 1

9 ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ + + +

10 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ 2 ++ 1 +++ 1 ++ + 1 +

11 ｽｽﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ｵｵｸﾁﾊﾞｽ + 2

12 ｱｼﾞ科 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ 3 +

13 ｶｼﾞｶ科 ｶﾏｷﾘ +

14 ﾊｾﾞ科 ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ 1 1
15 ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ 4 6 1 4 +
16 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 7 1 + 5 11 ++
17 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 3 11 ++ 7 +++ 31 13 +++
18 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 14 1 ++ 5 + 13 1 ++
19 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ 3 1 + 2 3 + 1
20 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 + 4 +
21 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 30 5 + 9 13 ++

22 その他 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ目 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科 ｲｼﾏｷｶﾞｲ 5 ++ 9 +

23 新生腹足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ 4 ++++ 13 ++++ 2 +

24 ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ 42 ++ 8 3
25 ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ 25 56
26 ﾋﾒﾇﾏｴﾋﾞ 1
27 ﾄｹﾞﾅｼﾇﾏｴﾋﾞ 3
28 ﾇﾏｴﾋﾞ 24

29 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 12 1 + 5 3 5 +++
30 ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 41 2 +++ 14 ++ 18 2 +++ 11 ++ 5 ++

31 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ 1

32 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ科 ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 2

33 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 4 6 9 + 3 1 +

11 10 12 13 3 11 9 7 9 10 1 9 11 3 12 9 4 7
144 47 115 66 81 39 90 26 49 37 50 28

種類数

個体数

№ 綱 目 科

調査地点

和名
羽六井堰

St.1

小原堰堤 下田ノ垣内橋

区間5
下流域

St.3

ダム上流域
乙井2号堰

St.5

汐止堰（乙井1号堰）
St.4

区間1区間3区間4

だいにち橋
St.6 St.2

ダム直下～西神ノ川合流地点西神ノ川合流地点～中間点
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表 2.10-5（2）令和元年度の確認種一覧（漁法別 9、10月） 

 
注）表中の数字は確認個体数 +：1～10 個体、++：11～30 個体、+++：31～100 個体、++++：100 個体以上 

 

調査期日：令和元年9月30-10月2日

タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水 タモ網 投網 潜水

1 魚類 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ 1 + 1 + + +

2 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ +
3 ｵｲｶﾜ 1 44 ++ 31 27 ++++ 9 28 +++
4 ｶﾜﾑﾂ 10 28 +++ 6 13 ++++ 13 9 ++++ 13 3 ++++ 2 15 +++
5 ｳｸﾞｲ + 3 ++
6 ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲ +

7 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ種群 1 1 ++

8 ﾌｸﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ +

9 ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ + +

10 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ 2 +++ 4 ++ 5 ++ + +

11 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 1

12 ｽｽﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ｵｵｸﾁﾊﾞｽ +

13 ｱｼﾞ科 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ +

14 ﾊｾﾞ科 ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ 2 2
15 ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ 1 + 4 3 5 1 3
16 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 10 1 + 12 1 +
17 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 6 + 21 ++ 16 2 ++
18 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 7 2 4 4 +
19 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ 4 2 2 1 3
20 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 2 3 +
21 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 10 21 3 +

22 その他 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ目 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科 ｲｼﾏｷｶﾞｲ ++ +++

23 新生腹足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ ++ 8 ++++ 8 ++++ +

24 ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ 30 ++ 51 ++ +
25 ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ 21 75 ++
26 ﾋﾒﾇﾏｴﾋﾞ 2
27 ﾄｹﾞﾅｼﾇﾏｴﾋﾞ 3
28 ﾇﾏｴﾋﾞ 5 22

29 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 25 ++ 51 ++ 2 + + +
30 ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 8 ++ 3 ++ 27 ++ 7 ++ 20 +++
31 ｽｼﾞｴﾋﾞ 3 1

32 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ 1 1 2

33 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ科 ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 4

34 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 8 1 + 5 + 5 + 1 2 +

13 4 10 14 5 11 8 6 11 11 3 8 10 3 13 6 3 7
102 48 214 41 57 54 92 23 120 34 27 20個体数

種類数

綱№ 種名科目
羽六井堰

St.1

乙井2号堰
St.5

汐止堰（乙井1号堰）
St.4

調査地点

St.2 St.3

小原堰堤 下田ノ垣内橋 だいにち橋
St.6

区間1

ダム上流域

区間5

下流域

区間3

ダム直下～西神ノ川合流地点

区間4

西神ノ川合流地点～中間点



 

 
 
 

2.10-7 

 

魚介類調査で確認した重要種及び外来種の一覧を表2.10-6、表2.10-7に示す。 

重要種として4目6科7種の魚類が確認された。貝類や甲殻類の重要種は確認されなかった。 

 

表 2.10-6 令和元年度の重要種一覧 

 
注）重要種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（重要種の選定基準） 

天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号，昭和 25 年 5月 30 日）    

種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号，平成 4年 6月 5 日） 

環境省 RL：レッドリスト 2019 (http://www.env.go.jp/press/101457.html、環境省，平成 31 年) 

EN・・・絶滅危惧ⅠB類、VU･･･絶滅危惧Ⅱ類、NT･･･準絶滅危惧 

和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然 和歌山県レッドデータブック【2012 年改訂版】（和歌山県、平成 24 年） 

CR+EN・・・絶滅危惧Ⅰ類、NT･･･準絶滅危惧、SI・・・学術的重要 

 

 

表 2.10-7 令和元年度の外来種一覧 

 
注）外来種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（外来種の選定基準） 

外来生物法：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（環境省、2018 年 4月１日版） 

    特定・・・特定外来生物 

外来種リスト：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（環境省、2019 年） 

総合（緊急）・・・（総合対策外来種）/緊急対策外来種 

総合（その他）・・・  （総合対策外来種）/その他の総合対策外来種 

和歌山県の外来種リスト （和歌山県、2019 年 3 月） 

 

天然

記念物

種の

保存法

環境省

RL

和歌山県

RDB

1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ EN

2 コイ目 コイ科 ズナガニゴイ SI

3 ドジョウ科 ナガレホトケドジョウ EN CR+EN

4 ﾀﾞﾂ目 メダカ科 ミナミメダカ VU VU

5 カサゴ目 カジカ科 カマキリ VU CR+EN

6 ハゼ科 ルリヨシノボリ NT

7 オオヨシノボリ NT

合計 4目 6科 7種 6種4種0種0種

選定基準

No. 目名 科名 種名

1 オイカワ 〇

2 ズナガニゴイ 〇

3 サケ目 アユ科 アユ 〇

4 サンフィッシュ科 オオクチバス 特定 総合（緊急） 〇

5 カワヨシノボリ 〇

6 ゴクラクハゼ 〇

選定基準

6種

No. 目名 科名 種名 外来

生物法

生態系被害

防止外来種

リスト

和歌山県の

外来種

リスト

コイ目 コイ科

スズキ目

ハゼ科

合計 3目 4科 6種 1種1種
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 魚介類の経年変化 

 

ダム事業に係る魚介類調査は、平成25年から実施されてきた。魚介類の経年的な出現状況を表

2.10-8、表2.10-9、図2.10-1、図2.10-2に示す。 

 

 ダム上流側の St.3、下流側の直近地点である St.2、およびその下流の St,6 では、ダム供用開

始前後の魚類相に大きな変化は見られない。 

 ダム上流側の St.3 では回遊性のアユ、ルリヨシノボリ、オオヨシノボリ、ヤマトヌマエビが

今回調査で確認されたが、アユは切目川漁協により放流されており、その放流個体である可能

性が高い。ルリヨシノボリ、オオヨシノボリはダム供用前からの残存個体と考えられるが、オ

オヨシノボリは比較的小型の個体も確認されたことから、陸封個体群として定着している可

能性も考えられる。ヤマトヌマエビは残存個体の可能性が高いが、遡上能力が高いので遡上個

体とも考えられる。 

 ダム供用後の平成 28 年の調査より、ダム下流域で初めて外来種であるオオクチバスが確認さ

れ、今回調査でもオオクチバスが確認された。ダム湖内による人為的放流により、ダム下流域

に流下したと考えられる。在来種への捕食圧の増大が危惧され、今後も生息状況に留意する必

要がある。 

 平成 30 年度ではブルーギルが平成 25 年以来の確認であったが、今年度では確認されなかっ

た。ただし、ダム及び下流域でオオクチバスが毎年確認されているので、本種も今後の生息状

況に留意する必要がある。 

 最下流地点の St.4 およびその直上流の St.5 では、ニホンウナギ、カマキリ、スズキ、ギンガ

メアジ(幼魚)、ミミズハゼ、ゴクラクハゼなど汽水性～回遊性の魚種が多く、調査年によって

出現種にばらつきが見られた。これは平成 25 年から 26 年にかけて地点周辺で河川改修工事

（河道付け替え工事）が行われており、この期間の生息環境が不安定であったためと考えられ

る。 

 

 

表 2.10-8 確認種の経年変化 

調査年度 魚類 その他の生物 

平成 25 年度 8 目 12 科 30 種 3 目 7科 9種 

平成 26 年度 6 目 10 科 25 種 3 目 7科 11 種 

平成 27 年度 6 目 11 科 23 種 2 目 6科 10 種 

平成 28 年度 7 目 12 科 28 種 4 目 8科 13 種 

平成 29 年度 7 目 12 科 23 種 3 目 7科 14 種 

平成 30 年度 7 目 12 科 28 種 3 目 7科 13 種 

令和元年度 6 目 10 科 23 種 3 目 7科 13 種 

合計 8 目 17 科 41 種 4 目 8科 19 種 
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図 2.10-1 種類数の経年変化（魚類） 
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図 2.10-2 種類数の経年変化（その他の生物） 
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表 2.10-9 魚介類の確認状況一覧（経年変化） 

 
注 1）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 2）種の並び順、種名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

魚類 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｺｲ(飼育品種) ○ ○ ○ 淡水

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ○ 淡水

ﾌﾅ属 ○ ○ 淡水

ｵｲｶﾜ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｶﾜﾑﾂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ﾀｶﾊﾔ ○ ○ ○ 淡水

ｳｸﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｺｲ科 ○ ○ ○ ○ 淡水

ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ ○ 淡水

ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ種群 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ｻｹ科 ｻﾂｷﾏｽ(ｱﾏｺﾞ) ○ ○ 回遊

ﾄｹﾞｳｵ目 ﾖｳｼﾞｳｵ科 ｲｯｾﾝﾖｳｼﾞ ○ ○ 淡水

ﾎﾞﾗ目 ﾎﾞﾗ科 ﾎﾞﾗ ○ ○ 汽水海水

ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｽｽﾞｷ目 ｽｽﾞｷ科 ｽｽﾞｷ ○ ○ ○ 汽水海水

ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ ○ ○ 淡水

ｵｵｸﾁﾊﾞｽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｱｼﾞ科 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ ○ 汽水海水

ﾕｺﾞｲ科 ﾕｺﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ｶｼﾞｶ科 ｶﾏｷﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ｳﾂｾﾐｶｼﾞｶ(回遊型) ○ 回遊

ｶﾜｱﾅｺﾞ科 ｶﾜｱﾅｺﾞ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ﾊｾﾞ科 ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ﾁﾁﾌﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ﾁﾁﾌﾞ属 ○ 不明

ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 淡水

ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ｸﾛﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○ ○ 回遊

ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ属 ○ ○ 不明

ｽﾐｳｷｺﾞﾘ ○ ○ ○ ○ 回遊

16 17 13 15 14 14 12 19 15 11 14 14 13 13 8 11 11 15 11 8 12 10 9 8 12 10 7 10 11 10 8 12 10 9 13 8 8 8 9 9 7 8
その他 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ目 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科 ｲｼﾏｷｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

盤足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 純淡水

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目 ｼｼﾞﾐ科 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ ○ 純淡水

ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ﾋﾒﾇﾏｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ﾄｹﾞﾅｼﾇﾏｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ﾇﾏｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ﾇﾏｴﾋﾞ科 ○ ○ ○ ○ ○ 不明

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ｽｼﾞｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 純淡水

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 不明

ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 純淡水

ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ科 ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 汽水海水

ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○ ○ ○ 汽水海水

ｱｶﾃｶﾞﾆ ○ 汽水海水

ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 回遊性

ｻﾝﾌｨｯｼｭ科

St.6

下田ノ垣内橋

St.2 生活型

魚類種数

項目 目 科 種名

汐止堰（乙井1号堰）

St.4

乙井2号堰

St.5

羽六井堰

St.1

小原堰堤 だいにち橋

St.3
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魚介類調査における重要種の確認状況を表2.10-10、外来種を表2.10-11に示した。 

 

表 2.10-10 重要種の確認状況（経年変化） 

 

注 1）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 2）種の並び順、種名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

 

表 2.10-11 外来種の確認状況（経年変化） 

 

注 1）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 2）種の並び順、種名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ EN

2 コイ目 コイ科 ズナガニゴイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ SI

3 ナガレホトケドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ EN CR+EN

4 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU VU

5 カサゴ目 カジカ科 カマキリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU CR+EN

6 スズキ目 ハゼ科 ルリヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT

7 オオヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT

3 3 2 1 1 3 2 2 2 1 0 3 3 2 1 3 3 4 4 2 3 3 3 2 2 2 1 2 3 2 2 3 3 2 4 1 0 2 1 3 2 2 0 0 4 6

区間1
ダム上流域

だいにち橋

St.3

乙井2号堰

St.5

区間5
下流域

区間4
西神ノ川

合流地点～
中間点

区間3
ダム直下～
西神ノ川
合流地点

小原堰堤

St.6

下田ノ垣内橋

St.2

羽六井堰

St.1

汐止堰

St.4

科名 種名

魚類種類数（合計）

No. 目名

選定基準

天
然

記
念

物

種
の

保
存

法

環

境
省

RL

和
歌

山
県

RDB

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1 スズキ目 サンフィッシュ科 ブルーギル ○ ○ ◯ ◯

2 オオクチバス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯

0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 2

1 マルスダレガイ目 シジミ科 タイワンシジミ ◯ ◯

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

St.3

区間5
下流域

区間4
西神ノ川

合流地点～
中間点

区間3
ダム直下～
西神ノ川
合流地点

区間1
ダム上流域

St.4 St.5 St.1 St.6 St.2

汐止堰 乙井2号堰 羽六井堰 小原堰堤 下田ノ垣内橋 だいにち橋
種名

外
来

生

物
法

外

来
種

リ

ス

ト

その他種類数（合計）

魚類種類数（合計）

選定基準

No. 目名 科名
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確認された回遊性の種を表2.10-12に示す。 

 

表 2.10-12 令和元年度に確認された回遊性種の分布状況 

 

注 1）○：その種を確認、△：その種を確認していないが、海とのつながりから考えて生息・通過が想定される。 

注 2）表中の青線は、ダムによる分断を示す。 

 

  

支

川

合

流
点

ダ

ム

直

下

ダ

ム

上

流

St.4 St.5 St.1 St.6 St.2 St.3

汐
止

堰

乙

井
2

号

堰

羽

六

井
堰

小

原

堰
堤

下
田

ノ

垣
内

橋

だ

い
に

ち

橋

1 アユ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 残存/放流個体

2 ウグイ △ △ ◯ ◯ ◯ ◯ 残存個体

3 ルリヨシノボリ △ △ ◯ ◯ ◯ ◯ 残存個体

4 ヤマトヌマエビ △ △ △ ◯ ◯ ◯ 残存個体

5 オオヨシノボリ △ △ △ △ ◯ ◯ 残存個体

6 ヒラテテナガエビ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

7 モクズガニ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 残存/放流個体

8 ボウズハゼ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

9 ミナミテナガエビ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

10 ニホンウナギ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

11 ヌマエビ △ △ ◯ ◯

12 シマヨシノボリ ◯ ◯ ◯

13 ミゾレヌマエビ ◯ ◯

14 ゴクラクハゼ ◯ ◯

15 ヌマチチブ ◯ ◯

16 イシマキガイ ◯ ◯

17 ミミズハゼ ◯ ◯

18 ヒメヌマエビ △ ◯

19 トゲナシヌマエビ △ ◯

20 カマキリ ◯

No. 種名

下流

ダム上流で確認された
個体の留意点
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2.11  ヨシノボリ類調査 

 調査内容 

主にオオヨシノボリ、ルリヨシノボリを対象に、分布状況の把握を行った。 

① 調査範囲を踏査し、河川形態と河床材料の分布状況を把握した。 

② この中でオオヨシノボリ、ルリヨシノボリなどヨシノボリ類の生息適地である石礫の早

瀬環境における早 01～早 84 までの計 84の早瀬を調査対象として選定し、それぞれの早

瀬において 2人×10～15 分間程度、タモ網による採集と潜水観察を併用してヨシノボリ

類の生息状況を調査し、確認種及び個体数を記録した。 

 

 調査時期 

調査は、秋季に1回実施した。 

 

 調査範囲 

調査範囲はダム下流（24.4k）～ダムから河口中間点付近（11.0k）および、ダムの湛水区間を

除く上流側河川区間とした。 

調査範囲については、『参考資料1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果（参考図）』に示

す。 

 

備考 

●オオヨシノボリ 

 

●形態  

頬に斑紋はなく、体側の斑紋は不明瞭。胸びれ基

部には明瞭な菱形の斑紋が 1個ある。尾柄部には上

下に長い濃色の横斑がある。全長約 10 cm。    

●生息場所  

川の中・上流域に生息し、特に早瀬から淵頭にか

けての比較的流れの早いところに多い。砂地の箇所

には少ない。 

 

●ルリヨシノボリ 

 

●形態 

ほほや体側にルリ色の斑紋がある。全長 7～10cm。 

●生息場所 

川の中・上流域に生息し、比較的流れの早い瀬に

見られる。砂地の箇所には少ない。 
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 ヨシノボリ類の確認状況 

令和元年度の調査結果の概要を表2.11-1に、調査した早瀬における河床材料の内訳を図 

2.11-2、ヨシノボリ類の確認状況を図 2.11-3、表2.11-3に示した。 

 

・ヨシノボリ類はオオヨシノボリ、ルリヨシノボリ、シマヨシノボリ、カワヨシノボリの4種が

確認された。シマヨシノボリは下流側のみ、他3種はダム下流側と上流側の両方で確認された。 

・ルリヨシノボリ、カワヨシノボリは比較的広い範囲で均一に分布しているのに対し、オオヨ

シノボリ、シマヨシノボリは分布範囲が限られる傾向にあった。 

・ダム上流側では、カワヨシノボリの個体数が多かった。 

・ヨシノボリ類ではないが、過年度から記録しているボウズハゼについてもあわせて整理した。 

 

また、確認箇所ごとの結果を表2.11-3に示す。 

 

表 2.11-1 令和元年度の調査結果（概要） 

 
  

確認個体数
オオヨシノボリ ルリヨシノボリ シマヨシノボリ カワヨシノボリ ゴクラクハゼ ボウズハゼ

岩盤 7 7 27 0 39 0 25
岩盤+大石+礫 0 0 0 0 0 0 0
岩盤+礫 19 15 153 0 151 0 208
大石+礫 0 0 0 0 0 0 0
岩盤+大石 4 1 27 0 30 0 57
大石 0 0 0 0 0 0 0
礫 17 6 79 5 111 0 112

岩盤 2 4 7 0 35 0 0
岩盤+大石+礫 0 0 0 0 0 0 0
岩盤+礫 14 26 81 0 95 0 305
大石+礫 0 0 0 0 0 0 0
岩盤+大石 1 11 4 0 10 0 20
大石 1 0 4 0 14 0 15
礫 6 11 28 0 43 0 29

岩盤 1 0 0 0 30 0 0
岩盤+大石+礫 0 0 0 0 0 0 0
岩盤+礫 3 2 3 0 120 0 0
大石+礫 0 0 0 0 0 0 0
岩盤+大石 0 0 0 0 0 0 0
大石 0 0 0 0 0 0 0
礫 7 2 13 0 98 0 0

ダム下流 29 286 5 331 0 402

②合計 52 124 0 197 0 369

ダム上流 4 16 0 248 0 0

合計 合計 85 426 5 776 0 771

河床の主材料
（箇所数）

①下流～西神ノ川合

流地点 47箇所

ダム上流
③ダムの湛水区間を

除く上流域
11箇所

ダム下流

区分 早瀬数

①合計

③合計

82箇所

②西神ノ川合流地

点～ダム直下付近 24箇所
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表 2.11-2 令和元年度のヨシノボリ類の確認状況（早瀬） 

 
注）各調査範囲で、早瀬の数が異なっているため、個体数の比較は参考程度とする。 

 

図 2.11-1 ヨシノボリ類の分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査範囲 ダム上流

種名
①下流～

西神ノ川合流地点
（47箇所）

②西神ノ川合流地

点～ダム直下付近
（24箇所）

③ダムの湛水区間を

除く上流域
（11箇所）

1 オオヨシノボリ 29 52 4 85

2 ルリヨシノボリ 286 124 16 426
3 シマヨシノボリ 5 0 0 5
4 カワヨシノボリ 331 197 248 776
5 ボウズハゼ 402 369 0 771

5種 4種 3種 5種

No.

ダム下流

合計

種類数合計

カワヨシノボリ

ボウズハゼ

ルリヨシノボリ
オオヨシノボリ

シマヨシノボリ

ゴクラクハゼ

小
原
堰
堤

西
神
ノ
川

区間②（約3km）区間①（約13km）

分
断

切
目
川
ダ
ム

多い

少ない

ダム下流
区間③（約1km）

ダム上流

個
体
数

確認範囲

切目川
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 早瀬の河床材料の調査結果 

 

 

 

図 2.11-2 令和元年度の河床材料の調査結果（早瀬） 
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注）ボウズハゼはヨシノボリ類ではないが、参考までに整理した。 

図 2.11-3 令和元年度のヨシノボリ類の確認状況（早瀬）
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礫
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0

4

0
10

20
30

40
50
60

70
80

個
体

数

ルリヨシノボリ

岩盤+大石

岩盤+礫

大石+礫

礫

岩盤

岩盤+大石+礫

大石

①ダム下流側～西神ノ川合流点 ③ダムの湛水区間を

除く上流域

ダム
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個
体

数

シマヨシノボリ

岩盤+大石

岩盤+礫

大石+礫

礫

岩盤

岩盤+大石+礫

大石

①ダム下流側～西神ノ川合流点 ③ダムの湛水区間を
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数

カワヨシノボリ
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岩盤+礫
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礫

岩盤

岩盤+大石+礫

大石

①ダム下流側～西神ノ川合流点 ③ダムの湛水区間を

除く上流域
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個
体

数

ゴクラクハゼ

岩盤+大石

岩盤+礫
大石+礫
礫

岩盤

岩盤+大石+礫
大石

①ダム下流側～西神ノ川合流点 ③ダムの湛水区間を

除く上流域

ダム

0

4

0
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個
体

数

ボウズハゼ

岩盤+大石

岩盤+礫

大石+礫

礫

岩盤

岩盤+大石+礫

大石
①ダム下流側～西神ノ川合流点

②西神ノ川合流地点～

ダム直下付近

②西神ノ川合流地点～

ダム直下付近

②西神ノ川合流地点～

ダム直下付近

②西神ノ川合流地点～

ダム直下付近

②西神ノ川合流地点～

ダム直下付近

②西神ノ川合流地点～

ダム直下付近

③ダムの湛水区間を

除く上流域

ダム

西神ノ川

西神ノ川

西神ノ川

西神ノ川

西神ノ川

合流

西神ノ川

合流

堰

堰

堰

堰

堰

堰
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表 2.11-3 令和元年度のヨシノボリ類の確認状況（詳細） 

 
注 1）調査区間を踏査し、河川形態、河床材料の分布状況を記録した上で、礫・大石などヨシノボリ類の生息に

適した早瀬において、それぞれ 10 分程度、タモ網による捕獲と潜水観察による確認を合わせて行った。 

注 2）表中の数字は確認個体数。 

注 3）河床材料粒径  砂：1cm 程度以下、砂礫：10cm 程度以下、礫：50cm 程度以下、大石：50cm 程度以上

オオヨシノボリ ルリヨシノボリ シマヨシノボリ カワヨシノボリ ゴクラクハゼ ボウズハゼ

ダム下流側 早1 礫 3 2 6
早2 礫 4 3 3
早3 礫 3
早4 礫 4 8 2
早5 礫 2 1 3 9 2
早6 礫 2 5 1 10 2
早7 礫 2
早8 礫 9 16 2
早9 礫 5 2
早10 岩盤+礫 17 26 17
早11 礫 6 14 2
早12 岩盤+大石 4 6 15
早13 岩盤+礫 3 8 4
早14 岩盤+礫 13 9 12
早15 岩盤+礫 13
早16 岩盤+礫 1 7 2
早17 岩盤+大石 12 4 3
早18 岩盤 12 7 5
早19 岩盤 3 5 8
早20 岩盤+大石 5 10 13
早21 岩盤+礫 16 8 21
早22 岩盤 1 3 11 3
早23 岩盤 3 2
早24 岩盤 6 6 1
早25 岩盤+礫 8 12 13
早26 岩盤+礫 7 6 4
早27 岩盤+礫 8 35 11 18
早28 岩盤+礫 5 2 16
早29 岩盤+礫 3 2 2
早30 礫 10 1 4 23
早31 礫 15 13 16
早32 礫 4 2
早33 岩盤+礫 9 7 5
早34 礫 3 8 10
早35 岩盤+礫 4 11 8
早36 岩盤+礫 2 1 1 5
早37 礫 7 2
早38 岩盤+礫 2 3 10 22
早39 岩盤 3 3 3 5
早40 岩盤+礫 1 9 8
早41 岩盤+礫 7 16 20
早42 岩盤+礫 1 9 6
早43 岩盤 5 3
早44 礫 1 9 19
早45 礫 2 7 6 18
早46 岩盤+礫 1 3 2 25
早47 岩盤+大石 1 6 10 26
早48 岩盤+礫 1 7 31
早49 岩盤+礫 4 7 6
早50 岩盤+礫 4 2 2 41
早51 岩盤+礫 3 8 13
早52 岩盤+礫 5 8 2 4
早53 岩盤+礫 4 5 26
早54 岩盤+礫 1 5 34
早55 岩盤+礫 2 12 1 19
早56 岩盤+礫 4 25 18 62
早57 岩盤+礫 6 4 11
早58 礫 1 2 8 15
早59 岩盤+礫 1 12 34
早60 礫 3 3
早61 礫 2 11 15 6
早62 岩盤+礫 6 22 15
早63 大石 4 14 15
早64 岩盤+礫 1 7 3 7
早65 礫 2 5 3 2
早66 礫 3 8 9 1
早67 岩盤+礫 6 4 2
早68 岩盤+大石 11 4 10 20
早69 礫 3 2 5 2
早70 岩盤 2 1 10
早71 岩盤 2 6 25

ダム上流側 早72 岩盤+礫 2 28
早73 礫 1 13
早74 礫 4 13
早75 礫 1 8
早76 礫 2 5 25
早77 礫 2 23
早78 礫 12
早79 岩盤+礫 30
早80 岩盤 30
早81 岩盤+礫 2 1 62
早82 礫 4

区分区分 早瀬No 河床の主材料
ヨシノボリ類確認数

①下流～西神ノ川合流地点

②西神ノ川
合流地点～
ダム直下付
近

ダム上流側
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 ヨシノボリ類の経年的な確認状況 

 

各地点におけるダム運用開始前と開始後のヨシノボリ類の確認個体数を比較した結果を表

2.11-4、図2.11-4に示す。確認個体数は年変動が大きく、明確な減少傾向は見られなかった。 

 

表 2.11-4 ヨシノボリ類確認状況の経年変化 

 

注 1）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 
 

 

 

図 2.11-4 ヨシノボリ類確認状況の経年変化 
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瀬淵の位置、河床材料の記録を図2.11-5、図2.11-6に示す。瀬淵の位置、河床材料の記録につい

て、年変動が大きく明確な傾向は確認できなかった。ただし、箇所数は、調査年度・区間で異なる

ため単純比較はできない。 

 

 

図 2.11-5 河床材料の経年変化 

 

 

図 2.11-6 瀬淵の経年変化 
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図 2.11-7 （参考）調査時の水位（古井） 
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捕獲したヨシノボリ類のサイズを、図 2.11-8 に示す。供用後にダム上流に生まれた幼魚は確認

されていない。 

 

図 2.11-8 ヨシノボリ類のサイズ 
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2.12  底生動物調査 

 調査概要 

底生動物調査は、平成24年度よりモニタリング調査が実施されている。 

今年度も継続して、切目川の河口付近からダム上流に至る広い範囲に生息する底生動物を対象と

して、底生動物のモニタリング調査を実施した。 

 

 調査方法 

 

調査地点およびその周辺において、目視による確認、及びハンドネット・タモ網による定性採集

を行った。調査は、早瀬、淵、湧水、ワンド・たまり、湛水域、沈水植物帯、水際植物帯、その他

(植物のない河岸部)等、様々な環境において実施するものとした。採集した底生動物は室内分析に

より同定を行った。 

 
図 2.12-1 タモ網 

 

 

サーバーネット（50cm×50cmのコドラート枠）を用いて定量採集を行った。採集場所は、流速

が速く、膝程度までの水深の瀬で実施した。このような場所がない調査地区では、できるだけ流れ

のあるところで実施した。採集した底生動物は室内分析により同定を行った。 

 

 図 2.12-2 サーバーネット     図 2.12-3 定量採集調査状況 
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調査環境として、底質状況（表 2.12-1）、水際植生、水深、水温、気温を記録した。 

 

表 2.12-1 底質状況の記録（河床材料の区分） 

河床材料 粒径等 

岩盤 岩盤またはコンクリ－ト 

泥 0.074mm 以下 

砂 0.074～2mm 

細礫 2～20mm 

中礫 20～50mm 

粗礫 50～100mm 

小石 100～200mm 

中石 200～500mm 

大石 500mm 以上 

不明 － 

 

 

 調査時期 

試験湛水前で、河川の流水が安定し捕獲がしやすくなる秋季と、幼虫が成長し種の同定がしやす

くなる冬季の2回実施した。 

 

 調査範囲 

調査範囲については、『参考資料1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果（参考図）』に示す。 
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 底生動物の確認状況 

 

本調査で確認した底生動物の出現種一覧を表 2.10-4 に示す。 

現地調査の結果、合計 4 門 6 網 15 目 60 科 130 種の底生動物が確認された。種レベルまで同定

できなかったものについても便宜上 1 種としてカウントした。地点別にみると、羽六井堰（St.1）

では 70 種、下田ノ垣内橋（St.2）では 87 種、だいにち橋（St.3）では 89種が確認された。 

分類群別種数(図 2.12-4)では、各地点ともカゲロウ目、トビケラ目、ハエ目が多く、地点間で分

類群の構成比の差はほとんどみられなかった。 

個体数(図 2.12-5)は、秋季はだいにち橋（St.3）、冬季は羽六井堰（St.1）で最も多く、秋季は羽

六井堰（St.1）、冬季はだいにち橋（St.3）で最も少なかった。 

分類群別個体数では、地点、季節を問わずカゲロウ目が多く、次いでトビケラ目あるいはハエ目

であった。 

 

表 2.12-2 底生動物の確認状況 
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図 2.12-4 令和元年度の確認種数（上図：種数、下図：組成比） 
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図 2.12-5 令和元年度の捕獲個体数（上図：個体数、下図：組成比） 

 

 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

秋季 冬季 秋季 冬季 秋季 冬季

羽六井堰

（St.1）
下田ノ垣内橋

(St.2)
だいにち橋

（St.3）

個
体

数
/0

.2
5㎡

その他

ハエ目（双翅目）

トンボ目（蜻蛉目）

トビケラ目（毛翅目）

コウチュウ目（鞘翅目）

カワゲラ目（セキ翅目）

カゲロウ目（蜉蝣目）

軟甲綱

腹足綱

二枚貝綱

ミミズ綱

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

秋季 冬季 秋季 冬季 秋季 冬季

羽六井堰

（St.1）
下田ノ垣内橋

(St.2)
だいにち橋

（St.3）

個
体

数
（

組
成

比
）

その他

ハエ目（双翅目）

トンボ目（蜻蛉目）

トビケラ目（毛翅目）

コウチュウ目（鞘翅目）

カワゲラ目（セキ翅目）

カゲロウ目（蜉蝣目）

軟甲綱

腹足綱

二枚貝綱



 

2.12-6 
 

表 2.12-3 令和元年度の確認種 秋季詳細（底生動物） 

 
注 1）表中の“+”は、湿重量が 1mg 未満であることを示す。 

注 2）生活型は基本的に以下の文献を参考としたが、他にも個々の文献や論文なども参考にしている。 
Merritt,R.W.& Cummins,K.W.(1996)：An Introuduction to the Aquatic Insects of North America[Third Edition],Kendall-Hunt Publishing Company,862pp. 

大田猛彦・高橋剛一朗（1999）：渓流生態砂防学,東京大学出版会,246pp. 

注 3）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。

N W N W N W

1 軟体動物門 腹足綱 新生腹足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina 1 1 3 107 5 8 1 1
2 環形動物門 ﾋﾙ綱 吻蛭目 ｳｵﾋﾞﾙ科 ﾅﾐｳｵﾋﾞﾙ Piscicola geometra 7 7
3 吻無蛭目 ｲｼﾋﾞﾙ科 ｲｼﾋﾞﾙ科 Erpobdellidae 1 1 1 29 1
4 節足動物門 軟甲綱 ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ Caridina multidentata 7 7 3 3
5 ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ Caridina leucosticta 4 4
6 ﾇﾏｴﾋﾞ Paratya compressa 13 13
7 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium formosense 5 5 1 1
8 ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium japonicum 2 2 5 5
9 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani 1 1 8 8

10 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonica 1 1 1 1 1 1
11 昆虫綱 ｶｹﾞﾛｳ目(蜉蝣目) ｶﾜｶｹﾞﾛｳ科 ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthus formosus 7 7 15 15
12 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ科 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata 1 6 2 3 10 1 1 5 20 21
13 ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ属 Caenis  sp. 1 1
14 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ﾎｿﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephemerella atagosana 2 2
15 ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephemerella setigera 1 2 1 18 43 18
16 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Teleganopsis punctisetae 3 9 3 9 26 4 13 9 21 4 13
17 ｺｶｹﾞﾛｳ科 ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Acentrella gnom 3 3 1 4 1 1 1 4 5 4
18 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 1 + 1 1 1 1
19 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica 2 1 2 2 3 2 2 3 2
20 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis 1 1 1
21 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 5 8 5 7 9 7
22 ｺｶｹﾞﾛｳ属 Baetis  sp. 5 7 5
23 ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳ Labiobaetis atrebatinus orientalis 1 1 1 1
24 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon  sp. 3 3 3 3 2 2
25 ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ Tenuibaetis flexifemora 1 1 1 1 + 1 1 1
26 ｺﾊﾞﾈﾋｹﾞﾄｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ Tenuibaetis parvipterus 4 5 4
27 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ科 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia valida 7 7 2 2
28 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科 ｷﾌﾞﾈﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus kibunensis 3 3 5 5
29 ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus tobiironis 2 7 2
30 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus yoshidae 1 3 1 2 2 8 23 25 1 1
31 ｵﾆﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus zhilzovae 2 7 2
32 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium 2 22 2 4 2 9 2 4 10 23 1 11
33 ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属 Rhithrogena  sp. 2 6 2
34 ﾄﾝﾎﾞ目(蜻蛉目) ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia 1 1
35 ﾔﾝﾏ科 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planaeschna milnei milnei 1 1
36 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ Davidius nanus 2 2
37 ｺｵﾆﾔﾝﾏ Sieboldius albardae 1 1 1 1
38 ﾋﾒｻﾅｴ Sinogomphus flavolimbatus 1 1 1 38 9 1
39 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii 1 1 4 4
40 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae 1 1
41 ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ科 ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ Macromia amphigena amphigena 4 4 4 4
42 ｶﾜｹﾞﾗ目(ｾｷ翅目) ｶﾜｹﾞﾗ科 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Flavoperla  sp. 2 7 2
43 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria  sp. 1 7 1 2 2 1 1
44 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla  sp. 7 51 9 16 27 27 1 4 10 11
45 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla  sp. 2 2
46 ｶﾒﾑｼ目(半翅目) ｶﾀﾋﾞﾛｱﾒﾝﾎﾞ科 ｹｼｶﾀﾋﾞﾛｱﾒﾝﾎﾞ属 Microvelia  sp. 1 1
47 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ目 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ科 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis 1 1
48 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis 2 556 6 8 3 20 3 6
49 ﾄﾋﾞｹﾗ目(毛翅目) ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineata 29 112 29
50 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia 3 9 7 1 2 7 2
51 ｵｵﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche dilatata 3 66 3
52 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis 7 32 7 3 15 3 39 203 2 41
53 ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp. 1 1 2 9 2
54 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp. 1 5 1
55 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Psychomyia  sp. 1 4 1
56 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata 5 160 5
57 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila nigrocephala 1 1
58 ｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai 2 2
59 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma  sp. 1 5 12 13
60 ｹﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾄｳﾖｳｸﾞﾏｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Gumaga orientalis 2 2
61 ﾊｴ目(双翅目) ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha  sp. 1 2 1 11 29 11
62 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma  sp. 3 3 10 1 3 3
63 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae 1 1
64 ﾕｽﾘｶ科 ﾎｿﾐﾕｽﾘｶ属 Dicrotendipes  sp. 12 12
65 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes  sp. 7 7 1 1
66 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius  sp. 1 + 1
67 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum  sp. 1 + 1 2 5 1 5 2 2
68 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia  sp. 1 + 1 2 2
69 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp. 2 + 2
70 ｶ科 ｶ科 Culicidae 2 2
71 ﾌﾞﾕ科 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium  sp. 1 1 2 3 2 1 2
72 ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 Stratiomyidae 1 1
73 ｱﾌﾞ科 ｱﾌﾞ科 Tabanidae 2 2 2 57 2 4
74 ｺｳﾁｭｳ目(鞘翅目) ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 ｱﾜﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ Zaitzevia awana 1 + 1 1 + 1 14 7 14
75 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ亜科 Elminae 1 1
76 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ科 ｸｼﾋｹﾞﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax granicollis 4 13 1 5 2 7 6 8
77 ﾎﾀﾙ科 ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ Luciola cruciata 1 1 1 1
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表 2.12-4 令和元年度の確認種 冬季詳細（底生動物） 

 
注 1）表中の“+”は、湿重量が 1mg 未満であることを示す。 

注 2）生活型は基本的に以下の文献を参考としたが、他にも個々の文献や論文なども参考にしている。 
Merritt,R.W.& Cummins,K.W.(1996)：An Introuduction to the Aquatic Insects of North America[Third Edition],Kendall-Hunt Publishing Company,862pp. 

大田猛彦・高橋剛一朗（1999）：渓流生態砂防学,東京大学出版会,246pp. 

注 3）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

N W N W N W

1 扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ科 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica 2 3 2 14 32 14

2 軟体動物門 腹足綱 新生腹足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina 7 313 6 13 2 2
3 環形動物門 ﾐﾐｽﾞ綱 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ目 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 Lumbriculidae 1 1
4 ﾋﾙ綱 吻蛭目 ｳｵﾋﾞﾙ科 ﾅﾐｳｵﾋﾞﾙ Piscicola geometra 1 5 1
5 節足動物門 軟甲綱 ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ﾐｽﾞﾑｼ科(甲) ﾐｽﾞﾑｼ(甲) Asellus hilgendorfi 2 2
6 ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ Caridina multidentata 4 4 2 2
7 ﾇﾏｴﾋﾞ Paratya compressa 6 6
8 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium formosense 1 1 1 1
9 ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium japonicum 1 2014 14 15 1 1

10 ｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens 2 2
11 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani 1 1 2 2
12 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonica 1 1
13 昆虫綱 ｶｹﾞﾛｳ目(蜉蝣目) ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ科 ﾅﾐﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia japonica 1 6 1 2 2
14 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ科 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata 5 5 22 22 23 23
15 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula 11 241 3 14 1 8 1
16 ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella nigra 3 76 4 7
17 ﾁｪﾙﾉﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella orientalis 1 1 6 14 6
18 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella basalis 3 101 3 1 1
19 ｷﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephemerella notata 3 3 17 17 2 2
20 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Teleganopsis punctisetae 3 7 1 4 246 418 246 21 26 21
21 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ科 ﾏｴｸﾞﾛﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Ameletus costalis 28 28 6 6
22 ｺｶｹﾞﾛｳ科 ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Acentrella gnom 208 223 208
23 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 5 7 5
24 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica 3 4 3 5 4 5 31 50 31
25 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis 1 1
26 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 7 33 32 39 11 48 11 77 246 11 88
27 ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ属 Nigrobaetis  sp. 1 1
28 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ科 ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ Isonychia valida 11 127 3 14 12 1032 2 14 1 1
29 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus yoshidae 10 16 3 13 49 109 14 63 3 3
30 ｵﾆﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus zhilzovae 1 1 1
31 ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus ikanonis 16 658 20 36 9 181 2 11 6 6
32 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium 36 83 36 43 98 2 45 4 22 4
33 ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ属 Rhithrogena  sp. 3 29 3
34 ﾄﾝﾎﾞ目(蜻蛉目) ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia 2 2
35 ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa 3 3
36 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾔﾏｻﾅｴ Asiagomphus melaenops 1 1 1 1
37 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama 13 13
38 ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ Davidius nanus 1 1
39 ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Melligomphus viridicostus 1 120 1
40 ﾋﾒｻﾅｴ Sinogomphus flavolimbatus 1 1
41 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii 2 2 1 1
42 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 Gomphidae 2 7 2 4 10 4
43 ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ科 ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ Macromia amphigena amphigena 6 6 1 1
44 ｶﾜｹﾞﾗ目(ｾｷ翅目) ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 Capniidae 5 5 2 5 2
45 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 ﾎｿｶﾜｹﾞﾗ科 Leuctridae 1 3 1
46 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ科 ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Amphinemura  sp. 4 7 1 5 9 17 9 1 5 1
47 ｸﾛｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Indonemoura nohirae 2 2
48 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 Nemoura  sp. 1 2 1 2 1 1 3 4
49 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗ科 Chloroperlidae 1 6 1 2
50 ｶﾜｹﾞﾗ科 ﾓﾝｶﾜｹﾞﾗ属 Calineuria  sp. 33 33 2 2 8 8
51 ｺﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Flavoperla  sp. 1 1 1 6 1
52 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ属 Kamimuria  sp. 1 85 1
53 ﾅｶﾞｶﾜｹﾞﾗ属 Kiotina  sp. 2 2
54 ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Neoperla  sp. 31 139 23 54 8 37 51 59 2 6 37 39
55 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella 1 1
56 ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗ属 Togoperla  sp. 3 11 3
57 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 ﾋﾒｶﾜｹﾞﾗ属 Stavsolus  sp. 13 424 13 2 28 2 3 69 1 4
58 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ科 Perlodidae 3 5 3
59 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ目 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ科 ﾀｲﾘｸｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes continentalis 1 1 1 1 3 3
60 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis 1 72 1 11 1983 7 18
61 ﾄﾋﾞｹﾗ目(毛翅目) ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineata 5 5 7 7
62 ｶﾞﾛｱｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche galloisi 46 68 46
63 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia 340 1378 340 141 1017 141 1 9 1
64 ｵｵﾔﾏｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche dilatata 1 54 1 3 217 5 8
65 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis 5 96 5 5 17 5 54 453 3 57
66 ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp. 1 3 1
67 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp. 1 1
68 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata 1 16 1 3 310 5 8
69 ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche sauteri 1 32 1
70 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma  sp. 3 7 3
71 ｶﾜﾘﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 1 1
72 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科 ｼﾝｼﾛｵｵﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ Ugandatrichia shinshiroensis 1 1 1
73 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala 2 14 2 18 105 18
74 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae 1 13 1 1 1 2 23 1 3
75 ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila nigrocephala 5 46 1 6 10 59 10 5 20 5
76 ﾔﾏﾅｶﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila yamanakensis 1 4 1 2 6 2
77 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila  sp. 1 19 1 2 2 2 1 3 1
78 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma  sp. 2 2 2 3 2 1 1 5 6
79 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾀﾃﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Ceraclea  sp. 2 1 2 3 3 3 1 1 1
80 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Leptoceridae 1 + 1
81 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche  sp. 3 3
82 ｹﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾄｳﾖｳｸﾞﾏｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Gumaga orientalis 20 20
83 ﾊｴ目(双翅目) ｵﾋﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ﾎｿｵﾋﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Dicranota  sp. 1 3 1 2
84 ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha  sp. 43 135 43 28 116 28 21 101 1 22
85 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma  sp. 3 68 1 4 3 202 2 5
86 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia  sp. 5 5
87 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula  sp. 2 2 6 6
88 ﾕｽﾘｶ科 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus  sp. 2 + 2
89 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella  sp. 2 + 2 2 + 2 2 + 2
90 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius  sp. 3 + 1 4 11 4 1 12 2 + 1 3
91 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum  sp. 9 3 9
92 ﾆｾｴﾘﾕｽﾘｶ属 Pseudorthocladius  sp. 2 + 2
93 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus  sp. 1 + 1
94 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus  sp. 3 + 3 64 8 64 7 + 7
95 ﾌﾞﾕ科 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium  sp. 85 171 85 65 163 65 12 19 1 13
96 ﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ科 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens 2 2 1 3 1
97 ｱﾌﾞ科 ｱﾌﾞ科 Tabanidae 1 8 1 2 3 10 3 6
98 ｺｳﾁｭｳ目(鞘翅目) ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae 1 1
99 ﾏﾙﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾏﾙﾄﾞﾛﾑｼ科 Georissidae 1 1

100 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ科 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes  sp. 1 + 1
101 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 ｱﾜﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ Zaitzevia awana 1 + 1 5 4 5
102 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ亜科 Elminae 3 1 3
103 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Ectopria opaca opaca 1 3 1
104 ｸｼﾋｹﾞﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax granicollis 9 245 1 10 2 23 6 8

31 50 37 69 38 67 0 0
866 6342 207 1073 802 4171 198 1000 363 4061 173 536

定量定性

個体数

合計

出現種類数 33
合計

43 45

上流域
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定量定性

個体数

合計

定量定性

個体数

合計

St.1
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St.2 St.3

ダム直下
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定性 定性
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定量
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定量
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種名No. 門 学名綱 目 科



 

2.12-8 
 

 

底生動物調査で確認された優占種の一覧を表2.12-5に示す。 

 

表 2.12-5 各地点の優占種 

 
注）優占種は、上位三種かつ 10％以上の個体数比率の種とした。表中の数字は個体数（割合％） 

  

単位：個体数（定量）

地点

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ    7( 15.91%) ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ  340( 39.26%)

ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属    7( 15.91%) ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ  208( 24.02%)

ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ    5( 11.36%) － －

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ   29( 39.19%) ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ  246( 30.67%)

ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ    9( 12.16%) ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ  141( 17.58%)

－ － － －

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ   39( 25.49%) ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ   77( 21.21%)

ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ   18( 11.76%) ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ   54( 14.88%)

－ － ｶﾞﾛｱｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ   46( 12.67%)

秋季 冬季

St.1

St.2

St.3
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 底生動物の経年的な確認状況  

 

底生動物調査における種数の経年変化を図2.12-6、個体数の経年変化を図2.12-7に示した。また、

確認況一覧（経年変化）を表2.12-6に示す。 

 

 

図2.12-6 底生動物の経年変化（種数） 

  

供用後 供用後 供用後 

供用後 供用後 供用後 
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図 2.12-7 底生動物の経年変化（個体数）
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表 2.12-6(1) 底生動物の確認状況一覧（経年変化） 

 
注 1）種の並び順、種名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2015 年 10 月）」に従った。 

注 2）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 3）重要種及び外来種の選定基準は表末の注釈に示した。 

  

H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1

1 刺胞動物門 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 ﾊﾅｸﾗｹﾞ目 ﾋﾄﾞﾗ科 ﾋﾄﾞﾗ科 Hydridae 〇
2 扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ科 ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ Dugesia japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 -- -- 有棒状体綱 Rhabditophora 〇
4 紐形動物門 有針綱 ﾊﾘﾋﾓﾑｼ目 ﾏﾐｽﾞﾋﾓﾑｼ科 ﾐﾐｽﾞﾋﾓﾑｼ属 Prostoma  sp. 〇 〇
5 類線形動物門 ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ綱 ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ目 ｻﾞﾗﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ科 ｻﾞﾗﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ科 Chordodidae 〇
6 軟体動物門 腹足綱 新生腹足目 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 ﾐｽﾞﾂﾎﾞ科 ﾎﾗｱﾅﾐｼﾞﾝﾆﾅ Bythinella nipponica 〇 VU SI
8 汎有肺目 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ｺｼﾀﾞｶﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Fossaria truncatula 〇 〇 DD 国外

9 ｻｶﾏｷｶﾞｲ科 ｻｶﾏｷｶﾞｲ Physa acuta 〇 〇 国外

10 ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ科 ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ Gyraulus chinensis spirillus 〇 DD
11 ｶﾜｺｻﾞﾗｶﾞｲ科 ｶﾜｺｻﾞﾗｶﾞｲ Laevapex nipponica 〇
12 二枚貝綱 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目 ｼｼﾞﾐ科 ｼｼﾞﾐ属 Corbicula  sp. 〇
13 ﾏﾒｼｼﾞﾐ科 ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp. 〇 〇 〇 〇
14 環形動物門 ﾐﾐｽﾞ綱 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ目 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ属 Lumbriculus  sp. 〇 〇 〇
15 ｲﾄﾐﾐｽﾞ目 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ科 ﾋﾒﾐﾐｽﾞ属 Enchytraeus  sp. 〇
16 ﾐｽﾞﾋﾒﾐﾐｽﾞ属 Marionina  sp. 〇
17 ﾅｶﾋﾒﾐﾐｽﾞ属 Mesenchytraeus sp. 〇
18 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 ｴﾗﾐﾐｽﾞ Branchiura sowerbyi 〇
19 ﾓﾄﾑﾗﾕﾘﾐﾐｽﾞ Limnodrilus claparedianus 〇
20 ﾕﾘﾐﾐｽﾞ Limnodrilus hoffmeisteri 〇
21 ﾅﾐﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ Nais communis 〇 〇 〇 〇
22 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais  sp. 〇 〇
23 ﾊﾔｾﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ Piguetiella denticulata 〇 〇 〇
24 Pristina leidyi Pristina leidyi 〇
25 ｲﾄﾐﾐｽﾞ属 Tubifex  sp. 〇
26 ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科 Tubificinae 〇 〇
27 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ亜科 Naidinae 〇 〇 〇 〇 〇 〇
28 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 Naididae 〇 〇 〇 〇
29 -- ｲﾄﾐﾐｽﾞ目 Tubificida 〇
30 ﾂﾘﾐﾐｽﾞ目 ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科 ﾌﾄﾐﾐｽﾞ科 Megascolecidae 〇 〇
31 -- ﾂﾘﾐﾐｽﾞ目 Lumbricida 〇
32 ﾋﾙ綱 吻蛭目 ｳｵﾋﾞﾙ科 ﾅﾐｳｵﾋﾞﾙ Piscicola geometra 〇
33 ｳｵﾋﾞﾙ科 Piscicolidae 〇 〇
34 吻無蛭目 ｲｼﾋﾞﾙ科 ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ Dina lineata 〇 〇
35 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ Erpobdella testacea 〇
36 ｲｼﾋﾞﾙ科 Erpobdellidae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
37 ﾅｶﾞﾚﾋﾞﾙ科 ﾅｶﾞﾚﾋﾞﾙ科 Salifidae 〇 〇
38 節足動物門 ｸﾓ綱(蛛形綱) ﾀﾞﾆ目 ﾋｮｳﾀﾝﾀﾞﾆ科 ﾋｮｳﾀﾝﾀﾞﾆ属 Protzia  sp. 〇 〇 〇 〇
39 ｱｵｲﾀﾞﾆ科 ｱｵｲﾀﾞﾆ属 Lebertia  sp. 〇 〇 〇 〇
40 ﾅｶﾞﾚﾀﾞﾆ科 ﾅｶﾞﾚﾀﾞﾆ属 Sperchon sp. 〇 〇 〇 〇 〇
41 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ科 ｹｲﾘｭｳﾀﾞﾆ属 Torrenticola  sp. 〇 〇 〇 〇
42 ｵﾖｷﾞﾀﾞﾆ科 ﾏｶﾞﾘｱｼﾀﾞﾆ属 Atractides  sp. 〇 〇
43 ｵﾖｷﾞﾀﾞﾆ属 Hygrobates  sp. 〇 〇 〇 〇 〇
44 軟甲綱 ﾖｺｴﾋﾞ目 ﾖｺｴﾋﾞ科 ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ Gammarus nipponensis 〇 〇 〇
45 ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ﾐｽﾞﾑｼ科(甲) ﾐｽﾞﾑｼ(甲) Asellus hilgendorfi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
46 ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ Caridina multidentata 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
47 ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ Caridina leucosticta 〇 〇 〇 〇
48 ﾄｹﾞﾅｼﾇﾏｴﾋﾞ Caridina typus 〇 〇
49 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ Neocaridina denticulata 〇
50 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 Neocaridina  sp. 〇
51 ﾇﾏｴﾋﾞ Paratya compressa 〇 〇 〇 〇 〇
52 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium formosense 〇 〇 〇 〇 〇 〇
53 ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium japonicum 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
54 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium nipponense 〇 〇 〇
55 ｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens 〇 〇 〇 〇 〇
56 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶﾞﾆ Geothelphusa dehaani 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
57 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
58 昆虫綱 ｶｹﾞﾛｳ目(蜉蝣目) ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Choroterpes altioculus 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
59 ﾅﾐﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇
60 ﾄｹﾞﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia spinosa 〇 〇 〇
61 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 Paraleptophlebia  sp. 〇
62 ｶﾜｶｹﾞﾛｳ科 ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthus formosus 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
63 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ科 ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera japonica 〇 〇 〇 〇 〇
64 ﾄｳﾖｳﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera orientalis 〇 〇 〇
65 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
66 ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ科 ﾋﾒｼﾛｶｹﾞﾛｳ属 Caenis  sp. 〇 〇 〇
67 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ｵｵｸﾏﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella elongatula 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
68 ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella nigra 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
69 ﾁｪﾙﾉﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella orientalis 〇 〇
70 ﾄｳﾖｳﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ属 Cincticostella sp. 〇 〇 〇 〇
71 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella basalis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
72 ﾄｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ属 Drunella  sp. 〇 〇 〇 〇 〇
73 ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephacerella longicaudata 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
74 ﾎｿﾊﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephemerella atagosana 〇 〇
75 ｷﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephemerella notata 〇 〇 〇
76 ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Ephemerella setigera 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
77 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ属 Ephemerella  sp. 〇
78 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Teleganopsis punctisetae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
79 ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Torleya japonica 〇 〇 〇 〇
80 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 Ephemerellidae 〇 〇 〇 〇
81 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ科 ﾏｴｸﾞﾛﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Ameletus costalis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
82 ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属 Ameletus  sp. 〇 〇 〇
83 ｺｶｹﾞﾛｳ科 ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Acentrella gnom 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
84 ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Acentrella sibirica 〇 〇
85 ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Acentrella  sp. 〇 〇
86 ﾖｼﾉｺｶｹﾞﾛｳ Alainites yoshinensis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
87 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
88 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Baetiella  sp. 〇 〇
89 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
90 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
91 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
92 Fｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. F 〇
93 Jｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sp. J 〇 〇 〇 〇 〇
94 ｺｶｹﾞﾛｳ属 Baetis  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇
95 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ Cloeon dipterum 〇
96 ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳ Labiobaetis atrebatinus orientalis 〇 〇 〇 〇 〇
97 Dｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. D 〇 〇 〇 〇 〇 〇
98 Iｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. I 〇 〇 〇
99 ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ属 Nigrobaetis  sp. 〇 〇 〇

100 ﾋﾒｳｽﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ属 Procloeon  sp. 〇 〇 〇 〇 〇
101 ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ Tenuibaetis flexifemora 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
102 ｺﾊﾞﾈﾋｹﾞﾄｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ Tenuibaetis parvipterus 〇 〇 〇 〇 〇
103 ｺｶｹﾞﾛｳ科 Baetidae 〇 〇
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表 2.12-6(2) 底生動物の確認状況一覧（経年変化） 

 
注 1）種の並び順、種名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2015 年 10 月）」に従った。 

注 2）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 3）重要種及び外来種の選定基準は表末の注釈に示した。 

H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1

206 節足動物門 昆虫綱 ﾄﾋﾞｹﾗ目(毛翅目) ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ Dolophilodes japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇
207 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp. 〇 〇 〇 〇 〇
208 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp. 〇
209 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp. 〇 〇 〇
210 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Lype属 Lype sp. 〇
211 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Psychomyia  sp. 〇 〇 〇
212 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
213 ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche sauteri 〇 〇 〇
214 ｷﾌﾞﾈｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｷﾌﾞﾈｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Melanotrichia  sp. 〇
215 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum 〇
216 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
217 ｶﾜﾘﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
218 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
219 ｼﾝｼﾛｵｵﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ Ugandatrichia shinshiroensis 〇
220 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
221 ｲﾄｳﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila itoi 〇
222 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
223 ｷｿﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kisoensis 〇 〇
224 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi 〇 〇 〇 〇
225 ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila nigrocephala 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
226 ﾆｯﾎﾟﾝﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila nipponica 〇 〇 〇
227 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis 〇 〇 〇
228 ﾔﾏﾅｶﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila yamanakensis 〇 〇 〇 〇 〇 〇
229 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
230 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 Rhyacophilidae 〇
231 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp. 〇 〇 〇
232 ｶｸｽｲﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense 〇 〇
233 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi 〇
234 ｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai 〇 〇 〇 〇 〇
235 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
236 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ属 Goera sp. 〇 〇
237 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ Helicopsyche yamadai 〇
238 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne 〇
239 ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma japonicum 〇 〇 〇
240 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
241 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾂﾀﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Athripsodes tsudai 〇 〇
242 ﾀﾃﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Ceraclea  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
243 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Leptocerus sp. 〇
244 ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Mystacides  sp. 〇
245 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp. 〇 〇 〇
246 ｾﾝｶｲﾄﾋﾞｹﾗ属 Triaenodes sp. 〇
247 ﾋﾒｾﾄﾄﾋﾞｹﾗ Trichosetodes japonicus 〇
248 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Leptoceridae 〇
249 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 Limnephilidae 〇
250 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp. 〇
251 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche  sp. 〇
252 ｹﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾄｳﾖｳｸﾞﾏｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Gumaga orientalis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
253 -- ﾄﾋﾞｹﾗ目(毛翅目) Trichoptera 〇
254 ﾊｴ目(双翅目) ｵﾋﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ﾎｿｵﾋﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Dicranota sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
255 ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
256 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
257 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp. 〇 〇 〇
258 ﾓﾛﾌｨﾙｽ属 Molophilus sp. 〇
259 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia  sp. 〇
260 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
261 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae 〇 〇
262 ｱﾐｶ科 ﾋﾒﾅﾐｱﾐｶ Blepharicera japonica 〇
263 ﾅﾐｱﾐｶ属 Blepharicera sp. 〇 〇
264 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 ﾊﾏﾀﾞﾗﾁｮｳﾊﾞｴ属 Pericoma sp. 〇 〇
265 ﾁｮｳﾊﾞｴ属 Psychoda sp. 〇
266 ﾇｶｶ科 Atrichopogon属 Atrichopogon sp. 〇 〇
267 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae 〇 〇 〇 〇 〇 〇
268 ﾕｽﾘｶ科 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇
269 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp. 〇 〇 〇 〇 〇
270 ﾊﾀﾞｶﾕｽﾘｶ属 Cardiocladius  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
271 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus  sp. 〇 〇
272 ﾋﾗｱｼﾕｽﾘｶ属 Clinotanypus  sp. 〇
273 ﾄﾗﾌﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp. 〇 〇 〇
274 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp. 〇
275 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp. 〇 〇 〇
276 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp. 〇 〇
277 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp. 〇 〇 〇
278 ﾎｿﾐﾕｽﾘｶ属 Dicrotendipes  sp. 〇
279 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
280 ｳﾝﾓﾝｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heleniella  sp. 〇
281 ﾌﾕﾕｽﾘｶ属 Hydrobaenus sp. 〇
282 ｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Metriocnemus sp. 〇
283 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra  sp. 〇 〇 〇 〇 〇
284 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
285 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp. 〇
286 ﾆｲﾂﾏﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ Neobrillia longistyla 〇
287 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp. 〇
288 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
289 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp. 〇
290 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes  sp. 〇
291 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
292 ｶﾓﾔﾏﾕｽﾘｶ Potthastia longimanus 〇
293 ｻﾜﾕｽﾘｶ属 Potthastia sp. 〇
294 ｸﾛﾊﾞﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Psectrotanypus sp. 〇
295 ﾆｾｴﾘﾕｽﾘｶ属 Pseudorthocladius  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇
296 ｲｽﾞﾐｴﾘﾕｽﾘｶ属 Psilometriocnemus sp. 〇 〇 〇
297 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus  sp. 〇 〇 〇
298 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp. 〇 〇 〇 〇 〇
299 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇
300 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp. 〇 〇 〇
301 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾕｽﾘｶ属 Stictochironomus sp. 〇 〇
302 ﾑﾅｸﾎﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Synorthocladius sp. 〇
303 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
304 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp. 〇
305 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia  sp. 〇 〇 〇
306 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. 〇 〇 〇 〇
307 ﾔﾏﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Zavrelimyia sp. 〇 〇
308 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae 〇 〇 〇
309 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
310 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
311 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae 〇 〇
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表 2.12-6 (3) 底生動物の確認状況一覧（経年変化） 

 
注 1）種の並び順、種名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2015 年 10 月）」に従った。 

注 2）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 3）重要種及び外来種の選定基準は表末の注釈に示した。

H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1

206 節足動物門 昆虫綱 ﾄﾋﾞｹﾗ目(毛翅目) ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ Dolophilodes japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇
207 ﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Dolophilodes sp. 〇 〇 〇 〇 〇
208 ﾋﾒﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Wormaldia  sp. 〇
209 ｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾐﾔﾏｲﾜﾄﾋﾞｹﾗ属 Plectrocnemia  sp. 〇 〇 〇
210 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Lype属 Lype sp. 〇
211 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Psychomyia  sp. 〇 〇 〇
212 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
213 ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche sauteri 〇 〇 〇
214 ｷﾌﾞﾈｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｷﾌﾞﾈｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Melanotrichia  sp. 〇
215 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma ussuricum 〇
216 ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 Glossosoma sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
217 ｶﾜﾘﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾂﾒﾅｶﾞﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Apsilochorema sutshanum 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
218 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
219 ｼﾝｼﾛｵｵﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ Ugandatrichia shinshiroensis 〇
220 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋﾛｱﾀﾏﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila brevicephala 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
221 ｲﾄｳﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila itoi 〇
222 ｶﾜﾑﾗﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kawamurae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
223 ｷｿﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila kisoensis 〇 〇
224 ﾚｾﾞｲﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila lezeyi 〇 〇 〇 〇
225 ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila nigrocephala 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
226 ﾆｯﾎﾟﾝﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila nipponica 〇 〇 〇
227 ｼｺﾂﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila shikotsuensis 〇 〇 〇
228 ﾔﾏﾅｶﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Rhyacophila yamanakensis 〇 〇 〇 〇 〇 〇
229 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 Rhyacophila sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
230 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ科 Rhyacophilidae 〇
231 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 Apatania sp. 〇 〇 〇
232 ｶｸｽｲﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾊﾅｾﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema hanasense 〇 〇
233 ｳｴﾉﾏﾙﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Micrasema uenoi 〇
234 ｱｼｴﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ Anisocentropus kawamurai 〇 〇 〇 〇 〇
235 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
236 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ属 Goera sp. 〇 〇
237 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ｶﾀﾂﾑﾘﾄﾋﾞｹﾗ Helicopsyche yamadai 〇
238 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ科 ｵｵｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma crassicorne 〇
239 ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ Lepidostoma japonicum 〇 〇 〇
240 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lepidostoma sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
241 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾂﾀﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Athripsodes tsudai 〇 〇
242 ﾀﾃﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Ceraclea  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
243 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Leptocerus sp. 〇
244 ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Mystacides  sp. 〇
245 ｸｻﾂﾐﾄﾋﾞｹﾗ属 Oecetis sp. 〇 〇 〇
246 ｾﾝｶｲﾄﾋﾞｹﾗ属 Triaenodes sp. 〇
247 ﾋﾒｾﾄﾄﾋﾞｹﾗ Trichosetodes japonicus 〇
248 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 Leptoceridae 〇
249 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ科 Limnephilidae 〇
250 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Molanna sp. 〇
251 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾏﾙﾊﾞﾈﾄﾋﾞｹﾗ属 Phryganopsyche  sp. 〇
252 ｹﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾄｳﾖｳｸﾞﾏｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Gumaga orientalis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
253 -- ﾄﾋﾞｹﾗ目(毛翅目) Trichoptera 〇
254 ﾊｴ目(双翅目) ｵﾋﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ﾎｿｵﾋﾞﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Dicranota sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
255 ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
256 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Hexatoma sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
257 ｶｽﾘﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Limnophila sp. 〇 〇 〇
258 ﾓﾛﾌｨﾙｽ属 Molophilus sp. 〇
259 ｵﾙﾓｼｱ属 Ormosia  sp. 〇
260 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
261 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 Tipulidae 〇 〇
262 ｱﾐｶ科 ﾋﾒﾅﾐｱﾐｶ Blepharicera japonica 〇
263 ﾅﾐｱﾐｶ属 Blepharicera sp. 〇 〇
264 ﾁｮｳﾊﾞｴ科 ﾊﾏﾀﾞﾗﾁｮｳﾊﾞｴ属 Pericoma sp. 〇 〇
265 ﾁｮｳﾊﾞｴ属 Psychoda sp. 〇
266 ﾇｶｶ科 Atrichopogon属 Atrichopogon sp. 〇 〇
267 ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae 〇 〇 〇 〇 〇 〇
268 ﾕｽﾘｶ科 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Ablabesmyia sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇
269 ｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Brillia sp. 〇 〇 〇 〇 〇
270 ﾊﾀﾞｶﾕｽﾘｶ属 Cardiocladius  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
271 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus  sp. 〇 〇
272 ﾋﾗｱｼﾕｽﾘｶ属 Clinotanypus  sp. 〇
273 ﾄﾗﾌﾕｽﾘｶ属 Conchapelopia sp. 〇 〇 〇
274 ｺﾅﾕｽﾘｶ属 Corynoneura sp. 〇
275 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus sp. 〇 〇 〇
276 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus sp. 〇 〇
277 ｽｼﾞｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Demicryptochironomus sp. 〇 〇 〇
278 ﾎｿﾐﾕｽﾘｶ属 Dicrotendipes  sp. 〇
279 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
280 ｳﾝﾓﾝｴﾘﾕｽﾘｶ属 Heleniella  sp. 〇
281 ﾌﾕﾕｽﾘｶ属 Hydrobaenus sp. 〇
282 ｹﾊﾞﾈｴﾘﾕｽﾘｶ属 Metriocnemus sp. 〇
283 ﾅｶﾞｽﾈﾕｽﾘｶ属 Micropsectra  sp. 〇 〇 〇 〇 〇
284 ﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ属 Microtendipes sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
285 ﾓﾝﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Natarsia sp. 〇
286 ﾆｲﾂﾏﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ Neobrillia longistyla 〇
287 ﾎｿｹﾌﾞｶｴﾘﾕｽﾘｶ属 Neobrillia sp. 〇
288 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
289 ｵｵﾕｷﾕｽﾘｶ属 Pagastia sp. 〇
290 ｶﾜﾘﾕｽﾘｶ属 Paratendipes  sp. 〇
291 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
292 ｶﾓﾔﾏﾕｽﾘｶ Potthastia longimanus 〇
293 ｻﾜﾕｽﾘｶ属 Potthastia sp. 〇
294 ｸﾛﾊﾞﾇﾏﾕｽﾘｶ属 Psectrotanypus sp. 〇
295 ﾆｾｴﾘﾕｽﾘｶ属 Pseudorthocladius  sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇
296 ｲｽﾞﾐｴﾘﾕｽﾘｶ属 Psilometriocnemus sp. 〇 〇 〇
297 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus  sp. 〇 〇 〇
298 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia sp. 〇 〇 〇 〇 〇
299 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇
300 ﾊﾑｸﾞﾘﾕｽﾘｶ属 Stenochironomus sp. 〇 〇 〇
301 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾕｽﾘｶ属 Stictochironomus sp. 〇 〇
302 ﾑﾅｸﾎﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Synorthocladius sp. 〇
303 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
304 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella sp. 〇
305 ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Trissopelopia  sp. 〇 〇 〇
306 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. 〇 〇 〇 〇
307 ﾔﾏﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Zavrelimyia sp. 〇 〇
308 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae 〇 〇 〇
309 ﾕｽﾘｶ亜科 Chironominae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
310 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
311 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae 〇 〇
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表 2.12-6 (4) 底生動物の確認状況一覧（経年変化） 

 
注 1）種の並び順、種名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2015 年 10 月）」に従った。 

注 2）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

注 3）重要種及び外来種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（重要種の選定基準） 

天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号，昭和 25 年 5月 30 日）    

種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号，平成 4年 6月 5日） 

環境省 RL：レッドリスト 2017 (http://www.env.go.jp/press/101457.html、環境省，平成 27 年) 

VU･･･絶滅危惧Ⅱ類、DD･･･情報不足 

和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然 和歌山県レッドデータブック【2012 年改訂版】（和歌山県、平成 24 年） 

NT･･･準絶滅危惧、SI・・・学術的重要 

（外来種の選定基準） 

外来生物法：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（環境省、2015 年 10 月１日版） 

外来種リスト：我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（環境省、2015 年） 

外来種ハンドブック，地人書館，390pp.等の掲載種（「日本生態学会編、2002 年 9月）【その他】 

           国外・・・国外外来種  

H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1 H24 H25 H26 H27 H28 Ｈ29 H30 R1

312 節足動物門 昆虫綱 ﾊｴ目(双翅目) ｶ科 ﾊﾄﾘﾔﾌﾞｶ Aedes hatorii 〇
313 ﾊﾏﾀﾞﾗｶ属 Anopheles sp. 〇
314 ｶ科 Culicidae 〇
315 ﾎｿｶ科 ﾏﾀﾞﾗﾎｿｶ Dixa longistyla 〇
316 ﾎｿｶ科 Dixidae 〇
317 ﾌﾞﾕ科 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium sp. 〇 〇
318 ｵｵﾌﾞﾕ属 Prosimulium sp. 〇
319 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium sp. 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
320 ﾌﾞﾕ科 Simuliidae 〇
321 ﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ科 ｸﾛﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Asuragina caerulescens 〇 〇 〇 〇
322 ｺﾓﾝﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ Atrichops morimotoi 〇 〇 〇 〇 〇
323 ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 Chorisops属 Chorisops sp. 〇
324 ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 Stratiomyidae 〇 〇
325 ｱﾌﾞ科 ｼﾛﾌｱﾌﾞ Tabanus trigeminus 〇 〇
326 ｱﾌﾞ科 Tabanidae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
327 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 Dolichopodidae 〇 〇 〇 〇
328 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 Empididae 〇 〇 〇
329 ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科 ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科 Ephydridae 〇 〇
330 ｺｳﾁｭｳ目(鞘翅目) ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｷﾎﾞｼｹｼｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Allopachria flavomaculata 〇 DD NT
331 ﾏﾙｹｼｹﾞﾝｺﾞﾛｳ属 Hydrovatus sp. 〇
332 ﾓﾝｷﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus pictipennis 〇 〇 〇 〇 〇
333 ﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ亜科 Agabinae 〇
334 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 Dytiscidae 〇
335 ﾏﾙﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾏﾙﾄﾞﾛﾑｼ科 Georissidae 〇
336 ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ科 ｾｽｼﾞﾀﾞﾙﾏｶﾞﾑｼ Ochthebius inermis 〇
337 ｶﾞﾑｼ科 ﾂﾔﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ Agraphydrus narusei 〇 〇
338 ﾁﾋﾞﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ Enochrus esuriens 〇
339 ﾏﾙｶﾞﾑｼ Hydrocassis lacustris 〇
340 ｺﾓﾝｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ Laccobius oscillans 〇 〇
341 ｼｼﾞﾐｶﾞﾑｼ属 Laccobius sp. 〇 〇 〇 〇
342 ﾋﾒｶﾞﾑｼ Sternolophus rufipes 〇
343 ｶﾞﾑｼ科 Hydrophilidae 〇
344 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ科 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Elodes sp. 〇 〇 〇 〇
345 ｹｼﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属 Hydrocyphon sp. 〇 〇 〇 〇 〇
346 ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ科 Scirtidae 〇 〇 〇 〇
347 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾄﾞﾛﾑｼ Dryopomorphus extraneus 〇
348 ｷﾍﾞﾘﾅｶﾞｱｼﾄﾞﾛﾑｼ Grouvellinus marginatus 〇
349 ﾅｶﾞｱｼﾄﾞﾛﾑｼ属 Grouvellinus  sp. 〇
350 ﾂﾔﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ Optioservus nitidus 〇
351 ﾏﾙﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ属 Optioservus sp. 〇
352 ｺﾞﾄｳﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ Ordobrevia gotoi 〇 〇 〇 〇
353 ﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ属 Ordobrevia sp. 〇 〇 〇
354 ｹｽｼﾞﾄﾞﾛﾑｼ属 Pseudamophilus sp. 〇
355 ｲﾌﾞｼｱｼﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ Stenelmis nipponica 〇
356 ｱﾜﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ Zaitzevia awana 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
357 ﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ Zaitzevia nitida 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
358 ﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ属 Zaitzevia sp. 〇 〇 〇
359 ﾎｿﾋﾒﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ Zaitzeviaria gotoi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
360 ﾋﾒﾂﾔﾄﾞﾛﾑｼ属 Zaitzeviaria sp. 〇 〇
361 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ亜科 Elminae 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
362 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 Elmidae 〇 〇 〇 〇 〇 〇
363 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Ectopria opaca opaca 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
364 ｸｼﾋｹﾞﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax granicollis 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
365 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax ramicornis 〇 〇 〇
366 ﾁﾋﾞﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Macroeubria lewisi 〇
367 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Mataeopsephus japonicus 〇 〇 〇
368 ﾏｽﾀﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Malacopsephenoides japonicus 〇
369 ﾏﾙﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Schinostethus brevis 〇

370 ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ科 ﾀﾃｽｼﾞﾋﾒﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Drupeus vittipennis 〇 〇

371 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ属 Paralichas sp. 〇 〇
372 ﾎﾀﾙ科 ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ Luciola cruciata 〇 〇 〇
373 ﾊﾁ目(膜翅目) ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ﾐｽﾞﾊﾞﾁ Agriotypus gracilis 〇
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優占種の経年変化を表2.12-7に示す。 

表 2.12-7 優占種の経年変化 
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ダム供用前後の多様度指数の変化を図2.12-8に示す。 

 
注 1）多様度指数（Index of species diversity）は、種の豊かさ（種数が多い）と種間の均等性を表した一つの統

計量であり（森下，1996）、指数が高いほど多様な群集を、低いほど単純な群集を示し、多くの指数が提案されてい

る（木元，1976；森下，1996）。 

注 2）多様度指数の算出 

Shannon & Weaver(1946)の多様性指数（H'）（木元，1976） 

    S 

H’＝－∑ pｉlog２pｉ 

   ｉ＝1 

 ここで、pｉ：i種の個体数が総個体数に占める割合，S：種数 

注 3）破線は各地点の平均値を示す。 

 

図 2.12-8 多様度指数 
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ダム供用前後の底生動物の生活型の種数を図2.12-9、生活型のうち造網型の個体数を図2.12-10に

示す（解説：表2.12-10）。 

 

 

 

図 2.12-9 生活型  

供用後 供用後 供用後 
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図 2.12-10 生活型（造網型） 

 

供用後 供用後 供用後 

供用後 供用後 供用後 
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各地点の平均スコア値を図2.12-11に示した（解説：表2.12-11）。 

 

 

図 2.12-11 平均スコア法による水質判定結果 

 

 

水質判定結果を表2.12-8に示す（解説：表2.12-12）。 

 

表 2.12-8 水質判定結果 

調査時期 季節 羽六井堰 下田ノ垣内橋 だいにち橋 

平成 24 年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

平成 25 年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

平成 26 年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

平成 27 年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

平成 28 年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

平成 29 年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

平成 30 年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

令和元ｓ年度 
秋 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 

冬 Ⅰ Ⅰ Ⅰ 
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１ 

１0 

汚濁の程度が大き

く、周辺開発が進む

など、人為影響も大

きい河川環境 

汚濁の程度が少な

く、自然状態に近い

など、人為影響も少

ない河川環境 

判定：Ｉ（きれいな水）、II（ややきれいな水）、III（きたない水）、IV（とてもきたない水） 
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図 2.12-12 切目川ダム供用前後のヒゲナガカワトビケラとシマトビケラ類の変化 

 

供用後 供用後 供用後 

供用後 供用後 供用後 



 

2.12-21 
 

 解説 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.12-9 多様度指数の算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.12-10 底生動物の生活型区分 

区分 特徴 代表的な分類群 

造網型 基質表面上に、採餌用の捕獲網と巣を固着させ、

その巣の中に生息しているもの 

ヒゲナガカワトビケラ科、シマトビケラ科、イワトビ

ケラ科、カワトビケラ科等 

固着型 基質表面上に巣を固着しているもの ブユ科、アミカ科、カイメン科 

匍匐型 ・粘液に覆われた体であり、様々な基質上をゆっく

り歩くもの 

・よく発達した脚部で、様々な基質上を中程度のス

ピードで歩いて移動するもの 

・ウズムシ類、マキガイ類等 

 

・マダラカゲロウ科、カワゲラ科、ナガレトビケラ

科等 

滑行型 ・扁平な体形で滑らかな基質表面を滑るように素早

く移動するもの 

・ヒラタカゲロウ科、ヒラタドロムシ科等 

 

携巣型 様々な材料で作った携帯可能な巣を持って、ゆっ

くり移動するもの 

ヒメトビケラ科、ヤマトビケラ科、ニンギョウトビケラ

科等 

遊泳型 流線型の体形をしており、泳いで生活するもの コカゲロウ科、チラカゲロウ科等 

掘潜型 河床材料（砂、泥等）中に潜り込んで生活するもの ・トビイロカゲロウ属、カワカゲロウ属、モンカゲロ

ウ科、イトミミズ目、ガガンボ科、ユスリカ属等 

寄生型 主に寄生生活をするもの ミズバチ等 

注 1）森下郁子（1986）：指標生物学～生物モニタリングの考え方  

注 2）Merrit,R.W. and K.W.Cummins (2008)： An introduction to the aquatic insects of North America 

 3rd ed. Kendall/Hunt Publishing Company, USA.  

注 3）竹門康弘（2005）：底生動物の生活型と摂食機能群による河川生態系評価、日本生態学会誌 55 

【解説-多様度指数】 

多様度指数（Index of species diversity）は、種の豊かさ（種数が多い）と種間の均等性を表した一つ

の統計量であり（森下，1996）、指数が高いほど多様な群集を、低いほど単純な群集を示し、多くの指

数が提案されている（木元，1976；森下，1996）。 

 

 

Shannon & Weaver(1946)の多様性指数（H'）（木元，1976） 

    S 

H’＝－∑ pｉlog２pｉ 

   ｉ＝1 

 ここで、pｉ：i種の個体数が総個体数に占める割合，S：種数 

【解説－生活型】 

底生動物の生活型とは、底生動物の生活様式による区分であり、底生動物を評価する際には広く

一般的に用いられる区分方法である。 
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スコア値の算出については、スコア表を用い、採集された大型底生動物の各科のスコア値を

地点毎に合計し、総スコア値（スコア値合計）を算出する。次に、総スコア値を採集された「科」

の合計で割ったものを、平均スコア値として算出する。 

以下に平均スコア値の計算例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）環境庁水質保全局. 1992. 大型底生動物による河川水域環境評価のための調査マニュアル(案)を参考 

 

No. 出現した科 スコア値
1 ヒメフタオカゲロウ科 8
2 コカゲロウ科 6
3 モンカゲロウ科 8
4 シマトビケラ科 7
5 サンカクアタマウズムシ科 7
6 ヒル綱 2
7 ミズムシ科 2

科の合計 7
スコア値合計 40
平均スコア値 =40÷7＝ 5.71

平均スコア値・計算例 

この値が平

均スコア値

【解説－平均スコア法】 

河川に生息する生物の種数や個体数、種組成等を用いて、総合的な水質環境を評価する手法のひ

とつとして「科レベル平均スコア法」（以下、平均スコア法）がある。この手法は、イギリスにおい

て生物学的水質評価法を標準化するために作られたワーキンググループ（Biological Monitoring 
Working Party）が提唱した方法を日本向けに改良したものである。 
スコア値は、河川の水質環境に加え、周辺環境もあわせた総合的な河川環境の良好さを相対的に

表す指標である。平均スコア値は 1～10 の値をとり、値が大きいほどよい環境であることを示す。 

１ １0 
汚濁の程度が少なく、自然状態

に近いなど、人為影響も少ない

河川環境 

汚濁の程度が大きく、周辺

開発が進むなど、人為影響

も大きい河川環境 
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2.13  河岸植生調査 

2.13.1. 調査概要 

河岸植生調査は、平成 24年度よりモニタリング調査が実施されている。 

今年度も継続して、ダムの上下流及び湛水予定地において、河岸植物群落を対象として、切目

川ダム建設に伴う湛水や冠水頻度の変化等による河岸植生に対する影響を把握し、必要に応じて

保全対策を講ずることを目的として、河岸植生調査を実施した。 

 

2.13.2. 調査方法 

ダム下流 2測線、ダム湛水予定地 1測線、ダム上流 1測線の 4測線を対象とし、幅 10ｍの調査区

を設定してベルトトランセクト調査を実施した。 

測線において、測線内の植物群落を区分し、植物群落内の植物種を記録した。また、スケッチ、写

真撮影を行い、植生断面図を作成した。 

 

2.13.3. 調査時期 

多くの植物が繁茂する夏季に実施した。 

 

2.13.4. 調査範囲 

ダム下流 2線、ダム湛水予定地 1線、ダム上流 1測線の 4測線を対象とした。 

測線の位置図は調査範囲及び調査区間位置図については、『参考資料 1-2：切目川ダム環境モニ

タリング調査結果（参考図）』に示す。 

ダム下流 2測線及びダム上流1測線では両岸を対象に、幅10ｍの測線を設定した。 

ダム湛水予定地 1 測線については右岸を対象として昨年度と同じく、川から常時満水位、及び常

時満水位から斜距離約50ｍの範囲に幅10ｍの測線を設定した。 
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2.13.5. 調査結果 

平成27年度、平成29年度、令和元年度の河岸植生調査において確認された植物種を以下に示す。河岸

植生調査では、93科271種が確認されたおり、ダム供用後に植生への影響は見られなかった。 

 

表 2.13-1（1）植物種確認一覧  

 
注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）選定基準の番号、カテゴリー等については、表 2.13-2 に示した。 

 

  

H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 ① ② ③ ④ ⑤
1 ｶﾀﾋﾊﾞ Selaginella involvens ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ｲﾜﾋﾊﾞ Selaginella tamariscina ○ ○ ○

3 ｾﾞﾝﾏｲ科 ｾﾞﾝﾏｲ Osmunda japonica ○ ○ ○ ○ ○

4 ｺｼﾀﾞ Dicranopteris linearis ○ ○

5 ｳﾗｼﾞﾛ Gleichenia japonica ○

6 ﾌｻｼﾀﾞ科 ｶﾆｸｻ Lygodium japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ｺｹｼﾉﾌﾞ科 ｳﾁﾜｺﾞｹ Crepidomanes minutum ○ ○ ○ ○

8 ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ科 ﾌﾓﾄｼﾀﾞ Microlepia marginata ○ ○ ○

9 ﾎﾝｸﾞｳｼﾀﾞ科 ﾎﾗｼﾉﾌﾞ Sphenomeris chinensis ○ ○

10 ﾊｺﾈｼﾀﾞ Adiantum monochlamys ○ ○

11 ﾀﾁｼﾉﾌﾞ Onychium japonicum ○ ○ ○ ○

12 ｱﾏｸｻｼﾀﾞ Pteris dispar ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 ｲﾉﾓﾄｿｳ Pteris multifida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ｺﾊﾞﾉﾋﾉｷｼﾀﾞ Asplenium anogrammoides ○

15 ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ Asplenium incisum ○ ○

16 ｱｵｶﾞﾈｼﾀﾞ Asplenium wilfordii ○ ○

17 ｼｼｶﾞｼﾗ科 ｼｼｶﾞｼﾗ Struthiopteris niponica ○

18 ﾊｶﾀｼﾀﾞ Arachniodes simplicior ○

19 ｵﾆｶﾅﾜﾗﾋﾞ Arachniodes simplicior var.major ○ ○ ○

20 ｺﾊﾞﾉｶﾅﾜﾗﾋﾞ Arachniodes sporadosora ○ ○ ○

21 ﾅｶﾞﾊﾞﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium devexiscapulae ○

22 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei ○ ○ ○

23 ｻｲｺﾞｸﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris championii ○ ○

24 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris erythrosora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 ﾏﾙﾊﾞﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris fuscipes ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 ｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris lacera ○ ○ ○ ○

27 ﾅﾝｶｲｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris varia ○

28 ｵｵｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris varia var.hikonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 ﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris varia var.setosa ○

30 ｲﾉﾃﾞ Polystichum polyblepharum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ﾎｼﾀﾞ Thelypteris acuminata ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 ﾐｿﾞｼﾀﾞ Stegnogramma pozoi var.mollissima ○

33 ｲﾌﾞｷｼﾀﾞ Thelypteris esquirolii var.glabrata ○ ○ ○ ○ ○

34 ｺﾊｼｺﾞｼﾀﾞ Thelypteris glanduligera var.elatior ○

35 ｳﾗﾎﾞｼﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ Athyrium sheareri ○ ○

36 ｼｹｼﾀﾞ Deparia japonica ○ ○ ○ ○

37 ﾍﾗｼﾀﾞ Diplazium subsinuatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ﾐﾂﾃﾞｳﾗﾎﾞｼ Crypsinus hastatus ○ ○ ○

39 ﾏﾒﾂﾞﾀ Lemmaphyllum microphyllum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 ﾉｷｼﾉﾌﾞ Lepisorus thunbergianus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ｲﾜﾔﾅｷﾞｼﾀﾞ Loxogramme salicifolia ○ ○

42 ｽｷﾞ科 ｽｷﾞ Cryptomeria japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 ﾋﾉｷ科 ﾋﾉｷ Chamaecyparis obtusa ○ ○ ○

44 ﾏｷ科 ｲﾇﾏｷ Podocarpus macrophyllus ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ｸﾙﾐ科 ﾉｸﾞﾙﾐ Platycarya strobilacea ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 ﾔﾅｷﾞ科 ﾈｺﾔﾅｷﾞ Salix gracilistyla ○ ○ ○ ○

47 ｶﾊﾞﾉｷ科 ｶﾜﾗﾊﾝﾉｷ Alnus serrulatoides ○ ○ ○ ○

48 ｽﾀﾞｼﾞｲ Castanopsis cuspidata var.sieboldii ○ ○ ○

49 ｱﾗｶｼ Quercus glauca ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ Quercus phillyraeoides ○ ○ ○ ○ ○

51 ｺﾅﾗ Quercus serrata ○ ○ ○ ○

52 ﾑｸﾉｷ Aphananthe aspera ○ ○ ○

53 ｴﾉｷ Celtis sinensis var.japonica ○ ○ ○ ○

重要種選定基準

No. 科名 種名 学名 No.2 No.3 No.4

測線

No.1

ｲﾜﾋﾊﾞ科

ｳﾗｼﾞﾛ科

ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ科

ｲﾉﾓﾄｿｳ科

ｵｼﾀﾞ科

ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科

ﾋﾒｼﾀﾞ科

ﾒｼﾀﾞ科

ｳﾗﾎﾞｼ科

ﾌﾞﾅ科

ﾆﾚ科
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表 2.13-1（2）植物種確認一覧  

 
注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）選定基準の番号、カテゴリー等については、表 2.13-2 に示した。 

 

 

  

H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 ① ② ③ ④ ⑤
54 ﾋﾒｺｳｿﾞ Broussonetia kazinoki ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ｲﾇﾋﾞﾜ Ficus erecta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 ｲﾀﾋﾞｶｽﾞﾗ Ficus oxyphylla ○ ○ ○

57 ﾋﾒｲﾀﾋﾞ Ficus thunbergii ○ ○ ○

58 ﾔﾏｸ゙ ﾜ Morus australis ○

59 ﾔﾌﾞﾏｵ Boehmeria japonica var.longispica ○

60 ｶﾗﾑｼ Boehmeria nivea var.concolor ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 ﾅｶﾞﾊﾞﾔﾌﾞﾏｵ Boehmeria sieboldiana ○

62 ｺｱｶｿ Boehmeria spicata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 ﾐｽﾞ Pilea hamaoi ○

64 ｻﾝｼｮｳｿｳ Pellionia radicans var.minima ○

65 ﾐｽﾞﾋｷ Antenoron filiforme ○ ○ ○

66 ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ Persicaria hydropiper ○ ○ ○

67 ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ○

68 ｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ科 ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ○ ○

70 ﾐﾐﾅｸﾞｻ
Cerastium fontanum ssp.vulgare
var.angustifolium

○

71 ｳｼﾊｺﾍﾞ Stellaria aquatica ○

72 ﾋﾕ科 ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var.japonica ○ ○ ○ ○

73 ﾏﾂﾌﾞｻ科 ｻﾈｶｽﾞﾗ Kadsura japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
74 ｸｽﾉｷ Cinnamomum camphora ○

75 ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ Cinnamomum japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ Clematis apiifolia ○ ○ ○

77 ｾﾝﾆﾝｿｳ Clematis terniflora ○ ○ ○ ○ ○

78 ｳﾏﾉｱｼｶﾞﾀ Ranunculus japonicus ○ ○ ○

79 ﾒｷﾞ科 ﾅﾝﾃﾝ Nandina domestica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ Akebia x pentaphylla ○

81 ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ○ ○ ○

82 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ科 ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 ｾﾝﾘｮｳ科 ｾﾝﾘｮｳ Sarcandra glabra ○

85 ｵｵﾊﾞｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ Aristolochia kaempferi ○ ○

86 ﾎｿﾊﾞｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ Aristolochia onoei ○ ○

87 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ Camellia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 ﾁｬﾉｷ Camellia sinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

89 ｻｶｷ Cleyera japonica ○ ○ ○

90 ﾋｻｶｷ Eurya japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

91 ﾄﾓｴｿｳ Hypericum ascyron ○

92 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ Hypericum erectum ○ ○

93 ｹｼ科 ﾀｹﾆｸﾞｻ Macleaya cordata ○ ○ ○ ○

94 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ科 ﾋﾒﾚﾝｹﾞ Sedum subtile ○ ○ ○

95 ｱﾜﾓﾘｼｮｳﾏ Astilbe japonica ○ ○ ○ ○

96 ｳﾂｷﾞ Deutzia crenata ○ ○ ○ ○ ○

97 ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ Deutzia scabra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

98 ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ Hydrangea luteovenosa ○ ○ ○

99 ﾄﾍﾞﾗ科 ﾄﾍﾞﾗ Pittosporum tobira ○ ○ ○

100 ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia japonica ○ ○

101 ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea chrysantha ○ ○ ○ ○ ○

102 ﾀﾞｲｺﾝｿｳ Geum japonicum ○ ○ ○ ○ ○

103 ｶﾅﾒﾓﾁ Photinia glabra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

104 ｶﾏﾂｶ Pourthiaea villosa var.laevis ○ ○ ○

105 ﾘﾝﾎﾞｸ Prunus spinulosa ○ ○

106 ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

107 ﾌﾕｲﾁｺﾞ Rubus buergeri ○ ○ ○ ○ ○

108 ｸﾏｲﾁｺﾞ Rubus crataegifolius ○

109 ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ Rubus microphyllus ○ ○ ○ ○

110 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius ○ ○

111 ﾕｷﾔﾅｷﾞ Spiraea thunbergii ○ ○ ○ 準

重要種選定基準

No.1 No.2 No.3 No.4種名 学名No. 科名

ﾀﾃﾞ科

ﾕｷﾉｼﾀ科

ﾊﾞﾗ科

ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科

ｱｹﾋﾞ科

ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ科

ﾂﾊﾞｷ科

ｵﾄｷﾞﾘｿｳ科

ﾅﾃﾞｼｺ科

測線

ｸﾜ科

ｲﾗｸｻ科

ｸｽﾉｷ科
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表 2.13-1（3）植物種確認一覧 

 
注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）選定基準の番号、カテゴリー等については、表 2.13-2 に示した。  

H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 ① ② ③ ④ ⑤
112 ﾈﾑﾉｷ Albizia julibrissin ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

113 ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea edgeworthii var.japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

114 ﾎﾄﾞｲﾓ Apios fortunei ○ ○ ○ ○ ○

115 ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ Desmodium podocarpum var.oxyphyllum ○ ○

116 ﾉｻｻｹﾞ Dumasia truncata ○ ○

117 ﾂﾙﾏﾒ Glycine max var.soja ○ ○ ○

118 ｷﾊｷﾞ Lespedeza buergeri ○ ○ ○ ○ ○

119 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

120 ﾈｺﾊｷﾞ Lespedeza pilosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

121 ﾅﾂﾌｼﾞ Millettia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

122 ｸｽﾞ Pueraria lobata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

123 ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ Vigna angularis var.nipponensis ○ ○

124 ﾌｼﾞ Wisteria floribunda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125 ｶﾀﾊﾞﾐ科 ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ○ ○ ○ ○ ○ ○

126 ﾌｳﾛｿｳ科 ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ Geranium thunbergii ○

127 ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ○ ○

128 ｼﾅｱﾌﾞﾗｷﾞﾘ Aleurites fordii ○ ○ ○

129 ｺﾆｼｷｿｳ Euphorbia supina ○

130 ｱｶﾒｶﾞｼﾜ Mallotus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○

131 シラキ Sapium japonicum ○

132 ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum teijsmannii ○ ○ ○

133 ﾏﾂｶｾﾞｿｳ Boenninghausenia albiflora var.japonica ○
134 ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum ailanthoides ○ ○ ○

135 ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum schinifolium ○

136 ﾐｶﾝ属の一種 Citrus sp. ○ ○ ○

137 ｳﾙｼ科 ヌルデ Rhus javanica var.chinensis ○

138 ﾆｶﾞｷ科 ﾆｶﾞｷ Picrasma quassioides ○

139 ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica var.chinensis ○ ○

140 ﾊｾﾞﾉｷ Rhus succedanea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

141 ﾔﾏﾊｾﾞ Rhus sylvestris ○ ○ ○

142 ﾔﾏｳﾙｼ Rhus trichocarpa ○

143 ｱﾜﾌﾞｷ科 ﾔﾏﾋﾞﾜ Meliosma rigida ○ ○ ○

144 ﾓﾁﾉｷ Ilex integra ○

145 ﾀﾗﾖｳ Ilex latifolia ○ ○ ○

146 ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ Ilex rotunda ○ ○ ○ ○

147 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis glandulosa var.heterophylla ○ ○ ○ ○ ○

148 ﾂﾀ Parthenocissus tricuspidata ○ ○

149 ﾂﾙｸ゙ ﾐ Elaeagnus glabra ○ ○ ○

150 ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens ○ ○

151 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras ○ ○ ○ ○

152 ﾅｶﾞﾊﾞﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola ovatooblonga ○

153 ﾂﾎ゙ｽﾐﾚ Viola verecunda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

154 ｼﾊｲｽﾐﾚ Viola violacea ○ ○ ○

155 ｶﾗｽｳﾘ Trichosanthes cucumeroides ○

156 ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ Gynostemma pentaphyllum ○ ○ ○

157 ｱｶﾊﾞﾅ科 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera laciniata ○

158 ｱｵｷ Aucuba japonica ○ ○ ○ ○

159 ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ Cornus macrophylla ○ ○ ○ ○ ○

160 ﾀﾗﾉｷ Aralia elata ○

161 ｶｸﾚﾐﾉ Dendropanax trifidus ○ ○ ○

162 ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

163 ｲﾇﾄｳｷ Angelica shikokiana ○ ○ ○ ○ VU

164 ﾂﾎ゙ｸｻ Centella asiatica ○ ○ ○ ○

165 ﾉﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle maritima ○ ○ ○

166 ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ Sanicula chinensis ○

167 ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ Hydrocotyle sibthorpioides ○ ○ ○ ○

168 ﾘｮｳﾌﾞ科 ﾘｮｳﾌﾞ Clethra barbinervis ○ ○ ○

169 ﾈｼﾞｷ Lyonia ovalifolia var.elliptica ○ ○ ○

170 ｻﾂｷ Rhododendron indicum ○ ○ ○ ○ ○ ○

171 ｼｬｼｬﾝﾎﾞ Vaccinium bracteatum ○ ○ ○

重要種選定基準

No.1 No.2 No.3 No.4No. 科名 種名 学名

ｳﾘ科

ﾐｽﾞｷ科

ｳｺｷﾞ科

ｾﾘ科

ﾂﾂｼﾞ科

ﾏﾒ科

ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科

測線

ﾐｶﾝ科

ｳﾙｼ科

ﾓﾁﾉｷ科

ﾌﾞﾄﾞｳ科

ｸﾞﾐ科

ｽﾐﾚ科
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表 2.13-1（4）植物種確認一覧  

 
注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）選定基準の番号、カテゴリー等については、表 2.13-2 に示した。  

H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 ① ② ③ ④ ⑤
172 ﾏﾝﾘｮｳ Ardisia crenata ○ ○ ○ ○ ○ ○

173 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ Ardisia japonica ○ ○ ○ ○

174 ﾂﾙｺｳｼﾞ Ardisia pusilla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

175 ｲｽﾞｾﾝﾘｮｳ Maesa japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

176 ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ Myrsine seguinii ○ ○ ○

177 ｻｸﾗｿｳ科 ｺﾅｽﾋﾞ Lysimachia japonica f.subsessilis ○ ○ ○ ○ ○

178 ｶｷﾉｷ科 ｶｷﾉｷ Diospyros kaki ○ ○ ○ ○

179 ｴｺﾞﾉｷ科 ｴｺﾞﾉｷ Styrax japonica ○ ○ ○

180 ﾊｲﾉｷ科 ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ Symplocos glauca ○ ○ ○

181 ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ Fraxinus sieboldiana ○

182 ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

183 ｲﾎ゙ﾀﾉｷ Ligustrum obtusifolium ○

184 ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ﾃｲｶｶｽﾞﾗ Trachelospermum asiaticum f.intermedium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

185 ｱﾘﾄﾞｵｼ Damnacanthus indicus ○ ○ ○ ○ ○

186 ｸﾁﾅｼ Gardenia jasminoides ○

187 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

188 ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ Callicarpa mollis ○ ○ ○ ○ ○

189 ｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum ○ ○

190 ｱﾚﾁﾊﾅｶﾞｻ Verbena brasiliensis ○ ○

191 ﾋﾒｸﾏﾂﾂﾞﾗ Verbena litoralis ○ ○

192 ｶｷﾄﾞｵｼ Glechoma hederacea var.grandis ○ ○

193 ｷﾗﾝｿｳ Ajuga decumbens ○

194 ﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium gracile ○ ○ ○

195 ﾒﾊｼﾞｷ Leonurus japonicus ○

196 ｵﾗﾝﾀﾞﾊｯｶ Mentha spicata ○ ○

197 ﾋﾒｼﾞｿ Mosla dianthera ○ ○ ○

198 ｲﾇｺｳｼﾞｭ Mosla punctulata ○ ○ ○

199 ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ Salvia japonica ○ ○ ○

200 ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐｿｳ Scutellaria indica var.parvifolia ○ ○ ○

201 ﾅｽ科 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum ○ ○ ○

202 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ科 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ Justicia procumbens ○ ○ ○ ○ ○

203 ｵｵﾊﾞｺ科 ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica var.asiatica ○ ○

204 ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ Abelia spathulata ○

205 ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ○ ○ ○ ○

206 ｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum dilatatum
207 ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum erosum ○

208 ｷｷｮｳ科 ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ Adenophora triphylla var.japonica ○ ○ ○

209 ﾖﾓｷﾞ Artemisia indica var.maximowiczii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

210 ﾎｿﾊﾞｺﾝｷﾞｸ Aster ageratoides  var.angustifolius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

211 ﾉｺﾝｷﾞｸ Aster ageratoides var.ovatus ○ ○ ○ ○ ○

212 ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ Carpesium abrotanoides ○

213 ﾖｼﾉｱｻﾞﾐ Cirsium nipponicum var.yoshinoi ○

214 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis ○ ○ ○ ○ ○

215 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis ○ ○ ○ ○ ○ ○

216 ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ Eupatorium chinense  var.oppositifolium ○

217 ﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata ○ ○ ○ ○ ○

218 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica ○ ○

219 ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ Senecio madagascariensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

220 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

221 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus ○ ○ ○

222 ｱｵｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ssp.japonica ○ ○ ○

223 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ○ ○ ○

224 ｱｻﾞﾐ属の一種 Cirsium sp. ○

225 ﾎﾝｺﾞｳｿｳ科 ﾎﾝｺﾞｳｿｳ Sciaphila nana ○ VＵ ＥＮ 準

226 ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ Hemerocallis fulva var.kwanso ○

227 ﾋﾒﾔﾌﾞﾗﾝ Liriope minor ○ ○

228 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

229 ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon ohwii ○ ○ ○ ○ ○

230 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ Smilax china ○ ○ ○ ○
231 ｷﾞﾎﾞｳｼ属の一種 Hosta sp. ○ ○ ○ ○

重要種選定基準

No.1 No.2 No.3 No.4No. 科名 種名 学名

ﾕﾘ科

ｷｸ科

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科

ｱｶﾈ科

ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科

ｼｿ科

ｽｲｶｽﾞﾗ科

ﾓｸｾｲ科

測線
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表 2.13-1（5）植物種確認一覧 

 

注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 

注 2）選定基準の番号、選定基準の番号、カテゴリー等については、表 2.13-2 に示した。 

  

H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 H27 H29 R1 ① ② ③ ④ ⑤
232 ﾆｶﾞｶｼｭｳ Dioscorea bulbifera ○

233 ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ○ ○ ○ ○ ○

234 ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ Dioscorea quinqueloba ○ ○ ○ ○ ○

235 ﾋﾒﾄﾞｺﾛ Dioscorea tenuipes ○

236 ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ○ ○ ○ ○ ○
237 ｼｬｶﾞ Iris japonica ○ ○ ○

238 ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ Tritonia crocosmaeflora ○ ○ ○

239 ｲ Juncus effusus var.decipiens ○

240 ｸｻｲ Juncus tenuis ○

241 ﾂﾕｸｻ科 ﾂﾕｸｻ Commelina communis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

242 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

243 ｺﾌﾞﾅｸ゙ ｻ Arthraxon hispidus ○ ○

244 ﾄﾀﾞｼﾊﾞ Arundinella hirta ○ ○ ○

245 ﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis arundinacea var.brachytricha ○ ○

246 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ○

247 ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica var. koenigii ○

248 ｻｻｸｻ Lophatherum gracile ○ ○ ○

249 ｻｻｶﾞﾔ Microstegium japonicum ○ ○ ○ ○ ○

250 ｱｼﾎﾞｿ Microstegium vimineum var.polystachyum ○ ○ ○ ○

251 ｽｽｷ Miscanthus sinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

252 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius var.japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

253 ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum dilatatum ○ ○

254 ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum thunbergii ○ ○
255 ﾏﾀﾞｹ Phyllostachys bambusoides ○ ○ ○

256 ﾈｻﾞｻ Pleioblastus chino var.viridis ○ ○ ○

257 ﾒﾀﾞｹ Pleioblastus simonii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

258 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ○

259 ﾔｼ科 ｼｭﾛ Trachycarpus fortunei ○

260 ｻﾄｲﾓ科 ｾｷｼｮｳ Acorus gramineus ○ ○ ○ ○ ○ ○

261 ﾏｽｸｻ Carex gibba ○ ○

262 ﾅﾙｺｽｹﾞ Carex curvicollis ○

263 ﾅｷﾘｽｹﾞ Carex lenta ○ ○ ○

264 ｺｶﾝｽｹﾞ Carex reinii ○ ○ ○ ○ ○ ○
265 ｽｹﾞ属の一種 Cyperus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

266 ｲﾇｸｸﾞ Cyperus cyperoides ○

267 ﾋﾒｸｸﾞ Cyperus brevifolius var.leiolepis ○

268 ｼｮｳｶﾞ科 ﾊﾅﾐｮｳｶﾞ Alpinia japonica ○ ○

269 ｼｭﾝﾗﾝ Cymbidium goeringii ○ ○ ○

270 ｺｸﾗﾝ Liparis nervosa ○

271 ｸﾓﾗﾝ Taeniophyllum glandulosum ○

93科 109種 100種 92種 130種 129種 100種 43種 37種 36種 93種 91種 97種 0種 0種 2種 1種 2種

No. 科名 種名 学名

測線 重要種選定基準

No.1 No.2 No.3 No.4

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科

ﾗﾝ科

ﾔﾏﾉｲﾓ科

ｱﾔﾒ科

ｲｸ゙ ｻ科

ｲﾈ科

271種
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表 2.13-2 重要種の選定基準 

① 『文化財保護法』 (1950 年 法律第 214 号)、『和歌山県文化財保護条例』（1956 年 条例第 40 号） 
国特：国指定特別天然記念物  国天：国指定天然記念物  県天：県指定天然記念物 

② 『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律』（1992 年 法律第 75 号） 
国内：国内希少野生動植物種  国際：国際希少野生動植物種 

③ 『環境省レッドリスト 2019』（2019 年 1 月環境省） 
CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での存続が 

困難なもの。 
CR：絶滅危惧ⅠA類……絶滅の危機に瀕している種。ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。 

EN：絶滅危惧ⅠB類……絶滅の危機に瀕している種。ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。 

VU：絶滅危惧Ⅱ類………絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」の

カテゴリーに移行することが確実と考えられるもの。 

NT：準絶滅危惧…………存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上位カテゴリー

に移行する要素を有するもの。 

DD：情報不足……………評価するだけの情報が不足している種。環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得

る属性を有しているが、生息状況をはじめとして、カテゴリーを判定するに足る情報が得られていない種。 
LP：絶滅のおそれの 

ある地域個体群……地域的に独立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの。 

④ 『保全上重要なわかやまの自然-和歌山県レッドデータブック-【2012 改訂版】』（2012 年 3 月 和歌山

県） 
CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困難なもの。 

CR：絶滅危惧ⅠA類……絶滅の危機に瀕している種。ごく近い将来における野生での絶滅の危険性がきわめて高いもの。 

EN：絶滅危惧ⅠB類……絶滅の危機に瀕している種。ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。 

VU：絶滅危惧Ⅱ類………絶滅の危機が増大している種。現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」の

ランクに移行することが確実と考えられるもの。 

NT：準絶滅危惧…………存続基盤が脆弱な種。現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上位ランクに 

移行する可能性を有するもの。 

DD：情報不足……………評価するだけの情報が不足している種。環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を有し

ているが、生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が得られていない。 

SI：学術的重要…………分布または生態等の特性において学術的に価値を有する種。 

⑤ レッドデータブック近畿研究会（2001）『改訂・近畿地方の保護上重要な植物-レッドデータブック近畿2001-』 

A：絶滅危惧種 A、B：絶滅危惧種 B、C：絶滅危惧種 C、準：準絶滅危惧種 
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側線 No.1 平成 27年度 

 
図 2.13-1 (1)平成 27 年度河岸植生断面模式図（側線 No.1）  
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側線 No.1 平成 29年度 

 
図 2.13-1 (2)平成 29 年度河岸植生断面模式図（側線 No.1） 



 

2.13-10 
 

側線 No.1 令和元年度 

 

図 2.13-1 (3)令和元年度河岸植生断面模式図（側線 No.1）  
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側線 No.2 平成 27年度 

 

図 2.13-2(1)平成 27 年度河岸植生断面模式図（側線 No.2）  
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側線 No.2 平成 29年度 

 

図 2.13-2 (2)平成 29 年度河岸植生断面模式図（側線 No.2） 
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側線 No.2 令和元年度 

 

図 2.13-2 (3)令和元年度河岸植生断面模式図（側線 No.2） 
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側線 No.3 平成 27年度 

 
図 2.13-3(1)平成 27 年度の河岸植生断面模式図（側線 No.3） 
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側線 No.3 平成 29年度 

 
図 2.13-3(2)平成 29 年度の河岸植生断面模式図（側線 No.3） 
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側線 No.3 令和元年度 

 

図 2.13-3(3)令和元年度の河岸植生断面模式図（側線 No.3）  
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側線 No.4 平成 27年度 

 
図 2.13-4(1)平成 27 年度の河岸植生断面模式図（側線 No.4）   
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側線 No.4 平成 29年度 

 

図 2.13-4 (2)  平成 29 年度の河岸植生断面模式図（側線 No.4）  
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側線 No.4 令和元年度 

 

図 2.13-4 (3)  令和元年度の河岸植生断面模式図（側線 No.4） 
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2.14  セトウチサンショウウオ調査注 1 

 調査概要 

設置した人工産卵池において、幼生期と産卵期に生息状況調査を実施した。 

 

 調査方法 

調査方法は生息状況調査で実施した。調査方法を表 2.14-1 に示す。 

 

表 2.14-1 調査方法 

項 目 調査方法 

生息状況調査 切目川ダム湛水予定地周辺でみられる自然産卵池及び既往調査で設

置された造成産卵池において、セトウチサンショウウオの成体及び卵

嚢や幼生を確認し、確認位置、個体数、生息環境等を記録した。 

なお、調査時に、アカハライモリ、アカガエル類等、重要な両生類を

確認した場合は、セトウチサンショウウオと同様に生育状況を記録し

た。 

 

 調査時期 

セトウチサンショウウオの幼生期と産卵期に実施した。 

 

 調査範囲 

既往調査で生息が確認された産卵池及び移植が実施された造成産卵池、およびダム周辺の生

息適地と思われる環境を調査対象とした。なお、工事やダムの湛水によって生息場所が消滅した

箇所については調査対象から除外した。 

調査地点の位置図は、『参考資料 1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果（参考図）』に示

す。 

 

 

 

注１）セトウチサンショウウオ：環境影響評価時はカスミサンショウウオと表記していましたが、最新

の研究によりカスミサンショウウオは 9 種に再分類され、和歌山県内

に生息するものはセトウチサンショウウオとされたことから表記を変

更しています。 
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 セトウチサンショウウオの経年的な確認状況 

過年度のセトウチサンショウウオの移殖状況を表2.14-2に示す。対象産卵池では、平成24年から

平成26年にかけて、合計で成体27体、幼生14体、卵塊84個を移植した。 

 

 

表 2.14-2 セトウチサンショウウオの移殖状況 

 

  

成体 幼生 卵塊 成体 幼生 卵塊 成体 幼生 卵塊 成体 幼生 卵塊 成体 幼生 卵塊

7 造成 外 0 0 0 1 6 9.5 0 0 6.5 0 0 0 1 6 16

49 造成 外 - - - 2 0 10 3 0 7 0 2 0 5 2 17
50 造成 外 - - - 2 0 10 7 0 7 0 2 0 9 2 17
51 造成 外 - - - 1 0 9 2 0 6 0 0 0 3 0 15
56 造成 外 - - - - - - 3 0 6 0 2 0 3 2 6
57 造成 外 - - - - - - 3 0 6 0 0 0 3 0 6
58 造成 外 - - - - - - 3 0 7 0 2 0 3 2 7

0 0 0 6 6 38.5 21 0 45.5 0 8 0 27 14 84

8 自然 外 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 5 0

13 造成 内 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
0 0 2 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 5 2

4 造成 満 0 0 2 0 0 0 0 0 0 - - - 0 0 2
48 造成 外 0 0 0 1 0 3.5 0 0 0 - - - 1 0 3.5

0 0 2 1 0 3.5 0 0 0 - - - 1 0 5.5

注1）地点：対象産卵池＝サーチャージ水位上部に設置された造成産卵池
注2)産卵池区分：自然＝自然産卵池、造成＝造成産卵池
注3)事業との関係：満＝常時満水以内、内＝サーチャージ水位内、外＝サーチャージ水位外

対象
産卵池

合計

対象産卵
池の周辺

合計

平成25年度移殖 平成26年度移殖平成23年度移殖 平成24年度移殖 合計

その他
合計

地点
産卵池
区分

事業と
の関係
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平成25年度調査から平成29年度調査までの、幼生期におけるセトウチサンショウウオの経年的な

確認状況を表2.14-3に、産卵期におけるセトウチサンショウウオの経年的な確認状況を表2.14-4に

示す。 

供用後も、ダム湛水池畔の産卵池で継続して卵塊及び幼生が確認された。 

人工産卵池では、アカハライモリ、オニヤンマ幼生等も多く確認されており、カスミサンショウ

ウオ幼生にとっては天敵であるため、人工産卵池での本種の繁殖に影響した可能性がある。 

しかし、供用3年後も継続して繁殖していることが確認され、また、人工産卵池の利用も確認さ

れていることから、保全措置に効果があったと考えられる。 

 

表 2.14-3 幼生期におけるセトウチサンショウウオ確認状況の経年変化 

 
 

 

表 2.14-4 産卵期におけるセトウチサンショウウオ確認状況の経年変化 

 
 

  

H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

7 造成 外 0 0 0 0 0 32 0 0 3 0 0 0 0 0 0 H23に造成

49 造成 外 0 0 0 0 0 13 1 0 2 0 0 0 0 0 0 H24に造成
50 造成 外 0 0 0 0 0 10 2 0 11 0 0 0 0 (3) 0 H24に造成
51 造成 外 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 (1.5) 0 0 0 H24に造成
56 造成 外 0 0 0 0 0 0 10 2 10 0 0 0 0 0 0 H25に造成
57 造成 外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 H25に造成
58 造成 外 0 0 0 0 0 0 9 0 1 0 0 0 0 0 0 H25に造成

0 0 0 0 0 57 22 2 27 0 0 (1.5) 0 1(3) 0

13 造成 内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 H23に造成
41 造成 内 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 H23に造成
8 自然 外 0 0 0 0 0 28 4 0 0 0 0 0 0 0 0

33 自然 外 0 0 0 0 0 0 20 0 3 1 0 0 0 0 0

9 自然 内 0 0 0 0 0 10 5 0 0 0 0 0 0 0 0

14 自然 内 0 0 0 0 0 0 8 0 3 4 0 0 0 0 0

54 自然 内 0 0 0 0 0 35 0 2 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 73 38 2 6 5 0 0 0 0 0

注1)産卵池区分：自然＝自然産卵池、造成＝造成産卵池
注2)事業との関係：内＝サーチャージ水位内、外＝サーチャージ水位外

注4）表中の赤線は、調査年度を供用の前後で区分している。

合計（対象産卵池）

合計(対象産卵池の周辺)

注3）卵塊の（）つきの数字は袋のみの確認を示す。

調査地点
番号

事業と
の関係

産卵池
区分

供用前 供用前供用後 備考
幼生確認数 卵塊確認数

供用後 供用前 供用後
成体確認数

H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

7 造成 外 1 - 0 0 0 0 - 0 0 0 2 - 0 0 0 H23に造成
49 造成 外 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 2 - 0 0 0 H24に造成
50 造成 外 2 - 0 0 0 0 - 0 0 0 1.5 - 3 0 8 H24に造成
51 造成 外 2 - 0 0 0 0 - 0 0 0 3 - 0 0 0 H24に造成
56 造成 外 0 - 1 0 0 0 - 0 0 0 5.5 - 1 0 0 H25に造成
57 造成 外 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 2 - 0 0 0 H25に造成
58 造成 外 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 H25に造成

5 - 1 0 0 0 - 0 0 0 16 - 4 0 8

13 造成 内 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 H23に造成
41 造成 内 0 - 0 0 3 0 - 0 0 0 0 - 0 0 1 H23に造成
8 自然 外 1 - 0 0 0 0 - 0 0 0 2 - 1 0 0

33 自然 外 4 1 0 0 0 0 0 0 0 30 4 0 7 2 11
9 自然 内 3 - 0 0 0 0 - 0 0 0 5.5 - 0.5 1 0
14 自然 内 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 4 - 2 2 0
54 自然 内 0 - 0 0 0 0 - 0 0 0 0 - 0 1 0

8 1 0 0 3 0 0 0 0 30 15.5 0 10.5 5 12

60 自然 外 - - 0 0 0 - - 0 0 0 - - 0.5 1 0 H27に確認
61 自然 外 - - 0 0 0 - - 0 0 0 - - 11 17 3 H27に確認

- - 0 0 0 - - 0 0 0 - - 11.5 18 3

注1)産卵池区分：自然＝自然産卵池、造成＝造成産卵池
注2)事業との関係：内＝サーチャージ水位内、外＝サーチャージ水位外

注4)表中の赤線は、調査年度を供用の前後で区分している。
注5)平成25年度の結果は、産卵期調査を行った平成26年1月9日～2月21日までの結果を合計したもの。
注6)平成26年度調査時は、試験湛水実施のために水位がサーチャージ近くまで上げられていたため、調査は実施していない。
注7）表中の赤線は、調査年度を供用の前後で区分している。

合計（対象産卵池）

合計(対象産卵池の周辺)

注3)卵塊の（）つきの数字は袋のみの確認を示す。

調査地点
番号

産卵池
区分

事業と
の関係

幼生確認数

合計（周辺）

成体確認数
供用後 備考

卵塊確認数
供用前 供用前 供用後 供用前 供用後



 

2.14-4 

平成25年度調査から平成29年調査までの、幼生期調査と産卵期調査における幼生及び卵塊の確認

数を表2.14-5及び図 2.14-1に示す。 

 

表 2.14-5 幼生期調査と産卵期調査における幼生及び卵塊の確認数 

 

 

 
図 2.14-1 幼生期調査と産卵期調査における幼生及び卵塊の確認数 

H25 H30
5月 1-2月 1月 2月 2月 5月 2月
幼生 幼生 幼生 幼生 卵塊 幼生 卵塊

No.7 造成 外 32 2 0 0 - 0 0 0 0 3 0 0 0

No.49 造成 外 13 2 0 1 - 0 0 0 0 2 0 0 0

No.50 造成 外 10 1.5 0 2 - 0 0 3 (3) 11 0 0 8

No.51 造成 外 2 3 (1.5) 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

No.56 造成 外 0 5.5 0 10 - 0 2 1 0 10 0 0 0

No.57 造成 外 0 2 0 0 - 0 0 0 1 0 0 0 0

No.58 造成 外 0 0 0 9 - 0 0 0 0 1 0 0 0

57 22 2 　　5(3) 27 0 0 8

No.13 造成 内 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

No.41 造成 内 0 0 0 1 - 0 0 0 0 0 0 0 1

No.8 自然 外 28 2 0 4 - 0 0 1 0 0 0 0 0

No.33 自然 外 0 4 0 20 0 0 0 7 0 3 2 1 11

No.9 自然 内 10 5.5 0 5 - 0 0 0.5 0 0 1 0 0

No.14 自然 内 0 4 0 8 - 0 0 2 0 3 2 4 0

No.54 自然 内 35 0 0 0 - 0 2 0 0 0 1 0 0

73 38 2 10.5 6 5 5 12

注1)産卵池区分：自然＝自然産卵池、造成＝造成産卵池

注2)事業との関係：内＝サーチャージ水位内、外＝サーチャージ水位外

注3)卵塊の（）つきの数字は袋のみの確認を示す。

注4)表中の赤線は、調査年度を供用の前後で区分している。

注5)平成25年度の結果は、産卵期調査を行った平成26年1月9日～2月21日までの結果を合計したもの。

注6)平成27年度の1月調査時は、試験湛水実施のために水位がサーチャージ近くまで上げられていたため、調査は実施していない。

注7）黄色の網掛けは、産卵期調査時に卵塊が確認されず幼生期調査時に幼生が確認された所を示す。

注8）表中の赤線は、調査年度を供用の前後で区分している。

対
象
産
卵
池
の
周
辺 合計 15.5 0

対
象
産
卵
池

合計 16(1.5) 0

確認地点
産卵池
区分

事業と
の関係 5月

卵塊 卵塊 卵塊

平成28年度調査平成25年度調査 平成26年度調査 平成27年度調査

H26 H27 H28
5月 6月

H29
平成29年度調査

供用前← →供用後

注１）卵塊の確認数は、同年の産卵期と幼生期の確認数の合計とした。
注2）卵塊の殻のみの確認であっても、通常の卵塊の確認と同じ扱いとした。
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2.15-1 
 

2.15  陸産貝類調査 

 調査概要 

平成 22 年度から平成 29 年度にかけて、陸産貝類を対象としたモニタリング調査を実施した。 

 

 調査方法 

移殖地の調査範囲を踏査し、目視やルーペ（10～16 倍程度）を用い、落葉・落枝が堆積した場

所や倒木、朽木、石垣など陸産貝類の生息に適した環境において生息状況を調査した。 

確認された陸産貝類については種名、個体数、確認位置を記録し、移殖対象となる重要種が確

認された場合は、種名等の記録と併せ、生息環境（気温、湿度、植生等）についても記録した。 

 

 調査時期 

移殖後モニタリング調査は、湿度が高く陸産貝類の活動が活発になる初夏季と草本類が枯れ

て微小貝が見つけやすい冬季に各 1回、計 2回実施した。 

 

 調査範囲 

平成 23～26 年度の移殖地（St.a1、St.c、St.d）を調査対象地点とし、位置を『参考資料 1-

2：切目川ダム環境モニタリング調査結果（参考図）』に示す。 

 

 陸産貝類の確認状況 

平成 23 年度調査から実施されており、移殖地の陸産貝類相調査における経年確認種一覧を表

2.15-1 に示した。陸産貝類は、5目 15 科 44 種が確認された。 
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 重要種の確認状況 

調査で確認された重要種の一覧を表2.15-2に示す。 

 

表 2.15-2 重要種一覧 

 
注 1）表中の（ ）は死貝の確認数を示す。 

注 2）重要種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（重要種の選定基準） 

天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号，昭和 25 年 5月 30 日）    

種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号，平成 4年 6月 5 日） 

環境省 RL：レッドリスト 2019 (https://www.env.go.jp/press/106383.html、環境省，平成 31 年) 

VU･･･絶滅危惧Ⅱ類 NT･･･準絶滅危惧 DD･･･情報不足 

和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然 和歌山県レッドデータブック【2012 年改訂版】（和歌山県、平成 24 年） 

調査時期：　平成28年6月28日（初夏季） 調査時期：　平成29年7月3日（初夏季）

調査時期：　平成28年12月14日（初冬季） 調査時期：　平成29年12月25日（初冬季）

（単位：個体数）

6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月
1 原始腹足目 ゴマオカタニシ科 ゴマオカタニシ 60(1) 36(1) 74 28(4) NT
2 ヒメカサキビ 1 1 1(1) 1(1) 1 1 NT
3 オオウエキビ 2 .(1) DD
4 ウメムラシタラガイ 1 NT
5 ムロマイマイ 1(1)
6 ヒメビロウドマイマイ .(1) VU
7 オナジマイマイ科 フチマルオオベソマイマイ .(1)
8 足襞目 ホソアシヒダナメクジ科 イボイボナメクジ 1 NT

合計 3目 5科 8種 1種 1種 2種 2種 2種 4種 1種 0種 0種 2種 1種 1種 0種 0種 6種 0種

No. St.dSt.cSt.a1

平成29年
目名 科名 和歌山

県
環境省

RL
種の

保存法
天然

記念物

種名
選定基準※平成28年

St.a1 St.c St.d

シタラ科

ナンバンマイマイ科

柄眼目
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 移殖対象種の確認状況 

 ゴマオカタニシ 

ゴマオカタニシの移殖の実施状況を表2.15-3に、モニタリング調査における確認状況を表2.15-4

に、移殖数及び確認数のグラフを図2.15-1に示す。 

St.al、St.c、St.d の 3 地点で、計 680 個体移殖を行った。平成 29 年の移殖後モニタリングで

は、St.d の地点のみで、28 個体が確認された。 

 

表 2.15-3 移殖の実施状況（ゴマオカタニシ） 

移殖時期 
移殖地別移殖数 

St.a1 St.c St.d 

平成 23 年 12 月 6 日 4 × × 

平成 24 年 7 月 12 日 0 4 × 

平成 24 年 12 月 19 日 0 222 × 

平成 25 年 7 月 17 日 0 258 × 

平成 25 年 12 月 6 日 0 0 175 

平成 26 年 7 月 2 日 0 0 17 

合計 4 484 192 

注）表中の「×」は移殖地として設定されていなかったことを示す。 

 

 

 

表 2.15-4 モニタリング調査における確認状況（ゴマオカタニシ） 

移殖後モニタリング 

調査時期 

移殖地別確認数 

St.a1 St.c St.d 

平成 23 年 12 月 6 日 ※ × × 

平成 24 年 7 月 12 日 0 ※ × 

平成 24 年 12 月 19 日 0 0 × 

平成 25 年 12 月 6 日 0 3 ※ 

平成 26 年 7 月 2 日 0 1 62 

平成 26 年 12 月 8 日 0 0 85(4) 

平成 27 年 7 月 6 日 0 0 163 

平成 27 年 12 月 22 日 0 0 78 

平成 28 年 6 月 28 日 0 0 60(1) 

平成 28 年 12 月 14 日 0 0 36(1) 

平成 29 年 7 月 3 日 0 0 74 

平成 29 年 12 月 25 日 0 0 28(4) 

注 1）表中の「×」は移殖地として設定されていなかったこと、「※」は初移殖時期に当たるため確

認されていないことを示す。 

注 2）表中の ( ) は死貝の確認数を示す。 
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図 2.15-1 ゴマオカタニシの移殖数及び確認数 
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 キイゴマガイ 

キイゴマガイの移殖の実施状況を表2.15-5に、モニタリング調査における確認状況を表2.15-6に

示す。 

St.al、St.c、St.d の 3 地点で、計 208 個体移殖を行った。平成 29 年の移殖後モニタリングで

は、生存した個体は確認されなかった。 

 

表 2.15-5 移殖の実施状況（キイゴマガイ） 

移殖時期 
移殖地別移殖数 

St.a1 St.c St.d 

平成 22 年 7 月 2 日 97 × × 

平成 23 年 12 月 6 日 9 × × 

平成 24 年 7 月 12 日 0 22 × 

平成 24 年 12 月 19 日 0 34 × 

平成 25 年 7 月 17 日 0 20 × 

平成 25 年 12 月 6 日 0 0 12 

平成 26 年 7 月 2 日 0 0 14 

合計 106 76 26 

注 1）表中の「×」は移殖地として設定されていなかったことを示す。 

注 2）移殖個体に関しては、形態的に類似したキュウシュウゴマガイが混入し

ていた可能性がある。そのため、実際のキイゴマガイの移殖数は、より

少ない可能性がある。 

表 2.15-6 モニタリング調査における確認状況（キイゴマガイ） 

移殖後モニタリング 

調査時期 

移殖地別確認数 

St.a1 St.c St.d 

平成 22 年 7 月 2 日 ※ × × 

平成 23 年 12 月 6 日 0 × × 

平成 24 年 7 月 12 日 5 ※ × 

平成 24 年 12 月 19 日 15(1) 0 × 

平成 25 年 12 月 6 日 9 5 ※ 

平成 26 年 7 月 2 日 7 8(3) 2 

平成 26 年 12 月 8 日 5(3) 8(1) 2 

平成 27 年 7 月 6 日 5 0 6 

平成 27 年 12 月 22 日 2(1) 1 3(4) 

平成 28 年 6 月 28 日 0 0 0 

平成 28 年 12 月 14 日 0 0 0 

平成 29 年 7 月 3 日 0 0 0 

平成 29 年 12 月 25 日 0 0 0 

注 1）表中の「×」は移殖地として設定されていなかったこと、「※」は初移殖時期に当たるため確

認されていないことを示す。 

注 2）平成 27年度以前の確認個体に関しては、形態的に類似したキュウシュウゴマガイが混入して

いた可能性がある。そのため、実際のキイゴマガイの確認数は、より少ない可能性がある。 

注 3）表中の ( ) は死貝の確認数を示す。 
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 ムロマイマイ 

ムロマイマイの移殖の実施状況を表2.15-7に、モニタリング調査における確認状況を表2.15-8に

示す。 

St.al 地点で、1個体のみ移殖を行った。平成 29 年の移殖後モニタリングでは、生存した個体は

確認されなかった。 

 

 

表 2.15-7 移殖の実施状況（ムロマイマイ） 

移殖時期 
移殖地別移殖数 

St.a1 St.c St.d 

平成 22 年 7 月 2 日 1 × × 

合計 1 0 0 

注） 表中の「×」は移殖地として設定されていなかったことを示す。 

 

 

 

表 2.15-8 モニタリング調査における確認状況（ムロマイマイ） 

移殖後モニタリング 

調査時期 

移殖地別確認数 

St.a1 St.c St.d 

平成 22 年 7 月 2 日 ※ × × 

平成 23 年 12 月 6 日 0 × × 

平成 24 年 7 月 12 日 0 × × 

平成 24 年 12 月 19 日 0 × × 

平成 25 年 12 月 6 日 0 × × 

平成 26 年 7 月 2 日 0 × × 

平成 26 年 12 月 8 日 0 × × 

平成 27 年 7 月 6 日 0 × × 

平成 27 年 12 月 22 日 0 × × 

平成 28 年 6 月 28 日 0 × × 

平成 28 年 12 月 14 日 0 × × 

平成 29 年 7 月 3 日 0 × × 

平成 29 年 12 月 25 日 0 × × 

注）表中の「×」は移殖地として設定されていなかったこと、「※」は初移殖時期に当たるため確認

されていないことを示す。 
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 フチマルオオベソマイマイ 

フチマルオオベソマイマイの移殖の実施状況を表2.15-9に、モニタリング調査における確認状況

を表2.15-10に示す。 

St.al、St.c、の 2 地点で、3 個体移殖を行った。移殖後モニタリングでは、生存個体が確認さ

れず、平成 29年度冬季の調査において、st.d で 1個体の死貝を確認した。 

 

表 2.15-9 移殖の実施状況（フチマルオオベソマイマイ） 

移殖時期 
移殖地別移殖数 

St.a1 St.c St.d 

平成 22 年 7 月 2 日 2 × × 

平成 25 年 7 月 17 日 0 1 × 

合計 2 1 0 

注） 表中の「×」は移殖地として設定されていなかったことを示す。 

 

 

表 2.15-10 モニタリング調査における確認状況（フチマルオオベソマイマイ） 

移殖後モニタリング 

調査時期 

移殖地別確認数 

St.a1 St.c St.d 

平成 22 年 7 月 2 日 ※ × × 

平成 23 年 12 月 6 日 0 × × 

平成 24 年 7 月 12 日 0 × × 

平成 24 年 12 月 19 日 0 0 × 

平成 25 年 12 月 6 日 0 0 × 

平成 26 年 7 月 2 日 0 0 × 

平成 26 年 12 月 8 日 0 0 × 

平成 27 年 7 月 6 日 0 0 × 

平成 27 年 12 月 22 日 0 0 × 

平成 28 年 6 月 28 日 0 0 × 

平成 28 年 12 月 14 日 0 0 × 

平成 29 年 7 月 3 日 0 0 × 

平成 29 年 12 月 25 日 0 （1） × 

注）表中の「×」は移殖地として設定されていなかったこと、「※」は初移殖時期に当たるため確認

されていないことを示す。 
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2.16  移植対象植物調査 

 調査概要 

移植対象植物調査は、平成 24 年度よりモニタリング調査が実施されている。 

今年度も継続して、過年度に移植されたキンラン属（キンラン・ギンラン）、シラン、コ

ボタンヅル、エビネ、コショウノキ、シタキソウを対象に、移植後モニタリング調査を実施

した。 
調査対象種を表 2.16-1 に示す。 

 
 

表 2.16-1 調査対象種 

 
注 1）種の並び順、種名、学名は、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（2018 年 11 月）」に従った。 
注 2）重要種の選定基準は以下に示すとおりである。 

（重要種の選定基準） 
天然記念物：文化財保護法（法律第 214 号, 昭和 25 年 5 月 30 日） 
種の保存法：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（法律第 75 号, 平成 4 年 6 月 5 日） 

環境省 RL：レッドリスト 2019（https://www.env.go.jp/press/106383.html、環境省，平成 31 年） 
VU…絶滅危惧Ⅱ類：絶滅の危険が増大している種 
NT…準絶滅危惧：現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危

惧」に移行する可能性のある種 
近畿 RDB ：改訂・近畿地方の保護上重要な植物－レッドデータブック近畿 2001－ （レッドデータブック

近畿研究会, 平成 13 年） 

B…絶滅危惧 B 
C…絶滅危惧 C 

準…準絶滅危惧 

和歌山県 RDB：保全上重要なわかやまの自然―和歌山県レッドデータブック―【2012 改訂版】（和歌山県, 
平成 24 年） 
EN…絶滅危惧ⅠB 類 

VU…絶滅危惧Ⅱ類 
NT…準絶滅危惧 

 

天然
記念物

種の
保存法

環境省
RDB

近畿
RDB

和歌山県
RDB

1 キンポウゲ コボタンヅル Clematis apiifolia var. biternata Ｂ

2 ジンチョウゲ コショウノキ Daphne kiusiana NT

3 ガガイモ シタキソウ Stephanotis lutchuensis var. japonica 準

4 ラン シラン Bletilla striata NT Ｃ VU

5 ラン エビネ Calanthe discolor NT EN

6 ラン ギンラン Cephalanthera erecta EN

7 ラン キンラン Cephalanthera falcata VU Ｃ VU

計 4科 7種 0 0 3 4 5

重要種の選定基準

No. 科名 種名 学名
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 調査方法 

表 2.16-2 に示す過年度に移植した種に対して、移植後モニタリングを実施した。 

移植先を踏査し、目視による観察・同定を行い、生育状況（確認位置、株数、開花・結実状況

等）を記録した。 

 

表 2.16-2 移植後モニタリング対象 

科名 対象種 対象数量 箇所及び番号 

キンポウゲ 
コボタンヅル 2箇所 ⑦285～293、528～551、⑧294～297・500～527、

⑰535 

ジンチョウゲ コショウノキ 2箇所 ①960～971、972～973、その他播種 1 箇所 

ガガイモ シタキソウ 2箇所 ③310～314、④328～333 

ラン シラン 4箇所  ⑨275～279、⑩305～309・400～402、⑮280～

282、 

⑯283～284 

エビネ 5箇所 ①315～320、321～327、974-1～7、 

975-1～5、976-1～11 

キンラン 1箇所 ⑬951 

ギンラン 1箇所 ⑬950 

 

＜生育状況の記録について＞ 

移植個体の生育状況を健全、衰弱、不良（コボタンヅルのみ）、枯死、不明に分けて記録す

るが、その考え方は以下のとおりとした。 

健全：葉の数が減っている、または葉が小さくなっている状態でも、葉・茎・枝がしっ

かりしていて生育を維持するのに支障がない状態 

衰弱：著しく食害を受けて葉がほとんどなくなっている、葉が縮れている、変色してい

る、萎れているなど、生育が阻害され支障が出ている状態 

不良：他に比べて葉が少ないかまたは葉が小さい、あるいはつるが伸びすぎて全体のバ

ランスが悪い状態（コボタンヅルのみ） 

枯死：個体が枯死している状態 

不明：個体の痕跡が見あたらない状態（枯死しているかどうかが不明） 
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＜対象種の個体数の記録について＞ 

対象種の個体数の記録の仕方について、エビネ、シランの 2種は、バルブが数珠つなぎで増え

ていくタイプの種であるため、地上からは個体識別が難しい(注 1 ことから、今年度はバルブから

地上に出ている植物体を 1株として記録した。 

バルブからの出芽と個体を区別するために、バルブからの出芽は 1｢株｣と表記し、｢個体｣と区

別できるようにした。 

また、個体別ではなく移植地点として識別できる個体群全体で生育状況を調査し、既往のモニ

タリング結果との比較においても、個体群の変化をみることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1) 平成 24 年度、25 年度のエビネの移植はいずれも 5～7 個体が密植されており、新しい

バルブが増えるに従って、隣接個体との識別が困難になってきており、今後ますます困

難になっていくと思われる。また、平成 24 年度に移植されたエビネは個体別にナンバリ

ングされているが、平成25年度に移植されたものは、移植当時は株元にテープをつけて

個体識別できるようにしていたが、5 月調査時には株元のテープはほとんどなくなって

いたため、個体識別について正確さを欠くと思われる。 

 

1 個体 
1 株 

バルブ 
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 調査時期 

移植後モニタリング調査は、各調査対象種の開花・結実期を考慮して、春季（キンラン属、

シラン、エビネ、シタキソウ）、夏季（コボタンヅル）、冬季（コショウノキ）に各 1 回実施し

た。 

 
 調査位置 

調査位置は『参考資料 1-2：切目川ダム環境モニタリング調査結果（参考図）』に示す。 
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 移植対象植物の確認状況 

 コボタンヅル 

コボタンヅル確認数の経年変化を表2.16-3に示す。また、コボタンヅルの各移植地点の個体数推

移を図2.16-1、図2.16-2に、個体別生育状況を表2.16-5に示す。 

コボタンヅルは2箇所に65個体を移植し、供用3年目のモニタリングでは、6個体を確認した。 

コボタンヅルの移植地点毎の状況を、表 2.16-6に示す。 

再移植を行った個体については、葉数や高さも成長し、現地の自生個体と同等になったため、良好

な生育状況と考えられた。 

表 2.16-3 コボタンヅル確認数の経年変化 

 
注）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 

 

図 2.16-1 移植地点⑦コボタンヅルの個体数推移 

 

 

図 2.16-2 移植地点⑧コボタンヅルの個体数推移 

  

地点No. 区分

移植個体数 9 24 0 0 0

確認個体数 - 6 7 5 5

移植個体数 4 28 0 0 0

確認個体数 - 4 4 3 1

H29

⑧

H25 H26 H27 H28

⑦
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表 2.16-4 コボタンヅルの調査項目 

・生育状態：健全・衰弱・不良・枯死・不明のいずれかに区分した。各区分の定義 

は以下のとおりとする。 

健全：葉の数が減っている、または葉が小さくなっている状態でも、葉・茎・ 

枝がしっかりしていて生育を維持するのに支障がない状態 

衰弱：著しく食害を受けて葉がほとんどなくなっている、葉が縮れている、 

変色している、萎れているなど、生育が阻害され支障が出ている状態 

不良：被陰により他に比べて葉が少ないかまたは葉が小さい、あるいはつる 

が伸びすぎて全体のバランスが悪い状態 

枯死：個体が枯死している状態 

不明：個体の痕跡が見あたらない状態 

・葉数及び最大葉のサイズ：ラベルで区分される個体ごとの葉の数と、その中での 

最大葉のサイズを記録した。 

・広がり：つる植物であるため個体の生育状況をみる目安としてつるや葉が広がっ 

ている面積を記録した。 

・開花：開花の有無を記録した。 

・結実：結実の有無を記録した。 

・病虫害等：病虫害その他観察事項を記録した。 
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表 2.16-5（3） コボタンヅルの個体別生育状況 

 
 

 

 

 

  

長さ 幅

535 健全 84 8.2 4.0 20 × 15 無 無 無 高さ98 cm

自生株 健全 105 11.0 7.9 20 × 40 無 無 無 高さ72 cm

535 生育不良 28 3.5 3.5 25 × 15 無 無 食痕有 高さ53cm

自生株 不良 9 1.6 0.7 14 × 5 無 無 食痕有 高さ98 cm　シカの可能性あり

備考
地点
No.

移植
年度

ラベル
No.

生育状態
葉数
（枚）

最大葉の
サイズ（cm）

※移植年度は平成28年度（平成29年3月）である。

広がり
（cm × cm）

開花
有無

結実
有無

病虫害
有無等

⑰ H29

H28⑰
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表 2.16-6 (1) コボタンヅル移植地点⑦の状況（平成 25 年度移植） 
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表 2.16-6 (2) コボタンヅル移植地点⑦の状況（平成 26 年度移植） 
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表 2.16-6 (3) コボタンヅル移植地点⑦の状況（平成 26 年度移植） 
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表 2.16-6 (4) コボタンヅル移植地点⑧の状況（平成 25 年度移植） 
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表 2.16-6 (5) コボタンヅル移植地点⑧の状況（平成 26 年度移植） 
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表 2.16-6 (6) コボタンヅル移植地点⑰の状況（再移植個体） 

 



 

2.16-16 

14

1

11 11 11

0

2

4

6

8

10

12

14

16
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移植個体数

播種箇所数

確認個体数

 

 コショウノキ 

コショウノキ確認数の経年変化を表2.16-7に示す。また、コショウノキの個体数推移を 

図2.16-3に、個体別生育状況を表2.16-9に示す。 

コショウノキは、1箇所に14個体移植し、播種を行った。供用3年目のモニタリングでは、8個体を

確認した。 

コショウノキの移植地点毎の状況を、表 2.16-10に示す。 

 

 

表 2.16-7 コショウノキ確認数の経年変化 

 
注）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.16-3 移植地点①コショウノキの個体数推移 

 

 

 

  

地点No. 区分

移植個体数 14 0

播種箇所数 1 0

確認個体数 - 11

H26 H27 H29

①

H28

11 11

0

0 0

0
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表 2.16-8 コショウノキの調査項目 

 

・生育状態：健全・衰弱・枯死・不明のいずれかに区分した。各区分の定義は以下 

のとおりとする。 

健全：葉の数が減っている、または葉が小さくなっている状態でも、葉・茎・ 

枝がしっかりしていて生育を維持するのに支障がない状態 

衰弱：著しく食害を受けて葉がほとんどなくなっている、葉が縮れている、 

変色している、萎れているなど、生育が阻害され支障が出ている状態 

枯死：個体が枯死している状態 

不明：個体の痕跡が見あたらない状態 

・高さ：個体の樹高を計測、記録した。 

・樹冠径：樹冠の直径を計測、記録した。 

・葉数：個体ごとの葉の数を記録した。 

・開花：花芽数を記録した。 

・結実：結実の有無を記録した。 

・病虫害等：病虫害その他観察事項を記録した。 

 

 

 

開花事例（平成 27 年度調査 NO.969） 
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表 2.16-10(1) コショウノキ 移植地点①の移植地の状況 
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表 2.16-10 (2) コショウノキ 移植地点①移植個体および実生個体の状況 
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表 2.16-10 (3) コショウノキ 移植地点①移植個体および実生個体の状況 
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 シタキソウ 

シタキソウ確認数の経年変化を表2.16-11に示す。また、シタキソウの個体数推移を図2.16-4、図

2.16-5に、個体別生育状況を表2.16-12に示す。 

シタキソウは2個所に11個体移植し、供用3年目のモニタリングでは、10個体を確認した。 

シタキソウの移植地点毎の状況を、表 2.16-13に示す。 

シタキソウについては、主たるツルが伸びて分枝が多く発生し、葉の数も100を超える個体が現れ

ていることから、開花は確認されなかったものの良好な生育状況と考えられた。 

NO.333は、移植後に、茎から分枝が多く生じたことで、葉の枚数が大きく増加した。 

NO.328は、主たる茎は残っていたものの、分枝はほとんどなく、生育状況も大きく衰えていたた

め、H29は生育状況を「生育不良」とした。何らかの理由で、H28からH29の間で生育状態が悪化した

ものと考えられる。 

 

表 2.16-11 シタキソウ確認数の経年変化 

 
注）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す 

 

図 2.16-4 移植地点③シタキソウの個体数推移 
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図 2.16-5 移植地点④シタキソウの個体数推移 
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表 2.16-13(1) シタキソウ 移植地点③の状況 
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表 2.16-13 (2) シタキソウ 移植地点④の状況 
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 シラン 

シラン確認数の経年変化を表2.16-14に示す。また、シランの個体数及びバルブ数の

推移を図2.16-6～図2.16-9に、個体別生育状況を表2.16-16に示す。 

シランは、4箇所に18個体（73バルブ）を移植し、供用3年目のモニタリングでは、1個

体（2バルブ）を確認した。 

シランの移植地点毎の状況を、表 2.16-17に示す。 

 

 

表 2.16-14 シラン確認数の経年変化 

 
注 1）表中の［ ］はバルブ数を示している。 

注 2）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 

 

図 2.16-6 移植地点⑨シランのバルブ数推移 

地点No. 区分

移植個体数 5 ［5］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］

確認個体数 4 ［4］ 3 ［4］ 0 ［0］ 0 ［0］

移植個体数 5 ［5］ 3 ［58］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］

確認個体数 2 ［3］ 4 ［48］ 0 ［0］ 0 ［0］

移植個体数 3 ［3］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］

確認個体数 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］

移植個体数 2 ［2］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］

確認個体数 2 ［4］ 2 ［5］ 0 ［0］ 1 ［2］
⑯

-

⑨
-

⑩
-

⑮
-

H29H25 H26 H27 H28
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図 2.16-7 移植地点⑩シランのバルブ数推移 

 

 

図 2.16-8 移植地点⑮シランのバルブ数推移 

 

 

 

図 2.16-9 移植地点⑯シランのバルブ数推移 
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表 2.16-15 シランの調査項目 

・生育状態：健全・衰弱・枯死・不明のいずれかに区分した。各区分の定義は以

下 

のとおりとする。 

健全：葉の数が減っている、または葉が小さくなっている状態でも、葉・茎・ 

枝がしっかりしていて生育を維持するのに支障がない状態 

衰弱：著しく食害を受けて葉がほとんどなくなっている、葉が縮れている、 

変色している、萎れているなど、生育が阻害され支障が出ている状態 

枯死：個体が枯死している状態 

不明：個体の痕跡が見あたらない状態 

・高さ：個体の樹高を計測、記録した。 

・樹冠径：樹冠の直径を計測、記録した。 

・葉数：個体ごとの葉の数を記録した。 

・開花：花芽数を記録した。 

・結実：結実の有無を記録した。 

・病虫害等：病虫害その他観察事項を記録した。 
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2.16-31 

表 2.16-17(1) シラン 移植地点⑩の状況 



 

2.16-32 

表 2.16-17(2) シラン 移植地点⑩（平成 26 年度移植地）の状況 



 

2.16-33 

表 2.16-17(3) シラン 移植地点⑨の状況 



 

2.16-34 

表 2.16-17(4) シラン 移植地点⑮の状況 
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表 2.16-17(5) シラン 移植地点⑯の状況 
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 エビネ 

エビネ確認数の経年変化を表2.16-18に示す。また、エビネのバルブ数推移を図2.16-10に、個

体別生育状況を表2.16-21に示す。 

エビネは1個所に5株（46バルブ）移植し、供用3年目のモニタリングでは5株（56バルブ）確認

された。 

エビネの移植地点毎の状況を、表 2.16-20に示す。 

 

 

表 2.16-18 エビネ確認数の経年変化 

 
注 1）表中の［ ］はバルブ数を示している。 

注 2）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 

 

図 2.16-10 エビネのバルブ数推移 

  

地点No. 区分

移植個体数 2 ［13］ 3 ［33］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］ 0 ［0］

確認個体数 2 ［35］ 5 ［67］ 5 ［49］ 5 ［56］ 5 ［56］

H27 H29

①
-

H24 H25 H26 H28
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表 2.16-19 エビネの調査項目 

・個体群面積：将来的に個体群の広がりによって生育成長の状況をモニタリング 

できるように、個体群の面積を記録した。 

・生育状態：健全・衰弱・枯死・不明のいずれかに区分した。各区分の定義は以 

下のとおりとする。 

健全：葉の数が減っている、または葉が小さくなっている状態でも、葉・茎・ 

枝がしっかりしていて生育を維持するのに支障がない状態 

衰弱：著しく食害を受けて葉がほとんどなくなっている、葉が縮れている、 

変色している、萎れているなど、生育が阻害され支障が出ている状態 

枯死：個体が枯死している状態 

不明：個体の痕跡が見あたらない状態 

・株数：個体群ごとにバルブから出芽のみられる株を数えた。出芽していないバ 

ルブでも地上からバルブが確認されたものは注釈を付けて含めた。またエビネ 

は春季には昨年展開した旧葉が残っているため、葉の展開している株のうち、 

新葉の展開している株数(新出芽数)を記録した。 

 

 

 

 

 

・葉数及び最大葉のサイズ：個体群ごとの新葉の数と、新葉のうち最大葉のサイ 

ズを記録した。 

・開花：花茎数を記録した。 

・結実：結実の有無を記録した。 

・病虫害等：病虫害その他観察事項を記録した。 

  

新出芽 

旧葉 
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表 2.16-20（1）エビネ 移植地点①の状況 
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表 2.16-20（2）エビネ 移植地点①の状況 
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 キンラン・ギンラン（キンラン属） 

キンラン属確認数の経年変化を表2.16-22に示す。また、キンラン属の個体数推移を図2.16-11

に、個体別生育状況を表2.16-24示す。 

キンランは、1個所に2個体を移植したが、供用3年目のモニタリングでは確認されなかった。な

お、事業地外に自生地が存在し、自生地に生育する個体はダム供用後も継続して確認されている。 

キンラン属の移植地点毎の状況を、表 2.16-25に示す。 

 

 

表 2.16-22 キンラン属確認数の経年変化 

 

注）表中の赤線は、ダム供用開始前後を示す。 

 

 

図 2.16-11 キンラン属の個体数推移 

  

地点No. 区分

移植個体数 2 0 0

確認個体数 - 0 0

H26 H27 H29

⑬

H28

0

0

2

0 0 0
0

1

2

3

H26 H27 H28 H29

移植株数

確認株数
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表 2.16-23 キンラン属の調査項目 

 

・生育状態：健全・衰弱・枯死・不明のいずれかに区分した。各区分の定義は以下 

のとおりとする。 

健全：葉の数が減っている、または葉が小さくなっている状態でも、葉・茎・ 

枝がしっかりしていて生育を維持するのに支障がない状態 

衰弱：著しく食害を受けて葉がほとんどなくなっている、葉が縮れている、 

変色している、萎れているなど、生育が阻害され支障が出ている状態 

枯死：個体が枯死している状態 

不明：個体の痕跡が見あたらない状態 

・高さ：個体の樹高を計測、記録した。 

・樹冠径：樹冠の直径を計測、記録した。 

・葉数：個体ごとの葉の数を記録した。 

・開花：花芽数を記録した。 

・結実：結実の有無を記録した。 

・病虫害等：病虫害その他観察事項を記録した。 

 

 

 

表 2.16-24 キンラン属の個体別生育状況 

 

  

H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29

950 ギンラン 不明 不明 不明 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

951 キンラン 不明 不明 不明 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

キンラン属の一種 不明 健全 健全 － 1 1 － 4 6 － 12 11.5 － 4.5 5.5 － － 7 － － × － 先折れ ×

種名

H26 ⑬

自生

移植
年度

地点
No.

ラベル
No.

病虫害
有無等

結実
有無

生育
状態

最大葉（新葉）のサイズ 開花
（花数）幅（cm）長さ（cm）

葉数株数
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表 2.16-25 キンラン属移植地点⑬の状況 
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3. シランの移植について

3.1  シランの移植計画 

シランについては、秋季調査の際に、新たな移植地として同種の生育する地点を事業地周辺で

探したが見つからなかったため、平成 24 年度に選定されている移植候補地⑨、⑩を移植先とし

て選定した。また、アドバイザー（和歌山県立博物館長：高須英樹教授）のご意見を踏まえ、移

植候補地⑨に隣接する土壌が堆積する 2箇所を新たに移植先⑮、⑯として加えた。 

移植候補地としては、以下の条件で選定した。 

①シランが自生している場所

②シラン生育地と生育環境が類似する場所

本種が生育する移植適地は確認されていないが、リスク分散の観点から、平成 24 年度に設定

したシランの生育環境に類似する移植候補地⑨、⑩の両方を移植先として表 3.1-1 のとおり選

定した。 

 移植では、リスク分散のため、移植場所は可能な限り比高を変えて選定した。植えつけ後は U

字型の針金により株を固定し、株ごとにナンバリングを行った。 

表 3.1-1 シランの生育地環境と移植候補地の概況 

移植対象個体の生育環境 移植候補地⑨⑩の生育環境 

渓流沿いの岩盤上。 
風当/中、日当/陽、土壌硬土/―、 
土壌水分/湿 

渓流沿いの岩盤上。 
風当/中、日当/陽、土壌硬土/―、 
土壌水分/潤 



3-2-1 

3.2  シラン移植結果に対する考察 

シランは多年草で、日当たりのよい林縁、崖地、湿地に生育するとされている。移植前の事前

調査では、ダム湛水予定地内の切目川河畔の岩場で、岩の狭い隙間に根を張って生育しているの

が確認された。 

そのため、移植ではダム湛水予定地外で、切目川河畔の岩場に移植を実施した。 

本種が減少した原因として、移植地の岩場が自生地と同様に水面に近い場所にしたため、増水

時に流出したものと考えられる。なお、岩場の隙間にしっかり差し込んでいたラベルも、一部が

流出しており、増水時の水流がかなり強いことが示唆された。 

増水時の影響を受けにくい河畔の岩場の上部は、競合する草本の存在や乾燥の懸念があるこ

とから、移植地にしない判断を行っていた。 

本事業での移植の反省点として、移植個体の数が限られることから、移植地は自生地とできる

だけ類似した環境としたが、結果的に、移植個体の流出を招くことになった。そのため、今後本

種の移植を行う場合は、栽培が容易な特長を活かして、個体の増殖を図った上で、より多様な場

所に移植することが考えられる。 

また、移植にあたっては、根の湖底を十分に行うため、周囲にピンを打ち込むなどの防止策の

実施が考えられる。 




